

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺には、母さんがいない。幼い頃に亡くしてから、ずっと父と暮らしてきた。

　少しの思い出と、母さんを「好き」だった記憶はある。だけど、それだけだ。

　それでも俺は優しい父さんに育てられて、高校生になる事ができた。

　父さんには感謝している。男手一つで子育てをしてくれたのだ。きっと想像もできないほどの労力だったろう。自分が同じような境遇に陥ったら、ちゃんと親として役目を果たせるだろうか。




　でも、それはあくまで『将来』の話だ。『今』の話じゃない。







「世界一可愛かわいい娘が会いに来ましたよ！　お父様！」

　一人暮らしのアパートの一室で、俺を押し倒しているバスタオル姿の少女。

　彼女は俺の娘だと自称している。俺はまだ、新品未使用の男子高校生なのに。

　同い年くらいの娘ができて、一体これからどうすればいいのやら。

　この子のママは誰だろう。そして俺は、どう子育てしていけばいいのだろう。

　学費、生活費、将来の貯金や娘のお小遣い。ああ、問題も山積みだ。

　父さんはこんな苦悩を抱えて、俺をここまで育ててくれたのか……。それこそ、父さんにも挨拶しないと。娘が出来たよ！　ってな。ハハハ！

　いや、妄想に浸っている場合じゃない。何もかもがおかしいだろ、この状況！




　久く遠どう郁いく。十七歳、男子高校生。未婚。子持ち。

　どうしてこうなったのか。どうすればこうなるのか。

　ここに至るまでの出来事を、改めて思い出してみるとしよう。







　四月の初旬。俺の通う高校で入学式が行われた、数日後の事だった。

　普通科に通う俺たちは何事も無く進級し、それに際して文理選択による最後のクラス替えが発表され、散っていく桜と共に新しい生活の風を感じ始めていた。

　その日は始業式当日だった。昼前で授業が終わるので、学校に向かう足取りは軽い。外階段を木琴のように靴底で鳴らしながら下りると、道路の向かいに一人の女性がいた。

「おはよう。いーちゃん」
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　ルームウェアの肩出しのパーカーに、キャミソール姿の、ラフな格かつ好こうの女子大生。

　俺の住むアパートの向かいには、単身者向けの三階建てマンションがあり、彼女はそこの住人である。今朝はゴミ出しをするために早起きしてきたらしい。眠そうな目だなあ。

　そして、俺の小さい頃からの知り合いでもある。所謂いわゆる、近所のお姉さんだ。

「おはよう、エリ姉」

　彼女は千ち草ぐさ瑛え理り子す。俺の七つ年上の大学生で、留年を二度経験している割とダメなお姉さんだ。背丈は俺より二回り小さい。昔はとても大きく見えたのに。

　時折ご飯を作ってくれるので、俺はすっかり料理をしないダメ男になってしまった。

「今朝も元気だね、いーちゃんは。その若さを吸収して、お姉さんも制服登校したいくらい。あ、今お姉さんとの登下校デートを想像したかな？　可愛かわいい私とのデートを！」

　エリ姉はそう言って勢いよくダストボックスにゴミ袋を突っ込んで荒っぽく閉める。

「やだ、この人。朝からテンション高い……徹夜明けかな？　ていうか、二十代半ばの女性が学校制服を着たら違法だろうが。違法ＪＫですよ、あなた」

「寧むしろ成人しているのだから合法じゃない？　合法ＪＫ始めようかな？」

「もう二十代半ばになるお姉さんが何か言っていますね……止やめなよ、エリ姉」

「ハートはいつだって高校生だよ？　私は高校八年生！」

「ふむ。リアルに大学留年の経験を持つエリ姉が言うと説得力が違うぜ！」

「せっかく課題を終えた朝なのに、そんな辛辣な言葉投げないでぇ！　泣きそう！」

　エリ姉は耳を押さえてその場にうずくまってしまった。ダメな大人ですよ、これが。

　だけどエリ姉はすぐに立ち上がって、思い出したように話を切り替える。

「そういえば今日は半日授業？　実はお姉さん、今日は大学に用があって……可愛い男子高校生に餌付けできないの。くすん」

　俺は普段、昼食や夕食をエリ姉にご馳ち走そうになる事が多い。

　今日もそのつもりだったのだが、どうやらそうはいかないらしい。うーん、残念だ。

「大丈夫。昨日父さんから冷食とか結構送られてきたから、それで済ませるよ」

「そ、そんなどこの誰が作ったか分からない冷たい物を口にするなんて！」

「安心安全国内メーカーさんの自信作だけども！　それにレンジでチンするし」

「本当はお姉さんがこの身体からだで温めてあげないといけないのに！　いーちゃんの事も！」

「エリ姉。冷食は人肌では解凍できないから。それに俺の心もレンジ調理専用だから」

　なんて、バカなやりとりをしていたら結構な時間が経たってしまった。

　腕時計を見た俺に、察したエリ姉はネクタイを軽く締め直してくれた。

「時間ギリギリになっちゃったね！　それじゃあ青少年よ、行ってらっしゃい！」

　エリ姉は俺の背中を押して、満面の笑みで送り出してくれた。

「ありがとう、エリ姉！　あ、そうだ」

　俺は途中で振り返って、エリ姉の胸元を指差してから言ってやった。

「胸元のガードが緩いから、ゴミ出しの時もファスナーくらい上げた方がいいぞー」

　間もなくしてその顔は真っ赤になり、走り出した俺に向かって年とし甲が斐いも無く叫ぶ。

「え、えっち！　こんな年上のお姉さんを、からかっちゃダメでしょうがー！」

　俺は振り返って、胸元を両腕で隠すエリ姉を見て思わず笑ってしまった。

　朝からいいものが見られたな。綺き麗れいな谷間でした。




　それから急いで学校に向かい、無事に遅刻する事なく校門を潜くぐる事ができた。

　すると、下げ駄た箱ばこで見慣れた後姿を見つける。男子制服を着た、小柄なシルエットだ。

「おはよう、莉り生お。って、何かあったのか？」

　俺が名前を呼ぶと、二ふた重え莉生は振り向いてその清廉な顔をこちらに見せてくれた。

　ミディアムヘアの青髪に、右耳の側の髪だけを編み込んだ、可愛かわいいヘアスタイル。

　そう。とても可愛い。胸は無いけど、誰がどう見ても美少女だ。

「おはよう、郁いくちゃん。はあ……可愛い顔って、罪だね。また貰もらったよ、これ」

　莉生はブレザーのポケットから何枚かの便箋を取り出す。

　便箋に目をやると、そこには「良かったらお話がしたいです」とか、「一ひと目め惚ぼれです」などという文言と共に、名前とＳＮＳやトークアプリのＩＤらしきものが記載されていた。

「流石さすが、二年生で一番人気の莉生さんだな。それで、今日は『どっち』からだ？」

　俺が尋ねながら上履きを履くと、莉生は拗すねたように運動靴を下駄箱にしまう。

「分かっているくせに、意地悪だね……男の子だよ。僕がお付き合いできない方！」

　そう。莉生はこの見た目で中身はしっかりと男なのだ。俺と同性である。

　胸元がスカスカなのを除けば、この事実に誰もが驚くであろう。俺は中学校で出会った頃からこいつを男として認識していたので、数少ない例外ではあるが。

「ほう、男か。でも……莉生にも穴はあるからな。これは実質女子では？」

「それを言ったら郁ちゃんにもあるでしょう！　僕は清らかな付き合いがしたいの！　一部の女子生徒が僕と郁ちゃんで不健全な妄想をしているという噂うわさは知っているけれど！」

「え？　ちょっと待って。何それ？　そんな怖い話聞きたくなかった……」

　イクリオ？　リオイク？　俺の名前が汎用性高すぎてどっちもえげつない響きになる。

　莉生は俺の袖を小さく引っ張りながら、大きな目を潤ませながらため息を吐つく。

「いっそ僕と付き合ってよ、郁ちゃん。そうすれば悪い虫も寄り付かないはず！　恋人じゃなくて、娘でも妹でも何でもいいし！」

「俺にその虫唾むしずが走る提案を受けろと？　嫌だよ。俺とお前はあくまで健全です。えっちなのはいけないと思いますぅ」

「残念でしたー。僕、男の子なのでえっちな事はできませーん。ほらほら」

　莉り生おはブレザーをピラピラと捲まくって真っ平な胸を強調する。えっちな事してやろうか？

　でも、そういう行為云うん々ぬん以前に……俺が誰かを好きになるのは、難しいと思う。

「それより、ちゃんとメッセージは返してやれよ？　匿名アカウントじゃなくて、ちゃんと自分の名前と本当のＩＤを記載してまで、お前に想おもいを伝えようとしているんだから」

　俺は莉生にそう言って、その小さな頭を乱雑に撫なでてやる。俺と莉生は出会った頃から結構身長差があるので、手持無沙汰の時にこうするのは殆ほとんど癖になっている。

「えへへ。それは勿もち論ろん！　じゃあ僕、日直だから先に行くね！」

　莉生は俺と別れて、自分のクラスへと向かっていった。後姿が完全に女子だな。

「しかしラブレター、ねえ」

　名前と顔しか知らない相手を好きになるなんて、理解できないな。

　母さんが幼い頃に亡くなってから、それなりに普通に育ったつもりではあるけれど。

　ただ一つだけ、普通じゃない事があるとすれば──。

「……きっと俺は、もう誰かを『好き』になれないかもな」

　いつの間にか俺以外に人がいなくなった下げ駄た箱ばこで、誰の耳にも届かぬ想いを呟つぶやく。

　アホか、俺は。その後に漏れたため息に嫌気を感じながら、俺も教室へと向かった。




　放課後。家に帰る前に、生活用品を補充するためにショッピングセンターへ向かう。

　俺は父さんに勧められて一人暮らしをしている。将来進学や就職で一人暮らしを始めても、堕落しない生活を今から身に付けるべきだという、久く遠どう家の方針だ。

　まあ結構堕落した生活を送っているのだが、幸いな事に父さんにはバレていない。

　そんな事を考えていると、エスカレーターの前で見慣れた制服姿の女子を見つけた。

　身長が高く、胸の大きい女子だ。顔も可愛かわいいけど……俺には見飽きた顔だったりする。

「はぁーい、お兄さん。私を買わない？　今ならお安くするわよ！　電子決済も可！」

　黒い髪をベースに、金色のメッシュが入った、スズメバチのような色合いのロングヘア。制服の着こなしはどこかギャルっぽく崩しており、スカートは短い。

　彼女は鳴なる海み凜り々り花か。幼稚園からの俺の幼おさな馴な染じみである。

「ごめんなさい。今はスポンジを買う事の方が重要なので……」

「なるほど、スポンジは三つ入り。つまり二つの胸より、おっぱいだけにいっぱいあった方がいい、というわけね！　あ！　まさかこの私の胸をスポンジ代わりにして身体からだを洗うつもり……？　胸に白い液体を！　塗りたくってぇ！」

「ボディソープを白い液体と言うな！　そもそも俺が買うのは食器用のスポンジだ！」

　下ネタとなると水を得た魚のようにイキイキしやがる、このギャルは。それこそスポンジ並みの吸水力だ。うわ、脳内が汚染されちゃったよ。誰か洗い流してくれ。

「はあ……こんな清せい楚そな女子を捕まえて、相変わらず酷ひどいわね。郁いくは」

　無視してエスカレーターに乗ると、その隣に有無を言わさず凜り々り花かが並ぶ。

「清せい楚そな女子は男の前で下ネタを言わないし、スズメバチのような髪色にはしない。昔からギャルっぽさはあったけど、高校に入った途端に進化しやがって」

「進化した結果、ハチのように狙った男を一撃で悩殺する女になったわよ。私最強！」

「なるほど。俺もお前と会ってから動どう悸き、蕁じん麻ま疹しん、くしゃみが止まらないわ」

「その症状、恋のアナフィラキシーショックね！　この照れ屋さん！　うふふ」

　凜々花は俺の頬ほおを人差し指でツンツンと突き刺してくる。二回刺されたから死ぬかも。

　百円ショップに入って棚を物色しながら、凜々花と話を続ける。

「私も妹にペンケースを頼まれたのよねー。見た目も心も美しいとか、神様が作ったチートキャラかしら、私！　今ならあなたの人生に追加ＤＬＣとして購入できるわよ？」

「あ、『私を買わない？』ってそういう意味？　でも幼おさな馴な染じみ兼お姉さん枠ならエリ姉で間に合っているので……人生というゲームはチート過ぎても退屈だと思うし」

「何よ！　あんな結婚適齢期の女と、制服ＪＫを比べるつもり？　エリ姉なんて、お菓子やジュースを買ってくれて、たまに服も譲ってくれる……あら？　エリ姉って素敵ね！」

　おい、五秒で手のひら返したぞ、こいつ。

　エリ姉は昔から俺の面倒を見てくれていた事もあり、当然凜々花とも顔見知りだ。

「エリ姉に頼ってばかりいないで、たまには自炊しなさいよ。あるいは私が料理してあげようか？　それとも私がお料理されちゃうかしら！　凜々花ちゃん盛り！」

「すまん。毒と分かっている物を食うほど生活に困っていない。本当すまん」

「せ、せめて味見してよ！　私の両親が郁いくに召し上がっていただくために育てた娘よ！」

「いや、多分お前の両親はそんな風に育てた覚えは無いと思うよ？」

「そうね。大切に育てられた箱入り娘の私を、あなたが開封してくれる……？」

「着払いで送り返すわ。お前の実家になぁ！」

　それに全く箱入り娘でもないし！　割と自由に育った子だろうが！

　買い物を終えて店を出ると、凜々花も買った商品をぶら下げて俺の隣に並んだ。

　お互い目的を果たしたので、どちらが提案するまでもなくショッピングセンターを出る。こういう言葉を必要としないコミュニケーションは、凜々花が相手だからこそだ。

「ねえ、郁。本当に強がらなくても、あなたがその気なら私はいくらでも手助けしに行くからね？　あなたの幼馴染はいい女なのよ？」

　歩いている最中、凜々花が普段通りの口調で俺を気遣ってくれた。

　凜々花とは長い付き合いだし、互いの家庭環境は把握している。俺に母がいないことだってそうだ。気を遣わなくていいのに、変なところでこいつは優しい。

「ああ、ありがとう。ちゃんと頼りたくなったら、その時は言うよ」

「うふふ。楽しみにしているわ！　私があなたのママになれる日をね！」

「いや、そこまで甘えるのはちょっと難しいかなぁ……？」

　俺と凜り々り花かはそんなやりとりをしてから、途中で別れてそれぞれ帰路につく。

　その道中、何な故ぜだかエプロン姿で台所に立つ凜々花を想像してしまった。

　母親の姿を凜々花に重ねてしまって、何だか猛烈に恥ずかしくなってしまう。

　うん。やっぱりあいつに甘えるのは止やめよう！







　少し古い自宅アパートに帰ってくると、外階段の手すりを伝って二階へ上がる。

　このアパートには俺しか住んでおらず、俺の高校卒業を待ってから取り壊す事が決まっている。大家さんが父さんの知り合いだから最後にと、ご厚意で貸してくれたのだ。

　父さんが学生の頃から既にボロボロだったそうで、いよいよ限界が来たらしい。

　すっかり錆さびたこの割れかけの手すりも、あと二年もすれば触れなくなるわけだ。

「ただいま……うわっ、しまった」

　ドアに鍵を差し込むと、やけに錠が軽い。今朝はエリ姉の姿を見かけて足早に家を出たせいか、施錠を忘れたみたいだ。冷や汗をかいたが、部屋の中は特に異変はない。

「あー、良かった。さて、適当に昼食を済ませて、布団を干して……あれ？」

　異変は無い。そう思ったのはあくまでキッチン周辺だけだった。

「変だな……？　布団、出しっぱなしだったか？」

　キッチンから繋つながる私室代わりの居間に、布団が乱雑に敷かれていた。

　俺は登校前にちゃんと布団は片付ける。ふと、布団に手を伸ばしてみると、まだはっきりと誰かの温ぬくもりが残されていた。だ、誰かが寝ていた形跡が残っている……？

「父さんが来た？　いやいや、仕事中だよな？　だったら？」

　これは──どろ、ぼう？　泥棒だ！　空き巣だ！　盗まれる物なんて無いけども！

「で、でも警察に連絡しないと……それから、父さんにも……っ！」

　やばい。一人暮らしに慣れたせいですっかり警戒心が薄れていた！

　スマホを取り出した瞬間、背後のキッチンの方から音がした。

　浴室の扉が開いた音だ。嘘うそだよな？　まさか俺が帰宅するまで潜伏していたのか？

　相手がもし俺の命を奪う事を厭いとわない相手だったら？　凶器を持っていたらどうする？

「ここから逃げるべきか？　いや、玄関に向かえば鉢合わせになる……！」

　頬ほおを冷や汗が伝う。全身が震えている。頭の中が真っ白になってしまいそうだ。

　それでも居間とキッチンを隔てるガラス戸だけは閉め、祈る事しかできなかった。

　裂けそうな程に心臓が跳ね、血管は破れそうな程に脈打つ。頼む。出て行ってくれ！

「……っ！」

　だが、次の瞬間。息を呑のむのと同時に、居間のガラス戸がゆっくりと開かれた。

「……へ？」

「……え？」

　緊張が一気に緩んで、全身を支配していた恐怖が吹き飛ぶ。

　女の子だった。同い年くらいの可愛かわいい顔をした、犯罪とは無縁な無邪気な顔立ち。

　バスタオルに身を包み、凶器の類は一切無い。裸体は男にとって凶器だけども！

「お、お……おお！」

　俺が呆ぼう然ぜんとしていると、少女は何か言葉を発しようとして、そして──。

「本当に会えるなんて！　予想が当たって驚きです！　てぇい！」

　少女は俺の胸に飛び込んできて、二人揃そろってそのまま布団の上に倒れ込んだ。

　柔らかい！　いい匂い！　じゃない！　必死になってバスタオル姿の少女を引ひき剥はがそうとするが、かなりの腕力で離れそうにない！　力強すぎぃ！

「ちょ、ちょっと！　離れてくれ！」

　無理やり押しのけようとするが、少女は「ふぐぅ」と呻うめきながらも離れない。大型犬に襲われたらきっとこんな感じなのかもしれない。

「い、いい加減に……ん？」

　少女を引き剥がそうとした瞬間。俺はワイシャツ越しに何か冷たいものを感じた。

　先ほどまで満面の笑みだった少女の顔が、涙や鼻水でぐしゃぐしゃになっている。

　どうしてだろう。その顔を見て、俺の胸が締め付けられるように痛くなったのは。

「やっと、やっと会えました……！　私、私は……う、うっ。ぐう。こうやってこの時代のあなたと親子の触れ合いができる瞬間を、ずっと心待ちにしていたのですよ！」

　親子。少女は確かに、そう言った。

　俺と殆ほとんど年齢が変わらないであろうこの子と俺が、親子だって？　そんなバカな。

　この子は……一体俺にとって「何」なのだろう。

　混乱が極まる中、少女は小さな子がするように両手で目元をごしごしと拭ってから、また嬉うれしそうに「えへへ」と大きく笑ってみせた。

　何な故ぜだろう。この子の笑顔を見ていると、妙に嬉しくなってしまうのは。

「ふふっ、泣いちゃってごめんなさい。改めて、言わせてください」

　少女は俺の顔を覗のぞき込こみ、その丸くて大きな目を輝かせながら口を開いた。




「世界一可愛い娘が会いに来ましたよ！　お父様！」




　お父様。

　それは今年で十七歳になる俺に向けられるには、まだまだ縁の無いはずの言葉だった。
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「えっと……俺が、何だって？」

　布団に押し倒されたまま、俺は色んな妄想を終えてから、少女の顔をじっと見つめる。

　目は輝き続けていて、濡ぬれた髪が頬ほおに張り付いて蠱こ惑わく的てきな雰囲気さえある。

　それなのに一切興奮しない。そんな状況で、俺は改めて彼女に尋ねた。

「だからお父様ですよぉ？　パパ。ファザー。ダディです！」

「いや、言い方を変えても認知しないからな。俺は」

「ほぁっ！　わ、私を娘として認知しない、ですと……！　よろしい！　ならば法廷で親子喧げん嘩かをしましょう、お父様！　家庭裁判所で会いましょう！　親子だけに！」

　少女は少しショックを受けたフリをしてから、楽しそうに口元を緩ませる。

「いやいや。だって俺まだ高校生だし。君は一体何歳だ？」

　俺が少女に尋ねると、彼女は答える。

「私も高校生です！　今年で十と六、十六歳になります！　お父様は？」

「俺も高校生だよ！　今年で十と七、十七歳になります！　な？　おかしいだろ！　妹ならまだしも、隠し子を作るには若すぎるっていうか、生物学的に無理！」

　どう考えても計算が合わない。一歳の時にできるかよ、子供が！

「えぇー？　私は正真正銘、お父様の子種から生まれた清せい楚そ系美少女ですよ？」

「子種とか言うな。こちとらまだ、貞操を守り抜いている清楚系美男子だ」

「え、ええっ！　お父様、新品未使用なのですか！　私という娘を予約済みなのに！　あれ？　じゃあ私のお父様はどうやって子作りを……？　私はキリスト……？」

「違う！　色々違う！　仮に今は未使用でも、将来的にはその、あれだ！　するだろう！　子供を持つなら！　新品っていうか発売前？　ああ、もう！　訳が分からん！」

　俺は少女を押しのけて、少し距離を取って向かい合うようにして座った。

　見れば見るほど、この子が自分の娘だとは思えない。当たり前の事ではあるが。

「改めて聞くぞ。自称清楚系美少女ちゃん。お前は一体何者だ？」

　俺の真剣な口調を受けて、少女はいよいよ真面目に答える気になったらしい。

　彼女は自分の首元に手を当てて、胸の谷間に隠れていたネックレスを取り出す。

「私はあなたの娘ですよ。嘘うそかどうかは、これを見て決めてください」

　そのネックレスの先には、シルバーのリングがぶら下がっていた。

　一瞬、心臓が止まりそうになる。俺はこのリングが一体何なのかを知っている。

　世界に二つとない指輪。母さん……久く遠どう燈とう子この形見だ。

「ちょ、ちょっと貸してくれるか？」

　俺は少女からリングを受け取る。見た目はどこにでもある、ありふれた指輪だ。

　しかしそれが母さんの形見である証明は、リングの内側に刻まれている。

　そこには「ＴＯＵＫＯ」と「ＩＫＵ」と、二人の名前が並んでいた。

　父さんが出産祝いに、母さんと俺の名前を彫ったリングを贈ったのだという。

　今は父さんが実家の金庫に保管しているはずだ。他人が簡単に盗める物ではない。

「どこでこれを……？」

　俺はリングと少女の顔を交互に見つめる。少女は、どこか嬉うれしそうに笑っていた。

「あなたに貰もらったのですよ、お父様」

　少女は俺の手を包むようにして握る。温かい。何な故ぜだか、とても安心する。

「今は信じなくてもいいです。でも……本当に、ほんの少しでいいから私が娘であると思ってくれたら、私はそれだけで十分です。ここでお父様に会えただけでも、私は……」

　少女が不意に寂しそうな目を浮かべた瞬間、その髪から甘い匂いが香ってきた。

　知っている。俺はこの子の温ぬくもりも、匂いも、その声でさえも。

　俺は一体、どこでこの子と出会って──。

「あ、れ……？」

　一瞬、何かの光景が頭に浮かんできた。

　小さな公園で、逆上がりをしている幼い女の子と、それを見守る俺の姿だ。

　あの女の子は誰だ？　凜り々り花か？　莉り生お？　いや、違う。俺の背丈が大きすぎる。

　疼とう痛つうに頭を押さえながら、目の前の少女を改めて見つめた。

「もしかして、俺と燈とう華か……なのか？」

　燈華。とうか。トウカ。自然と漏れた名前に、目の前の少女は目を見開く。

　どうしてだろう？　知らないはずなのに、知っている。この子の名前を。

「そ、そうです！　そうですよ！　私は燈華ちゃんです！　な、何で私の名前が分かったのですか？　それとも私の名前は、今この瞬間に決まったのでしょうか？」

「いや、娘の名前は結婚相手と一緒に決めるけども！　だけど……」

　燈華。

　どうしてこの名前が浮かんだのか、その理由は分からないけれど。

　不思議と、しっくり来る。大好きだった母さんの名前と同じ字も入っているし。

　最初こそ驚いていた目の前の女の子、燈華は次第に肩を震わせる。

「だけど、偶然でも……お父様にその名前を言ってもらえて、安心しました。この時代でお父様に会えるかどうか、認めてもらえるか不安で……うわーん！」

　燈華は俺に抱き着いて、胸の中で声を上げて泣き始めた。

　それを見て、先ほど頭の中に流れた記憶の事を思う。

　名前以外の事は、何も分からないし、確証も持てないけど。

　本当に遠い未来から娘が会いに来てくれたなら、父として褒めてあげないとな。

「おかえり、燈とう華か。よく会いに来てくれたな」

「……はい！　はい！　ただいまです！　燈華ちゃんですよ、お父様！」

　俺たちは互いの目を見て、どちらからともなく笑い合った。

　その顔は俺にはあまり似てないけど、目だけは、母さんに似ていたから。

　だから、今は少しだけでも信じてみようと思う。自称、俺の娘の言葉を。

「とりあえず、燈華。お互い包み隠さず色々と話したいと思うけどさ」

「ええ、お父様！　私は喜んで胸襟を開こうじゃありませんか！」

　燈華は嬉うれしそうに両手を万歳させる。その瞬間、バスタオルがはだけた。

「……開きすぎだな？　とりあえず、服を着てから話し合おうぜ？」

「……こ、これが本当の、赤裸々な関係ですね！　え、えへへ……恥ずかしいです……」

　顔を真っ赤にしながら、燈華はそそくさとバスタオルを巻き直したのだった。

　燈華の裸を見ても、何も思わなかった辺り……俺は本当にこの子の親かもしれないな！







　それから俺は燈華にシャツとルームパンツを着せて、昼食を振舞った。

　ちなみに昼飯は卵かけご飯だ。冷食はダンボールから出し忘れ、ダメになっていた。

「はむっ！　はふっ！　もぐもぐ！　美お味いしいですねぇ、お父様！」

　我が愛まな娘むすめはこんな質素な食事にもかかわらず、物もの凄すごい勢いで箸を動かして幸せそうな表情で米粒をかっ込んでいる。何だろう。胸が痛いです……。

「ごめんな……お父さん料理できなくて……」

「いいのですよ！　私はお父様と食事ができる事が嬉しいのです！　二人で食卓を囲めるのならば、ドッグフードでも問題ありません」

「大問題だよ。児童相談所の職員が来てお父さんお縄につくよ」

「犬だけにお縄、ですね！　ワンワン！　ふぅ……ご馳ち走そう様さまでした！」

　燈華は米粒一つすら残さずに完食し、お茶を口に含んだ。さて、本題に入ろう。

「燈華。どうやってお前は未来からここにやってきた？　過去に来た理由は？」

　俺が尋ねると、燈華は湯ゆ呑のみを行儀よく両手で持ったまま、ハツラツと答える。

「それはですね！　私はお父様に人を『好き』になる気持ちを教えに来たのです！」

「……えぇ？」

　燈華の言葉に、つい気の抜けた声が漏れてしまった。

　目的の意図が掴つかめないというか、燈華の言っている意味が分からない。

「説明するとですね！　お父様は将来誰かと結婚し、私が生まれることになるのですが、今のお父様には『愛』が欠けています！　だからそれを私が……」

「ちょっと待ってくれ、燈とう華か」

　俺が燈華の言葉を制すると、我が娘は「はい？」と首を傾かしげる。

「俺はこのまま生きていれば、誰かと結婚する。それはいい。だったら別にお前が未来からわざわざ来て、俺に『愛』の重要性を説く必要があるか？」

「ふむ。お父様の言う事には一理ありますね！　確かに私のお父様は未来でも素敵ですし大変娘に甘いです。ですが……私がここに来たのは、お父様を助けるためです！」

「お、俺を助けるため……？」

「そうですとも。お父様には一つの感情が欠落しています。それは誰かを『好き』になるという気持ち……『愛』に他ならないのです！」

　未来の娘の発言を、鼻で笑う事もできたはずだ。いや、そうすべきだった。

　だけど自分の胸中にあるコンプレックスを見透かされてしまったせいで、茶ちや化かす余裕を失ってしまっていた。

「ほら、図星ですね？　だけど恥じらわなくていいですとも。だって私は未来でお父様に聞きましたから！　お父様は幼少期、一人の女性が好きだったことを」

　燈華はそんな俺に、優しい微笑ほほえみを浮かべて諭すように話を続けた。

　言われるまでもない。そうだ。俺が好きだったのは──。

「お父様は自身のお母様……つまり燈とう子こお祖ば母あちゃんが大好きでした。それ自体は幼い子供にありがちな感情です。ママが一番。素敵ですとも！　でも、燈子お祖母ちゃんは」

　それ以上言葉を続けるのを躊躇ためらった燈華に代わって、俺がその言葉を継いだ。

「母さんは……亡くなったからな」

　今でも思い出す。母さんがいなくなったあの日の事を。

　大好きだった人がいない。好きな人がいない。たくさんの好きを伝えられない──。

　だから俺は、あれ以来誰かを「好きになる」という気持ちを抑え込むようになった。

「ですがお父様！　安心してください！」

　燈華は俺に手を差し伸べて、真っすぐに言葉をぶつけてくる。

「私はお父様のラブとコメディを助ける救世主……救世主娘ムスメシアとしてこの時代に降臨したのです！　いえーい！　あなたの娘はメ・シ・ア！」

　俺の手を取った燈華は、白い歯を見せて無邪気に笑う。救世主娘、って。

　そんな簡単な問題じゃないと思うし、燈華一人で解決できる話でもないと思う。

　だけど、遠路はるばるやって来た娘の笑顔を見ると、無下にはできなかった。

「ありがとう、ムスメシア様。迷えるお父様を助けに来てくれて」

　ふと、燈華の丸い形の頭のてっぺんに、俺によく似た癖毛が跳ねているのを見つけた。

　久く遠どう家特有の、遺伝的な癖毛だ。記憶に残る母さんの頭にもあった。

　ああ、そうか。この子は本当に俺の娘なのかもしれないな。

「燈とう華か。ちょっとだけ頭を撫なでさせてくれ」

「おほー！　いいですよ！　なんたって救世主ですから！　ご利益ありますよ！」

　俺は快諾する燈華の頭を慣れない手つきで撫でてやった。でもご利益は無いと思うよ？

　未来ではきっと、これよりもっと上手に頭を撫でてもらっているのかもしれないけど。

　それでも燈華は、とっても嬉うれしそうに笑うのだった。

「えへへー！　頭を撫でるくらい躊ちゆう躇ちよしちゃダメですよぉ。若いお父様はウブですねぇ！」

「ごめんな。お父さん、子作り行為やキスどころか、ナデナデも初めてだから……」

「ふふっ。燈華ちゃんがお父様のハジメテ……貰もらっちゃいましたね？」

「嫌だぁ、この子……オッサンみたいなセクハラしてくるぅ」

　燈華の頭から手を離して、俺はある事を尋ねてみた。

「さて、燈華。俺は今、ある事がとても気になっています。何だか分かるか？」

「何でしょう？　燈華ちゃんのファーストキスの相手と年齢ですか？」

「うわっ！　死ぬほど気になる！　いや、それは改めて聞くとして！　もっと大事なことだ！　俺の奥さんは……燈華のママは一体誰だ？」

　それを聞いたら未来が変わってしまうかもしれない。

　だけど、それでも燈華の望みを叶かなえる為ためには聞かなければなるまい。

　燈華は「うーん」と何な故ぜか明後日あさつての方向を向いて考えている。

　しばらく沈黙が続いた後で、やっと答えてくれた。

「誰でしょうね？　私のママは？」

「……え？　俺、ママ無しでお前を産んだの？　俺がママなの？　パパなのに？」

「違います！　色々違います！　私、ママの記憶が無いのです！」

「それは俗に言う」

「記憶喪失ですね！　この世界に来てから、ママに関する情報を全て思い出せません！　冷静になる為にお風呂に入りましたが、ひたすら気持ちいいだけでした！」

「あ。だからお風呂上がりだったのか……」

　しかし記憶喪失、か。俺が先ほど見た謎の記憶のように、燈華の頭の中にも何らかの情報規制が働いているのか？　まるで世界が、その運命を変えない為に。

「あれ？　でも未来のママの記憶が無いのに、元の時代に戻れるのか？」

　俺が突っ込むと、燈華は一瞬目を丸くしてすぐに顔を背けた。

　え？　戻れないの？　まさか片道切符で過去にやってきたの？　俺の娘。

「そ、それは大丈夫ですよ！　燈華ちゃんは賢いのです。プール授業がある日は、制服の下にスク水を着て登校するタイプの優等生ですよ！」

「で、パンツを忘れるのがオチですね。分かりました」

「おお！　私のお父様は未来を見る能力を持っているのですね！」

　プール授業でさえ片道切符なのに、大丈夫なのだろうか……？

　娘の言う事は信じると決めたけど、そもそも未来人である証拠も無いよね。

「なあ、燈とう華か。疑うわけじゃないけど、これから起きる歴史的ニュースを教えてくれ」

　俺の問いかけに、しかし燈華は何な故ぜか俯うつむいてしまう。その額には冷や汗が滲にじんでいるようにも見えるけど……おいおい、自称優等生だろ？

「え、えへへー。残念でした！　燈華ちゃん、日本史を選択したので現社は勉強範囲外です。てへっ！」

　燈華は可愛かわいく舌を出してウインクする。あ、これは……お察しですね。

「なるほど、日本史か。父さんも日本史は好きで、結構得意なのさ。好きな出来事は？」

「ええっと……美少女ＪＫ織田信長が天下統一した後のハーレムシーンですかね？」

「史実じゃなくてファンタジーじゃねえか！　語るに落ちたな、燈華！」

　俺が突っ込むと、燈華は「あわわ」と口を開閉させて顔を真っ赤にする。裸を見られた時よりも顔が赤い。分かった。この子、勉強できない子だ！

「ひ、人は過去に縛られるのではなく、未来に向かって生きる生物なのですよ！」

「現在進行形で過去に来ているお前が言うな！　過去から学んで未来に生かせ！　主に学力テストという一番近い未来になぁ！」

「ひんっ！　お、お父様に自分の娘がバカだという事がバレてしまいましたぁ……」

　燈華は頭を抱えてその場にうずくまってしまう。恥じらいはあるらしい。

　将来娘ができたら、無理やりにでも塾に通わせなきゃ……ね？　燈華ちゃん？

「で、でも！　お父様がママとファーストキスした思い出なら、覚えていますよ！　小さい頃に酔ったママから散々聞かされたので！　ふふん！」

　顔を上げた燈華はドヤ顔で鼻を鳴らす。可愛いな、俺の娘。バカだけど。

「ほう。偉いなあ、燈華は。じゃあ父さんにそのエピソードを聞かせてくれ」

　燈華の頭を再び撫なでてやると、燈華は気持ちよさそうに頬ほおを緩ませる。髪質も俺に似て太い毛だ。中身は似てないが。お父さん、自慢だけど学年三位だから。

「確かお父様は高校二年……あれ？　三年でしたっけ？　一年だった気もしますが、まあ確証が無いのでやっぱりこの話止やめましょう。それよりお昼ご飯食べさせてください」

「さっき振舞っただろうが！　やっぱり俺の娘アホの子じゃないか！」

「じょ、冗談ですよ！　確か高校二年ですね！　その秋か冬に、この部屋でファーストキスをしたそうです！　学校帰りに告白してそのまま連れ込んでチューをしたのです！」

　燈華の話を聞いて、嫌な汗が背中を伝ったのが分かった。

　自分の（未来の）ノロケ話を聞くのは辛つらいなあ！　何よりこの話を聞いて、一気に候補者が絞られたのが悪寒の原因だった。

「……俺が一人暮らしをしているって知っているの、現状三人しかいないわけだが」

　俺の言葉を聞いて、燈とう華かは「くくく」と悪そうな笑みを浮かべて話を継いだ。

「知っていますよ！　それも未来のお父様から調査済みです！」

「凄すごいな、燈華。まるでお父さん博士だ」

「その分野ではノーベル賞取れますよ！　では、二人で答え合わせをしますか！」

　未来の俺は娘に色々と喋しやべり過ぎだろう。まあいいけど。

　俺の頭の中に浮かんでいる三人には、それぞれ異なる感情を持っている。

　敬愛。幼い頃から顔見知りの、姉のような存在。

　友情。中学の時に出会って、休日もよく遊ぶ相手。

　親近。腐れ縁、お互いの全部を知る、悪友のような幼おさな馴な染じみ。

　それでも俺は燈華の望みを叶かなえてあげる為ために……その名を口にした。

「「千ち草ぐさ瑛え理り子す。二ふた重え莉り生お。鳴なる海み凜り々り花か」」

　俺と燈華は順番さえも一致した、三人の名前を同時に挙げていく。

「驚いたな……まさか本当に知っているのか、燈華」

「もちろんです！　お父様の事は何でも知っていますよ！　お風呂に入って最初に洗う身体からだの部分も！　左腕ですね！　ちなみに私は右腕からゴシゴシします！」

「合っているけど、世界一不要な知識だと思うよ、それ。でもそこまで知っていて、ママの名前を忘れるかな……？　帰る手段も忘れてそうで怖いし」

　俺が目を眇すがめると、燈華は視線を外してわざとらしく口笛を吹く。本当に平気かなあ？

　まあ未来から過去に来たのだ。その過程で記憶の混乱があっても仕方ない。

「わ、私の事は心配無用ですから！　大事なのは使命ですし！　それよりも！　この三人と過ごせばお父様は、燈とう子こお祖ば母あちゃんに感じていた『愛』を思い出すはずです！」

　力強く断言する燈華に、俺は何も言わずにただ思考する。

　幼い俺が母さんに抱いていた「好き」。いつしか胸の奥底に閉じ込めてしまったもの。

　誰かを好きになれば、その人も母さんと同じようにいなくなってしまう気がして。

「……燈華。やっぱり俺は」

　拒絶を口にしようとして、俺は首を傾かしげて答えを待つ可愛かわいい娘を見つめる。

　瞬間、燈華の胸元にぶら下がっているネックレスが窓からの陽ひ射ざしを受けて輝く。

　母さんが俺にくれた、世界に二つとない形見。愛を込めて俺にくれた、大切な宝物だ。

「……やってみるよ。もう一度、誰かを好きになる努力をする」

　間を置いて続けた言葉に、俺は自分でも驚いてしまった。

　まるで母さんに背中を押されたかのような……だけど、燈華は聞き逃さなかった。

「わーい！　お父様ならそう言ってくれると思いましたとも！　だって私のお父様ですから！　ふへへ！　約束ですよ？　指切りげんまんをしましょう！」

　燈華は無理やり俺の小指を手に取ろうとして、すぐに止やめた。かと思えば、何な故ぜだか親指を強引に開いて自分の小指をそこに結んだのだった。

「なるほど。俺が親だから親指。燈とう華かは娘だから」

　俺の言葉を遮って、燈華は満足げに頷うなずいて言葉を継いだ。

「ええ！　子、ならぬ小指です！　嘘うそ吐ついたら末代までのーろーう」

「嘘吐いたらお父様が末代になるんだよなあ」

　指切った！　互いにそう言って、俺たち親子は顔を見合わせて笑った。

「安心してください！　私が全力でサポートする以上、そんな失態はあり得ません！　私がお父様を援助し、ママとの交際に導きますので！　援助アンド交際！」

「言葉選びが酷ひど過ぎない？　他に言い方があるだろう！」

「うーん……では私の『ママ探し』にしますか！　お父様はその過程で、かつての燈とう子こお祖ば母あちゃんのように好きになれる相手を探すわけですし。はい、決定です！」

　強引に押し切られたが、題目はあった方がいいし援助アンド交際よりはマシかな！

　こうして俺たち親子は、初めての『約束』を交わしたのだった。







　それから俺は燈華にこの時代の事や、学校生活の事を一日中話し込んだ。

　気付けばすっかり日が暮れて、外は真っ暗になり、町全体が静寂に包まれてからやっと話を終える事ができた。

「お父様の事は何でも知りたいのです！　そういうお年頃なので！」

　なんて、燈華が言うものだから、本当にくだらない話まで語ってしまった。

　その後は夕食を済ませ、布団の中でも語り合いながら俺たちは微睡まどろみに落ちた。

　翌日。登校前に燈華と朝食を摂とっていると、トーストを齧かじりながら燈華が話を始めた。

「お父様。実は昨日言いそびれた事があります。大切な事です」

「……大切な事？　それは『ママ探し』に関係あることか？」

「ええ。お父様がもっと必死になってママ探しをしなければならない理由です。簡単に言うと、私の存在が『変質』してしまうのですよ。へんしつ！」

　変質？　消失と聞き間違えたのかと思ったが、どうやらそうではないらしい。

「どういう事だ？　例えば俺が未婚のまま死んだら、燈華が生まれなくなるっていうのは分かるけども。変質ってことは、在り方が変わるって事だよな？」

「ええ。未来では、過去改変によって未来の人物が消える事は否定されるのが定説です」

「……つまり、俺が独身でもお前は何らかの形で生まれてくる、っていう事か？」

「そうですね！　あ、だったらママ探しに必死にならなくていいのでは？　とか思ったでしょう？　それは違います。もっと恐ろしい事が起きます」

「と、言いますと？」

　俺が尋ねると、燈とう華かはわざとらしく両りよう頬ほおに手を添えて乙女らしい仕草をしてみせる。

「私がお父様を見る目が変わります。既にお父様に対する愛が変わりつつあるのを実感していますよ？　具体的に言うとお父様の肉体をやや性的な目で見ています。鎖骨見たいので脱いでもらっていいですか？」

「や、止やめなさい！　お父様をそういう目で見るな！　分かった、分かったから！　流石さすがに一度娘と認識した相手と、そういう関係にはなりたくないから！」

　正直、こんなに可愛かわいい娘を持てる事が嬉うれしい。だからその未来が変化してしまうのは避けたかった。この子が俺の娘だったら、将来、楽しそうだしな。

「うふふ、分かっていますとも。私もお父様とは清らかな関係でありたいです！　では、今日から始まるお父様のラブ探しを手伝う、素敵なアイテムをご紹介しますね！」

　燈華は部屋の隅に置いてあった私物のトートバッグを自分の膝の上に置く。

「このバッグの中には、お父様のパパ活を手助けするアイテムが満載なのです！」

「待って。燈華ちゃん、待ちなさい。パパ活って、そういう意味で使う言葉じゃない」

　ジェネレーションギャップというか、時代のせいで単語の意味が異なるのかな？

　燈華は可愛らしく首を傾かしげて、「うん？」と呟つぶやく。

「パパ活はあれですよ？　『お父様が将来私のパパになる為ための活動』の略です！　あ、もしくは『お父様が将来の私のママを探す為の活動』でママ活の方が……！」

「良くない！　燈華ちゃんオリジナルのワードなのは分かったけど！　だけどこの時代でその言葉を使うのは、俺相手だけにしておきなさい！」

「え？　分かりました……私はお父様以外とはパパ活しないようにしますね？」

「言い方ァ！　と、とにかくこの時代では不適切用語だから気を付けるように！」

　娘のワード選びのセンスが恐ろしい。偶然とはいえ、この時代では最悪のセンスだ。

　俺は深呼吸をしてから、先ほど膝の上に置かれたトートバッグに目を向ける。

「……それで？　そのバッグには何が入っているのか、教えてくれないか？」

「ではまずはこちら！　私の存在の変質具合を数値化してくれる『ムスメーター』です」

「ムスメーター」

　思わず復唱してしまった。けど、これって、結構凄すごい道具じゃないか？

　見た目は四角い置時計みたいだけど、上部に付いている二つのボタンが気になる。

「もしかして、これ本当の未来道具か？　変質具合を数値化してくれるなんて、ＳＦ映画に出てきてもおかしくないじゃないか！　ちなみに使い方は？」

「私の主観です」

「……え？　何だって？」

「あれ？　私のお父様、耳が遠い系の鈍感主人公気き質しつですか？　このムスメーターは百点から始まって、お父様がヘタレ行為をする度に減点していきます。ポチポチ、と」

　燈とう華かがボタンを押すと、ムスメーター前面の液晶に１００という数字が浮かんだ。

　え？　何この用途が限定的過ぎるオモチャ。未来終わってない？

「お、お父様が私の生きる未来を悲観しているような目に……！　い、一応言っておくとですね！　これは未来の知ち育いく玩がん具ぐです。お子さんが悪いことをしたら、親がこれを使って減点してあげて、ゼロ点になったらお仕置きする……という幼児向けのアイテムです」

「幼児向けの玩具を親に使うのか……？」

「あはは。そこは気にしないでくださいよ！　百点に近ければ近いほど、お父様が私のお父様でいられる可能性が高まるわけですね！　小さい頃の私はこのムスメーターで教育を受けたのですから。つまりこれは意趣返しです。ふはは！」

　未来の俺は教育を間違ってしまったらしい。復ふく讐しゆう者が生まれてしまったぞ、俺よ。

　ムスメーター、発売されたら絶対買おう。ちゃんと娘を教育しないとね。ふはは！

　燈華はムスメーターを脇に置いて、続けてトートバッグを漁あさる。

「更に！　この中には三つの『パパーツ』が入っています！」

「パパーツ」

　パパ活、ムスメーター。そしてパパーツ！

　なるほど、これが俺の娘か！　教育は諦めよう！

「燈華。そのパパーツが、一体どういう風に役立つのか教えてくれないか？」
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「こ、今度はお父様の目が諦観に満ちた目に……！　ええっと、未来でママ候補の三人からお父様との思い出話を伺って、その時に出て来た道具を個人的に収集しました！　将来起きるイベントに備えた攻略アイテムです、が……」

　燈とう華かは言葉を濁して、トートバッグの中と俺の顔を交互に見つめる。

「ん？　どうかしたか、燈華？　何か気になる事でも？」

「えっと……ママの記憶を失った私には、これらの使い道も忘却してしまって、ですね」

「あー、そうか。でもまあ、三人に対応しているならアイテムを見れば使い方も思いつくだろう。見せてくれるか？」

「……はい。えーっと、メモによればこれがエリ姉さんのパパーツなのですが……」

　そう言って燈華は、トートバッグから一つ目のパパーツを取り出す。

　ナニコレぇ？　うん。この物体について、全く理解ができん。

　いや、見た事が無いとか、あるいは使い方が分からないとか、そういう事じゃなくて。

「燈華。これ……あれ、だよな」

　牛乳瓶のようなガラス瓶に、先端にシリコン製の蓋が付いたもの。

　蓋には突起があってそこから中の液体を飲めるようになっている。

「哺乳瓶、かー。えっと、今日はビン類の回収あったかな？」

　俺が玄関に貼ってあるゴミ出しカレンダーを確認しようと立ち上がると、燈華は慌てて足にしがみついてきた。力が強いね！

「ま、待ってください！　そのアイテムは確かに高校生男子が女子大生にあげる物ではないでしょうけど、『ママリティ』を誘発するという意味では間違いなく必須で」

「おい！　その場の勢いで新しいワードを出すな！　何だよ、その現代に存在しない謎の用語は！　説明をしてくれ！」

　燈華ちゃんオリジナルワード、その四。その意味を、燈華は当然のように説明する。

「ほ？　ママリティはママリティですが？　期末テストで出ますよ？」

「出題されたら末期だわ。ええっと、それは母性とか女らしさっていう事か？」

「ノーですね！　ママリティは下手すれば幼稚園生でも持っていますよ！　街中で可愛かわいい女の子を見た時に思いませんか？　あ、この子を俺のママにしたいな……って」

「思うか！　ていうか、幼稚園生相手にそんな感情抱いたら事案モノだわ！」

「大丈夫！　幼女のママに、お子さんを僕のママにしますと宣言しましょう！」

「欲望の赴くママに動いたら、普通の生活もママならないから……」

　分からん。全く、一ミリも分からないママだ。あ、思考が汚された。

　そもそも「好き」が分からない俺に、ママリティなんて言われても理解しようがない。

「で？　そのママリティとこの哺乳瓶がどう関係していると？」

　俺が尋ねると、燈華は首を傾かしげつつ、ちゃんと答えてくれた。

「私が想像するに、その哺乳瓶はママリティを誘発するものでしょう。多分適切なタイミングで渡せば、エリ姉さんがお父様を愛してくれるはずです！」

「哺乳瓶を渡す適切なタイミングって出産前後以外にあると思います？」

　未来の俺はエリ姉とどんなイベントを起こしたのだろう？　ド変態だろ、俺。

「仕方ないパパですねえ。私がママリティを実践してあげましょう」

　頭を抱えている俺の背後に立ち、燈とう華かは後ろから包み込むようにして抱きしめてくる。

　そのまま頭を撫なで、燈華は耳元で囁ささやく。

「お父様は頑張り屋さんですね。辛つらいことがあったら燈華ちゃんが慰めてあげますから。世界中で誰もママになってくれなくても、可愛かわいい娘があなたのママになりましょう」

　よしよし、と優しく頭を撫で続けられて、俺の脳は溶けてしまいそうになる。

　年下の、それも自分の娘にこんなことをされて死ぬほど恥ずかしいはずなのに。

　何だ、この充足感は。これが甘えることなのか。ママリティなのか……！

「や、やめっ……分かった、分かったから！」

　俺は燈華の腕から身体からだを離そうするが、我が娘はそれを許さない。

「あれれー？　止やめちゃっていいのですか？　全身を委ねていいのですよ？　ていうか私が放したくなくなっちゃいました。若い頃のお父様、可愛すぎでは……？」

「お、怒るぞ！　いい加減にしろ！」

　それでも最終的には恥ずかしさが勝って、俺は燈華から離れる事ができた。

「んもうっ！　愛まな娘むすめにデレデレしちゃってぇ！　このドタコン！」

　燈華は口元に笑みを浮かべて俺を見つめる。何だよ、この小悪魔は。親の顔が見てみたいわ……鏡どこだっけ。ていうか、娘コンプレックスをドタコンとは言わないだろう。

「あはは。からかい過ぎましたね！　まあ、ママリティはこんな感じですよ。私たちがママ探しをしていく中で、三人がそれぞれ異なるママリティを発揮してくれるはずです！」

「……母さんが昔、俺にしてくれた事とか、そういう事かな？　分からないけど」

「今はその認識でいいでしょう！　愛を知ればいずれ分かる日が来るはずです！　あ、エリ姉さんといい感じになったら教えてくださいね？　このハチミツのように甘いお二人を見て、私のママの記憶が戻るかもしれないですし！」

　燈華は三枚目のトーストにハチミツを塗りたくって、思いっきり齧かじり付いた。

　昨日から薄々気付いていたが、こいつは結構大食いだよな……それでも食べている姿が可愛くて、つい許してしまう。

「燈華。口からハチミツが垂れているぞ」

　俺はティッシュを何枚か引き抜いて燈華に渡そうとしたのだが、燈華は何な故ぜかこちらに顔を突き出して「んっ」と何かを促す。

「仕方ない奴やつだな。この甘えん坊」

　口元を拭ってやると、燈とう華かはこそばゆいのか身を捩よじらせて笑った。

　全く。まだ同級生相手にもしたことがない行為なのに、初体験が娘相手とは。

「ふふっ。ありがとうございます、お父様。優しいですねぇ」

「今年で十六歳になるくせに、子供っぽいなあ、燈華は。ファザコン娘じゃないか」

「何を言うのです！　私はずっとお父様の娘ですから、甘え続けますよ？　えへっ」

　多分、未来の俺は娘に厳しい教育ができなかったのかもしれないなぁ。その結果、ちょっと……いや。かなりアホ可愛かわいい娘になってしまったようだが。いいのか？　未来の俺。







　それから俺は、燈華に留守を任せて学校へ向かった。

　とりあえず哺乳瓶は箱に入れて、通学用のリュックに忍ばせた。

　持っておけば何かが起きるかもしれない。使うかどうかは別として、ね！

　アパートから出て階段を下りると、春らしい、白のロングスカートに薄手のピンクカーディガンを羽織ったエリ姉が立っていた。今日は無防備な部屋着じゃないな……残念だ。

「おはよう、いーちゃん。今朝は早いねぇ」

　挨拶をされて、不意にリュックに仕込んだ哺乳瓶を思い出してしまう。

　エリ姉がこの哺乳瓶を使って俺に……い、いやいや！　何を考えているのか、俺は！

　とりあえずいつも通りに挨拶しよう。

「お、おはよう。エリ姉、今日は大学？」

　何とか見透かされる事なく、俺はエリ姉と言葉を交わす事ができた。

「そうですとも。お姉さんは今年こそ大学を卒業すべく、この早い時期から卒業研究に励むのですよ。偉いでしょう？」

「偉い大学生はそもそも留年しないのでは……むぐっ」

　俺が皮肉っぽく言い返そうとすると、エリ姉は笑顔で俺の口にオニギリを突っ込んできた。口内に塩の旨うま味みが広がる。

「全く……君には可愛げが足りないね。お姉さんが握ってあげたオニギリを優しく食べさせてあげようと思ったけど、生意気な男子にはこれくらい乱暴な方が丁度いいかな？」

「とんでもない塩対応だね、エリ姉。俺はただ事実を述べただけなのに……」

「塩味だけに、ね？　ふふっ。それより、いーちゃん。今日もまだ高校は午前授業だけかな？　昨日の食材が余っているから、お姉さんが昼食を振舞おうか？」

「いいの？　大学に行くって事は、今日はエリ姉の帰りが遅いのかと思っていたけど」

「ちょっと参考図書を借りてくるだけだから。お姉さんは文学部らしく、色々な本を探すのに忙しいのですよ。今日は中世ヨーロッパ史の論文と画集を借りてくるの！」

「画集ね！　ところでエリ姉、赤ちゃんの話をしない？」

「え？　この男子高校生はお話が下手過ぎないかな？　いーちゃん、何で急に赤ちゃんの話？　そんなに子供好きじゃなかったよね？」

　くっ……超強引に哺乳瓶の話に繋つなげようとしたが、失敗だったか。だが、まだだ！

「いや、ヨーロッパ史における絵画と言えばダ・ヴィンチ作の『授乳の聖母』が有名だからさ、その当時の育児や教育事情等をエリ姉と語り合いたくて！」

「え？　この男子高校生、博識過ぎない？　い、いやー。お姉さんの専門は文学なので！　ちょ、ちょっと分からないかなあ！　あ！　ほ、ほら。いーちゃん！　犬がいるよ？」

「い、一転攻勢！　この女子大生お話が下手過ぎる！」

　しかしエリ姉は強引に話を切り替えた手前、一切退ひかずに犬の犬種当てクイズに興じてしまった。エリ姉は案外プライドが高いのだ。

「ほら！　あの短い手足に長い胴体！　いーちゃん、あれは何犬だろうね？　日本犬？」

「やだ、この人……西洋美術どころか、ダックスフントすら知らないの……？」

　しかし上う手まい具合に話をすり替えられ（ダックスフントも罠わなだったかもしれない）、気付けばエリ姉が通学で使う駅に到着し、哺乳瓶の話はできないまま別れる事になった。

「それじゃあエリ姉、また後で」

「うん！　送ってくれてありがとう！　さて、精算の時間だね。三十分で一万円です」

「これが噂うわさのレンタルお姉さんか……って、エリ姉！　電車来るよ！」

「ほ、本当だ！　それじゃあいーちゃん、後でまた領収書送るね！」

「回収に貪欲過ぎない？　と、とりあえずまた後で！」

　見送る俺に手を振りながら、エリ姉は慌ただしく走り去って行ってしまった。

「……パパーツの出番は無かった、か。とりあえず、俺も学校へ行かないと」

　エリ姉の背中を見送ってから、俺は踵きびすを返して学校へと向かった。




「郁いくちゃん、郁ちゃん。デートをしようよ。デートを」

　学校に着くと、教室に入ってすぐにお誘いを受けた。

　俺は深いため息を吐つきながら、自分の席に通学用リュックを置く。

「男同士が出かけるのを世間ではデートとは言いません」

　俺がその誘いをはねつけると、提案した張本人こと莉り生おは頬ほおを膨らませる。

　可愛かわいいなあ。可愛いけどこいつ、男だからなあ……。

「むぅ。放課後に一緒にハンバーガーショップ行こうよー！　郁ちゃんも好きでしょ？」

「駅前の新店だっけ？　バーガーは好きだけど、悪いが今日は先約がある」

「そうよね。放課後は私のランジェリー選びを手伝う仕事があるものね」

　そんな俺たちに向けて、第三の声が響いた。顔を見るまでもなく、誰か分かる。

「凜り々り花かさん。それ時給いくらですか？　お代が弾まないのであればお断りしますね」

　俺の言葉に凜り々り花かは不満そうに唇を尖とがらせる。可愛かわいくないなあ、こいつ。女なのに。

「でも胸が弾むでしょう？　あなた好みの下着を！　この私が！　着用してあげるのだから！　あ、でもよく考えたら勝負下着は他人に選んでもらうものじゃないわよね」

「勝負下着？　お前は何と戦う気だ？」

「私の恋路に現れる邪魔な女たちね。赤色がいいわね。返り血が目立たないから」

「理由が不穏過ぎる。しかも物理的に戦うのか……オマケに下着姿で」

　朝から元気だな、こいつら。おかげで毎日退屈しないけどね！

　物々しい想像をしている凜々花を尻目に、莉り生おが俺に尋ねてくる。

「それより郁いくちゃん。放課後の先約って？　家で真っ白な千ピースパズルやるとか？」

「拷問かな？　ふっ……近所に住む美人すぎる大学生とご飯を食べる約束があるのさ！」

　あえて優越感を演出するためにエリ姉であることを伏せたのだが、二人には見透かされていたようで、凜々花も莉生も突然スマホを取り出してアプリゲームを始めた。

「あ、ガチの無関心は傷つくから止やめて？　二人で協力プレイしないで？」

　すると、凜々花はため息を吐つきながらもようやく反応をしてくれた。

「今更エリ姉とあなたの間に何が起こるわけでもないじゃない？　エリ姉は郁を異性として見ていないし、郁だってエリ姉に恋心を抱いているわけでもないじゃない」

　凜々花の言う通りだ。俺とエリ姉がそういう関係になるのはあり得ない。
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　燈とう華かの一件で俺の中では少しだけエリ姉を見る目が変わったのだが、それはあくまで個人的な問題でしかないのだから。

「……ぐぬぬ。確かに言い返せないのが辛つらいところだけども」

「でしょう？　私たちを驚かせたかったら、エリ姉と子供作るくらいしてみなさいよ」

　凜り々り花かの言葉に、つい俺は沈黙してしまった。

　もしかしたら燈華がその子供かもしれない以上、妙に生々しい提案に聞こえたせいだ。

「あー、もう！　いいから席に戻れよ、お前ら！　しっしっ！」

　バカな妄想と二人を追い払うのと同時に、運良く始業のチャイムが響いた。

　俺とエリ姉が、そういう関係になるのはあり得ない。昔から面倒を見てくれる、近所の優しいお姉さんで……周りの人は俺たちを姉弟きようだいのように見ているかもしれないけれど。

　俺にとってエリ姉は家族じゃない。それは、エリ姉も同じ気持ちのはずだ。







　放課後。俺はエリ姉のマンションへ向かう前に、一度自宅へ戻った。

　燈華には既に今朝の事はメッセージでまとめて報告済みだ。我が娘はスマホこそ持っていないが、在宅ならタブレットＰＣでネット通話やメッセージのやりとりができる。

「ママ探しを始めて朝一番でエリ姉さんに近づくとは、やりますねー！」

　帰宅した俺に燈華は「おかえり」も言わずに開口一番、興奮した様子で言った。

「行儀が悪いぞ、燈華。まあ、それはさておき……悪いな。お前のお昼は遅くなっちゃいそうだけど」

「いえいえ！　私のお腹なか事情より、お父様の恋愛痴情の方が大事ですから！　あ、そうだ！　お父様、可愛かわいい娘からの提案がありますよ？」

　上う手まい事言った風の発言は無視するとして、燈華は一拍置いてから話を続ける。

「私で一発、男女のアレを練習しておきましょう！　エリ姉さんの家に行く前に！」

「……はい？」

　お、お、落ち着け。俺の娘は今、何て言った？　男女のアレを練習？　練習だと？

　しかもエリ姉の家に行く前に、軽い感じで練習しようというのか？　ちょっと散歩に行くような感覚で？　未来の性は乱れ過ぎている。なるほど。燈華がアホになるはずだ。

「お前、お父さんとそういう事をするつもりなのか……？　一発？　嘘うそだろ？」

「え？　私こう見えても百戦錬磨ですよ。男子から言い寄られる事が多いので、いつも校舎裏とかで手短に済ませています。あなたの娘、同級生男子から大人気ですよ！」

「そんな人気はいらなかった！　嘘だと言ってくれ、燈華ぁ……」

「あはは！　事実ですから。しかしお父様は大げさですね。告白の練習をしようと言っているだけなのに、そんなに狼狽うろたえて。娘ラブですか？　そうですか？　うふふ」

　ん？　こくはくのれんしゅう？　「告白」の練習？

　言い方が悪いよ、言い方が！　お父さん勝手に絶望しちゃったよ、もう！

「燈とう華かはあれだな、少し自分の言動に気を遣うべきだな？」

「えへー？　よく分かりませんが、私が愛しているのはたった一人……ひんっ！」

　燈華が言いかけた瞬間。玄関脇のシンク、その窓を見て悲鳴を上げた。

「ん？　一体どうし……ぎゃあっ！」

　俺も心臓が止まるかと思った。そこには光の失うせた目をした、エリ姉が立っていたからだ。無言でこちらを見つめていたかと思うと、ゆっくりと窓を全開にする。

「ねえ……いーちゃん。可愛かわいい女子大生のお姉さんが、甲か斐い甲が斐いしく迎えに来てあげたのに、これはどういう事？　その子は誰？　妹？　姉？　まさか……彼女、かなぁ？」

　エリ姉の表情は笑顔だ。だが、その笑みはまるで仮面のように一片も崩れない。

　答えに困って燈華の方を見ると、我が娘は「ひぇっ……」と呟つぶやいてから、顔がん面めん蒼そう白はくのまま何な故ぜか股間を手で押さえている。え？　ちょっと待って？　漏らしたの？

「え、えっと……紹介するね！　エリ姉！　この子は」

　未来から来た俺の娘です！　と言ったところで、誰が信じるだろう？

　エリ姉は俺の家族構成を把握している。妹設定は無理だ。彼女は……何だろう？　よく分からないけど本能が止やめろと警鐘を鳴らしている。

　ぐっ……！　こうなったら、イチかバチかだ！　俺は俺の娘を守るぞ！

「従兄妹いとこの燈華だ！　五月から俺の学校に編入するから、下宿先が決まるまで俺の部屋で預かっていてさ！　な、なあ燈華？　俺たち、血が繋つながっているよな！」

　俺が燈華にアイコンタクトを送ると、燈華は我に返って何度も頷うなずく。

「は、はい！　血が繋がりまくりですよ！　ＤＮＡ的にはもう同じ個体と言っても過言ではありません！　と、というわけで！　燈華ちゃんです！　いぇーい！」

　燈華はやや過言気味な自己紹介をして、深々と頭を下げた。

　さて、これが吉と出るか凶と出るか……凶行にだけは出ないでください、エリ姉。

「あ、そうなの？　ふふっ。何だか似ているから、親戚だと思っていたけど、その通りだったみたいね？　よろしく、燈華ちゃん。私はいーちゃんのお姉さん、瑛え理り子すです」

　違うね？　お姉さんじゃないね？　突っ込みたいがここは黙秘だ！

　ちなみに燈華は恐怖が尾を引いているのか、ロクに返事もできず頷いているだけだ。

「それにしても、本当に可愛い従兄妹ちゃんだね？　私の事は気軽にエリ姉と呼ぶといいよ。ねえ、良かったら一緒にお昼を食べない？」

　エリ姉の提案に、燈華はようやく恐怖から解き放たれたようで、先ほどまで緊張に満ちていた顔を明るくしてみせた。

「いいのですか！　食べますとも！　燈華ちゃんは食べ物に釣られる女の子なので！」

「ふふっ。エリ姉さんも、食べ物で高校生を釣るのが上う手まいのよ？　それじゃあ私、先に戻って支度するから、二人ともすぐに来てね？」

　エリ姉はそう言って窓の前から立ち去り、外階段を下りて行く。

　俺は窓をしっかりと施錠してから、脱力してその場に座り込む。助かった、らしい。

「はぁ……怖かった。ああいう時のエリ姉って、返答次第では何するか分からなくてさ。とりあえず燈とう華かが空気を読んでくれて助かったよ」

「そうなのですか？　エリ姉さん、かなりママリティに満ちている方ですよ！　まあ、窓からの視線に気付いた時は流石さすがの私も漏らし……驚きましたけどね！」

「……漏らしたの？　俺の娘、十六歳なのに？　え？」

「……お父様。それは家庭内セクハラです。ムスメーターから減点しておきますね？」

　燈華は顔を真っ赤にして、それ以上答えてくれなかった。

　お父さんと娘の関係でも、セクハラは成立するから気を付けようね！




　その後、俺と燈華は一息ついてからエリ姉の家へ向かった。

　俺がエリ姉の部屋の前でインターホンを押すと、即座に扉が開く。

　中からエリ姉が飛び出してきて、満面の笑みを俺に見せてくれる。

「いらっしゃい！　二人とも！　女子大生の部屋にようこそ！」

　俺と燈華はエリ姉に招かれ、部屋の中へと入っていく。

　ワンルーム六畳の部屋には、窓際にベッドが置かれ、部屋の中央には長方形のテーブルが鎮座している。机上にはノートパソコンと、大学で使う教材らしき物が積まれていた。

　小さなベランダにはプランターが並び、赤い花が立派に咲いている。

　何度来てもシンプルだけどお洒落しやれで、俺の部屋とは全然違う。綺き麗れいな部屋だと思う。

「燈華ちゃんも適当に座っていいからね。もうすぐできるから」

「はい！　ありがとうございます！　お邪魔させていただきますね！」

　エリ姉は一足先に帰って来てから、すぐに調理をしていたのだろう。言葉通り、今日の昼食であるパスタの盛り付けが既に始まっていた。

「いーちゃん、食器棚からフォークとコップ出してくれる？」

　配膳を始めたエリ姉に指示されて、俺は慌てて棚に向かう。

　燈華も俺に倣って手伝ってくれたので、それぞれ分担して食器を揃そろえる事にした。

「えっと……フォークはここだっけ。燈華、コップあったか？」

「お、お父様。あ、あの。これ……これ、あれ！　あれです！」

　俺がフォークを片手に燈華の方へ顔を向けると、食器棚を覗のぞいている燈華が、語彙力を失いながら呟つぶやいてくる。

「ん？　何か珍しい物でも……ん？　なっ！」

　俺は思わず出そうになった声を押し殺して、視界の端に映ったものを確認する。

　あったよ、珍しい物が。コップが置いてある場所に、見慣れた物が……！

　そう。それは俺と燈とう華かが今朝、手にしたばかりの物。パパーツ、もとい哺乳瓶だ！

「どうかしたの？　二人とも？」

　テーブルにパスタを並べているエリ姉に声を掛けられ、俺と燈華は大急ぎで頼まれたフォークとコップを片手にエリ姉の元に戻る。

「い、いや？　何も無いよな？　燈華？　中々フォークが見つからなかっただけで？」

「は、はい！　め、眼鏡！　私近視なので、眼鏡無いと中々コップが見つからなくて！」

　嘘うそが下手か。俺たち親子、揃そろって嘘が下手かよ！

　しかしそんな嘘に対して、エリ姉は特に追及せず、「ふうん」と返すだけだった。

「それじゃあ、食べようか！　二人とも、残さず食べてね？」

　エリ姉に催促されて、俺たちは「いただきます」と呟つぶやいてからパスタを口に運んだ。

　美お味いしいのかもしれないが、先ほどの衝撃のせいで味が分からない……それは食いしん坊の燈華でさえ同じのようで、淡々とパスタを口に運ぶ機械のようになっていた。

　何で哺乳瓶があんな所にあるのだろうか？　もしかしてエリ姉は既に学生結婚をしていて、子供を身ごもっているとか……？

「三人で食べるご飯は美味しいね！　何だか私たち、家族みたい。ふふっ」

　俺はエリ姉のそんな些さ細さいな言葉にさえ、変な想像が広がってしまうのだった。

　これから俺は、エリ姉をどんな目で見ればいいのだろう……？







「あの哺乳瓶は何だったのかな……」

　その後。昼食を食べ終えた俺たちは長居することなく、足早にエリ姉のマンションを後にした。あれを目にした後で、平然と雑談できるほど俺たち親子は役者じゃない。

「私はてっきり、お父様が今朝パパーツを渡したのかと思いましたが！」

　燈華の言葉に、俺は首を横に振る。帰ってきて即座にリュックの中を見たが、哺乳瓶は新品未使用のまま中に入っていた。

「エリ姉が俺の知らない間にママになっていたとか、結構へこむぞ……」

「それは流石さすがに考えすぎでは？　私が哺乳瓶のパパーツを持ってきた時点で、何か関係があるのは間違い無いですが！」

「うーん……あの哺乳瓶を使って、エリ姉の子供を育てろ……とか？　無いか」

　エリ姉と俺がそういう関係になるのは想像できないな。それ以前に「好き」という感情も曖昧なままだし。世話焼きで、優しくて、付き合いの長い素敵な女性だけど。

　長年抑え込んでいたせいで、「好き」と「親しみ」の区別がイマイチつかない。

　考えても仕方ない……哺乳瓶の謎は追々考えるとして、だ。

「燈とう華か。そういえばお前、服はまだ乾かないのか？」

　今の燈華が着ているのは俺が中学時代に体育で使っていた学校指定の黒いジャージだ。

　サイズは合うかもしれないが、年頃の娘に着せるには野暮ったい。

「そうですねぇ。洗濯自体は終わっているのですが、まだ着ないでおこうかな、と」

「何で？　お父さんの使い古した中学ジャージは嫌じゃないか？」

「大丈夫です！　下着は毎日洗っていますし！　燈華ちゃんは安い女ですから！」

「お金がかからないって意味だと思うが、言葉選びがおかしいね？　全く……燈華、二セットくらい私服を買ってやるよ。毎日ジャージも辛つらいだろう？」

　俺がそう言うと、燈華は驚いたように目を丸くする。

「やったー！　お父様が服を買ってくれるとか、最高ですね！　可愛かわいい娘に貢いで、これ以上お父様ラブにさせてどうするつもりですか！　えへへ。存在が変質しそうです！」

「変質したら買ってあげないからな？　お父さんなら、娘に何か買ってやる事くらい普通だろう？　他に欲しい物があるならまとめて揃そろえようぜ」

「あ！　じゃあ妹か弟が欲しいです！」

「よし。その願いが叶かなったかどうかは、未来で確かめてみよう！」




　それから俺たちはアパートを出て、近くのショッピングセンターへ向かった。

　施設内にある某ファストファッションのお安いお店で燈華の服をいくつか買ってから、それに着替えた燈華とぶらぶらと色々な店を覗のぞいた。

「いやあ、お父様と二人きりの買い物なんて久しぶりですよ！　楽しいですねぇ！」

　燈華は上機嫌な様子で俺の隣を歩く。未来でも親子仲は良好のようで安心です。

　しかし分かってはいたけど、燈華は可愛い。元の素材がいいから、何を着ても似合う。

　本当に俺の娘なのだろうか。母親に似たのなら納得いくけど、俺の遺伝子要素が殆ほとんど無いからなあ、こいつ。何度見ても頭頂部の癖毛くらいだろうか。

「お父様、次はあそこに行きましょう！」

　俺がそんな事を考えていると、燈華は俺の上着の袖を掴つかんで引っ張る。

「ああ、どこでもいいぞ。あんまりお金は無いけ……ど」

　気付けば、俺は燈華によってある場所へと導かれていた。

　店内が全体的に淡いピンク色で、店頭にある上半身だけのマネキンには、男子が一生装着することのない物が飾られている。

「し、下着屋じゃないか！　いやいや！　流石さすがにここはお父さん無理ぃ！」

　俺がその場で足を止めると、燈華は無理やり俺の腕を抱えて連れ込もうとする。

「いいじゃないですか！　可愛い娘に同じ下着で過ごせというのですか！　彼氏ができた時に『燈とう華かっていつも同じパンツだな』とか言われたら……どうする気ですか！」

「どうもしないしお父さん、そんな男と付き合うのは許さないからな！　俺は好きな女の子が毎日同じパンツでも構わん！」

「いやいや、今のはたとえ話です。現実的に考えてくださいよ！　お父様が学校に行っている間、あなたの娘、ノーパンのままパンツをドライヤーで乾かしているのですよ！」

「うっ！　その光景は胸が痛む……！　わ、分かったよ」

　いよいよ観念して、俺は燈華と一緒に店内へ足を踏み入れた。

　何ですか、ここぉ……どこを見ても下着しか売ってないよ？　これでお店経営できているのかなぁ？　うわ、尻に汗掻かいてきた。本気の冷や汗だよ、これ。男性物ありますか？

　燈華は俺を放置して下着を物色している。気遣って？　パパを一人にしないで！

「燈華ぁ、早くしてくれぇ……こんな光景を誰かに見られたら……」

「誰かに見られたら、お困りなのかしら？」

　瞬間。引いた血の気の代わりに、全身の穴から汗が滲にじむのを感じた。

　その声のする方向に顔を向けると、十数年一緒に育った幼おさな馴な染じみがいた。

「り、凜り々り花かさん？　それに莉り生おも……！」

　凜々花の背後には、困ったように笑う莉生も立っていた。

　よく見ると莉生は片手に映画のパンフレットを持っている。そういえばこいつら、映画の趣味が近いからたまに二人で観みに行く事があったな……それが今日とは。

　凜々花は楽しそうな笑みを浮かべながら、俺との距離を詰める。

　やがて互いの鼻が触れ合ってしまいそうなほど顔を近付けて、ゆっくりと尋ねてきた。

「私の下着は選んでくれないのに、あの子の下着は選んであげるわけね。今二人で選んでいた下着、とても防御力が低そうじゃない？」

　凜々花は俺の腰に手を添えて、相変わらず表情を崩さないまま続ける。

「あれだけスケスケだと、女子は貞操の一つも守れないわね。もしかしてあなたの立派な剣で、あの子を今晩好きなようにする気かしら？」

「そ、そんなつもりは無いです……それに防具は装備しないと意味ないぞ、ハハハ」

「そうね。無防備だと男の子のとっても高い攻撃力に耐えられないわ。うふふ」

　誰か助けて！　何な故ぜか分からないけど、幼馴染に責められています！

　俺は少し顔を逸そらして、燈華に口パクで伝える。「り・り・か」、「り・お」と。

「あの、凜々花さんですか？　それにそちらの方は莉生さんですね！」

　それを察知した優秀な俺の娘は、凜々花と莉生と対面する。

　凜々花は嘘うその笑顔を崩さなかったが、返事もしなかった。様子を窺うかがっているのだ。

　ちなみに莉生は、無関係を貫く様に少し離れた位置から動かない。助けろよぉ、親友！

「私の『お兄様』からよく話を聞いていますよ！　お二人とも！」

「……へ？」

　凜り々り花かが気の抜けた声を出すのと同時に、燈とう華かは凜々花の手を握った。エリ姉にしたのと同じく、従兄妹いとこ設定を固めていくようだ。うーん、賢い！

　そしてそのまま、凜々花の手を上下にブンブンと振り回しながら話を続ける。

「私は従兄妹の燈華です！　もうすぐお兄様の学校に転入する予定で、手続きが終わるまで自宅学習しつつ同居させてもらっています！　今日は二人で買い出しなのです！」

「……郁いくの、従兄妹？」

　凜々花は俺の方を一いち瞥べつする。知らなかったわよ、とその顔には書いてあった。

「あ、ああ。あまり似てないから、信じてもらえないと思って」

　俺の言葉を受けて、凜々花は再び燈華を見つめて、突然大きな声で笑ったのだった。

「ぷ、くっ……あはは！　なるほど、なるほどね！　言われてみたら雰囲気がそっくりじゃない？　この子の頭頂部にあるアホ毛も、郁そっくりだわ」

　凜々花はどうやら俺と燈華の関係を信じてくれたらしい。似てないとは思うが。

「うん。目の形も、丸っこい耳も、確かに同じ遺伝子が含まれているわ。誤解しちゃったみたい。ごめんなさいね、燈華ちゃん？」

　凜々花に名前を呼ばれて、燈華は満面の笑みを浮かべてみせた。

「はい！　燈華ちゃんですよ！　凜々花さんのお話はお兄様から聞いています！　美人で、エロくて、チートキャラな幼おさな馴な染じみの女性だと！」

　いや、言っていないけど。最後のやつはその残念幼馴染の自称だからね？

　だけど燈華から褒められた凜々花は、「うへへ」と嬉うれしそうに笑う。うわ、チョロい！

「よく分かっているわね、燈華ちゃん！　気に入ったわ！　今日から私の妹になりなさい！　まずはその第一歩として、この私が直々に！　下着選びを手伝ってあげましょう！」

「うわーい！　嬉しいです！　私凜々花さん大好きです！」

「私も！　相思相愛！　それじゃあまずはサイズを計測してから……って、こら。何をしているのよ、郁。ここは男子禁制よ。あ、それとも」

　凜々花は悪戯いたずらっぽく笑い、陳列されているブラを手にして、そのまま自分の胸に押し付けた。一瞬、脳が都合よく現実を改変して下着姿の凜々花が目に浮かぶ。

「私の試着姿を見てくれるなら、一緒にいてもいいわよ？　刺激が強すぎるかしら？」

「え、あ……ば、バカかお前は！　アホなの？　ご先祖様がサキュバスなの？」

　つい狼狽うろたえてしまった俺に、凜々花は満足そうに頷うなずいて下着を戻した。

「ええ、そうよ？　今晩あなたの夢に出るくらい、刺激的だったでしょう？　あはは！」

　そう言い残して、凜々花は燈華の元へと駆け寄っていった。正直、助かった。

　もう太ももまで汗ぐっしょりだよ……燈華と二人が遭遇してしまったのは誤算だ。

　これから変な事が起きなければいいのだが。大丈夫かなあ。

「災難だったね、郁いくちゃん」

　汗を拭っている俺の元に、ようやく莉り生おが合流してきてくれた。

「裏切り者！　ああいう時は優しく助け船を出すのが親友のムーブだろうが！」

「えー？　郁ちゃんが女の子を連れて下着を物色するのが悪いよ。僕に構ってくれないのも悪い。全部悪い。郁ちゃんは悪い子」

「構ってちゃんめ……燈とう華かには普通に挨拶くらいしても良かっただろうに」

「そうですよ、莉生さん！」

　ちょっとだけ拗すねている莉生にそう言ったのは、店から飛び出してきた燈華だった。

　俺と莉生は「うわっ！」と同じように声を揃そろえて、突然のカムバックに驚く。

「と、燈華？　もう下着選びは終わったのか？」

「いえいえ！　まだですよ！　予算を聞いておいでと、凜り々り花かさんに言われたので！　それに……もう一人くらい、下着選びを手伝って欲しいので！　ね？　莉生さん！」

　燈華は莉生の手を引っ張って、無理やりランジェリーショップに連れ込もうとする。

「え、ちょ、ちょっと！　僕があの中に入るのはおかしいよ！　助けて、郁ちゃん！　年下の女子高生に下着屋に連れ込まれそうになっている親友を助けてぇ！」

　莉生は喚わめきながら燈華に引きずられるようにして、店内へと入って行った……。

　さっき俺を助けなかったのが悪い。店に入っても違和感無い顔なのも悪い。全部悪い。







　その後。莉生は五分も経たたない内に全身を真っ赤にして店を飛び出してきた。

　それから俺は何な故ぜか三人分のアイスを奢おごらされ、買い物を終えて燈華と帰宅した。

　家に帰ってから燈華は終始ご機嫌で、何度も下着を眺めているくらいだった。

「いやあ、凜々花さんと莉生さんのおかげでいい下着が買えましたよ！　買ってくれてありがとうございます、お父様！　大事にしますね！　あ、どんなデザインか見ますか？」

「男に下着を見せびらかすのは初夜まで取っておけ。いいから片付けなさい」

　俺は小さくため息を吐つきながらも、ご機嫌な燈華を見て気分が良かった。

　ちょっとした思い出ができた気分だ。将来、甘やかしすぎないようにしないと。

「あ、でも洗濯はお父様の下着と別々にしてくださいね？　汚れて傷みそうですから！」

「はい！　その言葉でお父様の心は既にズタズタに傷みましたぁ！」

「だって私、思春期ですから！　でも凜々花さんがママになってくれたら楽しそうですね？　あ、でも莉生さんも捨てがたい！　あの萌もえる赤面顔、本当に男の子ですか？」

　俺は娘の妄想を適当に聞き流しながら、テレビに没頭しているフリをした。

　幼おさな馴な染じみが燈華のママ、か。凜々花とそういう関係になるのは、考えられないけど。

「ん？　え……エリ姉からメッセージだ」

　スマホが振動して、ロック画面に通知が飛び込んできた。

　スワイプしてメッセージアプリを起動すると、そこには短い文章と画像が表示される。

『明日、ママの家においで？』

　それはたった十文字程度のメッセージ。そして添えられた画像は──。

　エリ姉が哺乳瓶を片手に、自撮りしている写真だった。







　翌日、放課後。

　殆ほとんど脅しみたいなものだが、誘われたからにはエリ姉の家に行くしか無いだろう。

　ちなみに、昨日のメッセージの事は燈とう華かに告げていない。少し帰りが遅くなることだけを伝えて、俺は単身、エリ姉のマンションへ向かう事を決意したのだ。

　俺はアパートの向かい側にあるマンションに入り、千ち草ぐさと書かれた表札のある部屋の前で立ち止まる。横にあるインターホンに指をかけ、押そうとすると。

「おかえり！　いーちゃん！」

「ぎゃあ！」

　その瞬間に、玄関のドアが開いてエリ姉が飛び出してきた。今日は部屋着だからか、厚手の黒いキャミソールにジーンズという、ラフなスタイルだ。

「さあさあ、入って！　今日はエリママが君の事を全力で甘やかしてあげます！」

　エリ姉に手を引っ張られ、早速この後の展開に背筋が凍る思いだった。

　一体、この女子大生のお姉さんに何をされるのか想像が付かない。

「あのさ、エリ姉。昨日の画像とメッセージは一体……」

「何だと思う？　答えてごらん、いーちゃん」

　俺が尋ねると、エリ姉はわざとらしく笑ってベッドに腰かける。

　俺はその場で立ち尽くしたまま考えるが、答えは出ない。沈黙が部屋を支配する。

「あれとよく似た哺乳瓶、いーちゃんも持っているよね？」

　その沈黙を破ったのは、エリ姉だった。

「な、な、な……っ！　何で、その事を……！」

　まさかエリ姉はパパーツの事を知っている？　話を聞かれていたのか？

　エリ姉は小さく舌を出して、悪戯いたずらがバレた子供のようにおどけてみせた。

「ごめんね。昨日、いーちゃんにオニギリを差し入れしようと思って、お部屋の前まで行っていたの、私。驚かそうと思って窓から覗のぞき見みしたら、逆に驚かされちゃった」

　そうか。だからあの日、エリ姉はオニギリを持っていたのか！

　不自然なモーニングオニギリだとは思ったが、なるほど……合点がいった。

「二人の会話はよく聞こえなかったし、哺乳瓶を片手に燈華ちゃんと喋しやべっているいーちゃんを見て驚いて逃げちゃったけど……でも！　私は受け入れるから！」

　まずい。エリ姉が何やら不穏な方向に話を進めようとしている。

　この誤解を何とかしなければ！　だけど、エリ姉は話を一方的に続けていく。

「うんうん。私は君が乳児の頃から知っているからね。いーちゃんがあれを使って私に何をして欲しいかも、全て分かっているのです。お姉さんには覚悟が！　あります！」

　エリ姉は話をしながら、キッチンに移動して冷蔵庫から何かを取り出す。

　その手に、自ら用意した「パパーツ」を握りしめて。

「私は君のママになるよ。だから今だけ、十七年前に戻ろうか？」

「え、エリ姉さん？　その手にあるのは何ですか……？　中身の白い液体は？」

　本当は分かっている。それが何か、中身が何なのか。でも！

　この歳としになってそれを使うのは、あまりにも背徳的過ぎる！

「ん？　哺乳瓶。ミルク入り。新品だから心配しないで？」

「ですよねぇ！　だけどまさか、あの……それを使って何をする気です、か？」

　俺が恐怖に言葉を詰まらせると、エリ姉はとても楽しそうに笑みを浮かべる。

「うん。飲ませるよ？　はい、今からこの部屋は十七年前に戻ります！　君はゼロ歳の赤ちゃんで、ベッドに横になっています！　ほら、そこに寝て！」

「無理ぃ！　二足歩行もトイレも食事もできるくらい成長したから、俺！」

「おや？　赤ちゃんが何か喚わめいていますね？　ふむふむ！　お腹なかが減ったのかな！」

「まるで話が通じねぇ！　赤ちゃんプレイの完成度が高すぎる！」

　必死に抵抗を試みていると、エリ姉はただ立ち尽くしている俺の脇をすり抜け、ベッドに座ってため息を吐つく。

「はあぁ……困った子ですねぇ」

　エリ姉は哺乳瓶をベッド脇に置いて、自らの下腹部を撫なでた。

「お腹を痛めて産んだ我が子が、私の胸から絞ったミルクを飲んでくれないとは。これはお姉さん、マタニティブルーになっちゃうなあ」

「ごめん。エリ姉のお腹に入っていた事も無ければ、触ったことも無いです……あとどうでもいいけど出ないよね？　ミルク。出るの？　割とショックだよ、それ」

「……ちょっとだけ現代に時間戻すね？」

　エリ姉は少しだけ悲しそうな目をして、ベッド脇に置いた哺乳瓶を手に取る。

「私の名前を口にしながら哺乳瓶を持ついーちゃんを見た時に、色々考えたの。あの子はどうして哺乳瓶を持っているのかなって。それでね、分かったのよ。私」

「え、えーっと。何を？」

「ああ、赤ちゃんの頃から見ていたあの子も、私にそういう妄想を抱くようになったのかなあ、って。誰かと身体からだを重ね合って、このお腹を膨らませた私を想像したのかな？」

　していない！　けど、そう言われたら想像してしまうのが人間だ。

　エリ姉が誰かと……子供を作って。母親になったら、どんな風になるのだろう？

「私はいーちゃんの頭の中で穢けがされて、その妄想の延長を現実で要求されたのね。下品だと見下されるかもしれないけど、昨日はとっても興奮して……火照って寝られなかった」

　エリ姉はその手に持った哺乳瓶を愛いとおしそうに見つめ、俺に視線を移す。

「年下の大好きな男の子に好き勝手されて、私が本当にママになると思うと、ね」

　──頭の中がおかしくなるくらい、興奮しちゃう。

　エリ姉の囁ささやきに、俺は全身の血管が爆発しそうな程に身体からだが熱くなった。

　普段はだらしなくて、女性的な魅力が薄くて、小さい頃から知り合いのエリ姉が。

　こんな……淫らな発言をしていると思うと、俺にだって邪よこしまな気持ちが浮かんでくる。

「え、エリ姉……あのさ、一つだけ聞いてもいいかな？」

　俺はエリ姉の手を握った。その手の中には、哺乳瓶がある。

　それから俺は視線をある場所に移す。俺の瞳にはエリ姉が普段は絶対に見せてはくれない、とても卑ひ猥わいな「ある物」が映っていた。

　見ていいのかな？　いや、誰だってこんな物を見つけたら……目を逸そらせないだろう！

「い、いや。ダメよ、いーちゃん……こんな留年を二回もしたダメな年上の大学生お姉さんに本気になっちゃ、困っちゃう。あ！　わ、私が授乳させられちゃうやつ？」

「あ、そういうのはいいです。今の台詞せりふ、参考にしたの『あれ』だろ？」

　先ほどから俺の視線は──、机の下に置かれた、一冊の小説の表紙に釘くぎ付づけだった。

　タイトルは『大学生の私は、強気な年下彼氏のママになる』だ。よくもまあ、こんなピンポイントな作品を見つけてくるものだ。流石さすがは文学部。在籍はエロ文学科かな？

　ちなみにこれを見つけた瞬間、俺の中に湧いていた劣情は一気に消え去りました。

「……はい！　というわけで、エリ姉の妄想劇場はこれにて閉幕です！」

　エリ姉は今までの演技（らしきもの）とエロ小説の存在がバレた事が恥ずかしいのか、慌てて俺から哺乳瓶を取り上げて、蓋を開けてその中の牛乳を一気飲みした。

　うわ、この女子大生全身真っ赤だよ。つま先からてっぺんまで、超赤い。トマトかな？

「な、なによぉ！　何か言いたいなら、お姉さんに言ってみなさいよ！」

　しかも今にも恥ずかしさで泣きそうになっている。

　この人、これでもう二十代半ばになるって信じられるか？

「じゃあ俺、将来ちゃんとした大学に行く為ために家で課題やるから……お邪魔しました」

「ま、待ってぇええ！　官能小説リスペクトはやりすぎたね！　後悔しています！　していますとも！　だからせめて、こ、こっちで甘やかしてあげるから！」

　エリ姉はテーブルの上に置かれた、小さい紙パックの牛乳とストローを手に取る。

「へ……？　ど、どういうこと？」

　俺が首を傾かしげると、エリ姉は「うぅ」と小さく呻うめきながらも答えた。

「だ、だからこれで十七年前の再現をしたいというか……私がママになって、君の事を癒いやしてあげたいというか、そのぉ……ダメ、ですかね？」

　エリ姉は両手の人差し指をツンツンと突き合わせながら、言葉を濁す。

　何な故ぜだか分からないが、どうやらエリ姉にとってその行為はどうしてもしたい事のようだ。趣味なのかな？　未来の俺はこれを知っていた、とか？

　こうなったのはパパーツを渡した俺にも原因があるし……うぬぬ。仕方ないか。

「分かったよ……あの頃に戻るには、どうすればいいか教えてくれ」

　俺が諦めたようにベッドに座ると、エリ姉は表情を明るく一変させた。

「や、やったー！　あ、じゃあまずは私がこの紙パックを胸で挟み込みます」

「あのさ？　エリ姉って十七年前からそんなヤバい行動していた子だったの？」

　しかしエリ姉は俺を無視して、胸の間に紙パックの牛乳を挟んだ。なにこの人をダメにしそうな胸。略してダム。流れるのは水じゃなくて牛乳だけど。

「はい、どーぞ！　たくさん飲んで大きくなってね？」

　エリ姉は屈託のない笑みを浮かべて、両手を大きく開いて受け入れ態勢になる。

「はあ……分かったよ。い、いただきます」

　俺は少し屈かがんで、ゆっくりとストローに口を付けて牛乳を飲み始める。
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　すると、エリ姉は空いている方の手で、優しく俺の頭を撫なでてくれた。

　溶けそう。脳も身体からだも溶けて、このままエリ姉の言いなりになってしまいそうだ。

　柔らかい手が俺の頭に触れるたびに、何とも言えない心地よさを覚える。

「あ、そう言えば知っているかな？」

　エリ姉は一心不乱に牛乳を飲む俺に、意地の悪い笑顔で語る。

「ストローの穴の大きさって、人間の乳首と同じらしいよ？　つまりこれはもう、ママがいーちゃんに授乳しているのと同じだね！」

「ぶっふぁ！　げ、げほっ……お、ごほっ！」

　エリ姉が変な事を言ったせいで、想像した瞬間に口の中の牛乳を噴き出してしまった。

　一瞬だ。本当に一瞬だけだ！　だから今の想像はノーカウントだぞ、俺！

「だ、大丈夫？　あーあ。ママのお胸がミルク塗まみれになっちゃった……」

　エリ姉はキャミソールをテーブルに置いたハンドタオルで拭う。俺も同じように口元を制服の袖で拭おうとすると、エリ姉が「めっ！」と言って俺の口をタオルで拭ってくれた。

「制服が汚れちゃうでしょう？　ママがフキフキしますねー」

　これ以上このやり取りをしていると恥ずかしさで死にかねないので、俺はエリ姉の手をゆっくりと除よけてから、話題を変えることにした。

「あのさ、エリ姉……どうしてこの行為に執着したのか教えてくれないかな。ママらしい事をしたいなら、他にいくらでもできる事があるじゃないか」

「……さっきも言ったけど、十七年前の再現だよ」

　何な故ぜだろう。エリ姉の声が、少しだけ寂しそうに聞こえたのは。

　エリ姉はそのまま話を続ける。とても懐かしい思い出話をするかのように。

「私と燈とう子こさんは、今の私と君のような関係でね。私が幼稚園児の頃、よく遊んでもらったの。とても素敵な人で……今でも、あの日々は全部覚えているよ」

「うん。それは知っているけど……エリ姉はそこまで母さんの事を好きだったのか？」

　俺の問いかけに、エリ姉はとっても嬉うれしそうに白い歯を見せて笑ってくれた。

「それはもちろん！　燈子さん、綺き麗れいだったしね！　それに優しかった！　綺麗なお花もくれたし、大好きだったよ！　で、そんなある日。私は君に出会ったわけです」

「それって、俺が生まれた……？」

「そう。私が小学校入学と同時に、君が生まれた。燈子さんと半年くらい会えなくなって寂しい思いをしていたところに、あの人が君を抱えてふらっと現れたわけ」

　それは俺が知らない、エリ姉だけが知っている、俺との最初の出会いだ。

「今思えば出産準備とかでゴタゴタしていたのかな。まあ、それでまた燈子さんに構ってもらえるようになって、いーちゃんにミルクをあげる機会があったのです」

　懐かしいなあと、エリ姉はテーブルの上に置いた哺乳瓶を見つめて続ける。

「君はとても可愛かわいくて、まだ小学校に入ったばかりお姉さんの母性すらくすぐったわけ。私にとっては、大切な思い出……だから今日は、その再現というわけでした！」

　エリ姉は俺の頭を優しくどけて、汚れたタオルを洗おうと、バスルームへ持っていく。

「あ。良かったらついでにお風呂入っていく？　ママが全身洗ってあげようか？」

「え、遠慮します。流石さすがにこの年齢で身体からだを洗われるのは無理があるし！」

「えー？　小さい頃は何度か一緒にお風呂に入ったじゃない？　抱っこしながら湯船に入ったのに。それとも、思春期の男子高校生にママの裸は刺激的過ぎかな？　ぷぷっ」

　エリ姉にからかわれて、俺は何となく居心地が悪くなって部屋を出ていこうとする。

「あれ？　もう帰っちゃうの？　ご飯もあるけど。あ、離乳食の方がいいかな？」

「プレイはもう終わりなのでぇ！　そ、そうじゃなくて。エリ姉」

　俺は敢あえて、エリ姉の顔を見ないままで彼女に告げた。

「また何かあったら、呼んでくれ。そ、それじゃあ！」

　殆ほとんど言い逃げのように、俺は靴の踵かかとを踏み潰したまま部屋を飛び出した。

　あんな昔話をするのは、卑ひ怯きようだ。俺の知らない所で、俺を甘やかしていたとか。

　何より、母さんの話をあんなに嬉うれしそうにするエリ姉の気持ちを無下にするなんて、俺には到底できそうにはなかった。

「エリ姉が燈とう華かのママ、か」

　本当の授乳経験があって、小さい頃の俺を知るエリ姉なら。

　あと一歩進んだ関係になっても、何の違和感も無いかもしれないな。




「ただいま」

　家に帰って挨拶をしてから、部屋着になるためにシャツを脱いで洗濯機に放り込んだ。

　しかし、一向に燈華から返事が無い。

　外出しているのか？　一応家の鍵は渡したけど、出かける用事があるとは思えないが。

　俺は部屋着を取ろうと、上半身裸のままで居間に続く引き戸をゆっくりと開けた。

「あらら。寝ていますよ、俺の娘」

　そこには布団も敷かず、おへそ丸出しの状態で燈華が爆睡していた。

　軽く頬ほおをぺちぺちして起こしてやろうかと思ったが、愛まな娘むすめの横に積まれたある物を見て俺は思わずその手を止めた。

「家事をやってくれたのか。洗濯物が綺き麗れいに畳まれている……」

　部屋も心なしか綺麗になっているし、どうやら俺がいない間に色々やってくれたらしい。

　テーブルの上にはタブレットＰＣが置かれ、俺からの連絡をいつでも受けられるようにメッセージアプリが起動されたままだ。

「思春期なのにお父さんの下着まで畳んでくれちゃって。ありがとう、燈華」

　俺は燈とう華かの頭を撫なでてやった。「ふへへ」と変な声を出したので、起きているのかと思ったが、口から涎よだれを垂らしたままだ。子供か、こいつは。まあ俺の子供だけど。

　もう少し寝かせてやろうと思って、俺が立ち上がろうとした、その時だった。

「うぅーん……お父様ぁ。だめですよぉ。私たちには法律の壁、かべがぁ……」

　燈華が俺の腰に手を回し、小さく寝言を呟つぶやいたのだった。寝相悪いなあ！

　一体どんな夢を見ているのやら。言葉選びが不穏じゃない？

「えへへぇ……お父様の身体からだ、温かいです……ぐぅ」

　だけどこんな寝言で至福の笑みを浮かべているから、きっと楽しい夢なのだと思う。

　もう少し寝かせてあげよう。夢の内容が不穏になってきたら叩たたき起おこすか。

「む、うぅ。お……お父様？　お帰りです、か？　え？」

　ゆっくり目を開けた燈華は、急に俺の腰に回していた手をほどいて距離を置いた。

　恥ずかしくなったのだろうかと思ったが、何な故ぜだか真っ青な顔をしている。何で？

「ひ、ひぃ！　お父様が半裸で私の寝込みを襲おうとしています！　法律の壁を越えて実の娘に夜よ這ばいをかけようとしていたのですか、あなたは！　私まだ変質前なのにぃ！」

「嫁入り前、みたいに言うな！　こ、これは色々あって脱がなければならない状態で」

「男女が同じ空間にいて脱がなければならない理由が他にありますか！　え、えらいことですよ、これは！　児童相談所全国共通ダイヤルは一八九、『いちはやく』ですよね！」

「つ、通報が手慣れている！　パパの話を聞きなさい！　説明するからぁ！」




　俺は起床した燈華と一緒に夕食を食べながら、エリ姉との出来事を語った。

　燈華はパスタを食べるでもなく、フォークに巻き付けながら俺に言う。

「愛いとしのお父様が赤ちゃんになって、ママに授乳されるとか……あの、ですね。ママリティとは決して恋人同士の赤ちゃんプレイを正当化する言葉ではなくて、もっと清らかで愛に満ちたものなのですよ。分かります？」

　淡々と俺を叱る燈華が怖い。ちなみにムスメーターは三十点くらい減点された。辛つらい。

「は、はい。ごめんなさい……でも授乳させられたわけじゃないよ？　お父さん、エリ姉に昔の話を聞かされて、その再現をするために牛乳を飲ませてもらっただけだよ？」

「言い訳は止やめてください！　乳首からミルクを飲ませてもらったじゃないですか！」

「悪意ある要約は止めろ！　ストローの穴の大きさが人間の乳首と同じ大きさという話を聞かされたっていうだけだ！」

「ほほう！　なるほど！　その豆知識を児相の職員さんにも披露してあげましょうね！」

「うん！　これは言わなくても良かったね！　ごめんなさい！」

　俺たちはそれぞれ言いたい事をぶつけあってから、互いに熱を冷ますように沈黙した。

　燈華はフォークに巻き付けたパスタをやっと口に運んで飲み込んでから、話を継ぐ。

「でもまあ……エリ姉さんは話を聞く限り、この上なく私のママに相応ふさわしいですよね。燈とう子こお祖ば母あちゃんと関係があって、幼いお父様の面倒も見ていたわけですから」

「……でも、俺にとってエリ姉はエリ姉だよ。家族じゃない、近所のお姉さんだ」

「そうですかね？　寧むしろ最初に言ったように、これほど綺き麗れいなハッピーエンドは無いと思うのですが。私はエリ姉さんに会っていないので『マ力りよく』を測りかねますが」

「ごく自然にまた新しい単語が出てきちゃったよ……！」

　ニュアンスは伝わるから別にいいけどね！　だけど、正直今更感がある。

　エリ姉が昔から俺のママになる事を望んでいたのならば、どうして今になってあんな欲望を丸出しにしてきたのか。俺のせいだろうか？

　あるいは、以前からずっとエリ姉にとって俺は「子供」だったのか？

「うーん……モヤモヤするなあ」

　口に運んだパスタを咀そ嚼しやくしながら、この違和感の原因を探るがよく分からない。

　燈とう華かは特に何か言うでもなく、だけど食事を終えてから俺の横に座ってきた。

「失礼しますね、お父様。ていっ！」

　燈華はそのまま横に倒れ、胡坐あぐらをかいている俺の腿ももに頭を乗せる。膝枕だ。

　食事後すぐに寝るのは行儀が悪いと思ったけど、燈華を強く拒否できないダメなお父様が言うには、あまりにも説得力に欠けるだろうから、受け入れる事にした。

「ねえ、お父様。今は深く考えすぎないでいいと思うのです」

　燈華は俺の顔を見上げながら、言葉を続ける。

「私がこうしているように、大好きな人に全力で甘えられるかどうかを試してみればいいじゃないですか。子供なら、恥ずかしがらずに親に全てを曝さらけ出せますから！　えへっ」

　まるで人に慣れた猫のように、燈華は膝枕をした状態で俺にぴったりと抱き着く。

　俺とおそろいの、燈華の頭頂部の癖毛を撫なでてやりながら考える。全てを曝け出す、か。

「相手に隙を見せるのは、あまり得意じゃないけどな」

「何を言うのですか。隙を見せるのではなく、好きを見せつけるのです！　頑張って下さいね、お父様。いつかここにママも加えて三人でイチャイチャするために！」

　未来を想像する燈華の目はとても輝いていて、純粋な子供の目をしていた。

　エリ姉が俺たちの家族になってくれるかは分からないけど、可愛かわいい娘の為ために。

　もう少しだけエリ姉と変な関係を続けてみて、その答えを模索してみよう。







　翌日、放課後。昨日から今に至るまでエリ姉からの連絡は無く、そろそろ莉り生おと一緒にハンバーガーを食べに行ってやるかと思っていた、その矢先だった。

　教室に見知らぬ女子生徒が入って来たのだ。クラスメイトではない。

　長いポニーテールを揺らし、知的そうな細いフレームのスクエア型眼鏡をかけている。

　上級生……かな？　なんて思っていると、彼女は俺の方へ早足で近付いてきた。

「おいで？」

　微笑ほほえみながら俺の手を取って、その女子生徒は廊下へと出ていく。何の説明も無いまま俺は下げ駄た箱ばこまで引っ張られていたのだが、そこで不意に、彼女の足が止まった。

「いやあ、相変わらず変わらないねえ、ここは。うーん！　懐かしい空気！」

　彼女は両手を上に組みながら背伸びして、大して新鮮でも綺き麗れいでもない、校舎の空気を取り込むように深呼吸する。

「え？　えっと、誰ですか？　俺と知り合い、とか……？」

　ブレザーの襟に留められたクラス章を見る限り、三年生のようだが見覚えは無い。

　すると、その「先輩」は小さく笑みを浮かべて答えた。

「知らない？　私の事を？　まあ、過去からやってきたようなものだからね。今の君が知らなくても、仕方ないか……えへっ」

　過去からやってきた。

　その言葉を聞いて、俺は全身が石のように固まったのを感じた。「過去」から？　もしかして、この人もまた燈とう華かと同じように、別の時間軸から来た誰か……なのか？

「え？　何でそんなに真剣な顔をしているのかな？　も、もしかして本当に気付いていないの？　私ですよ、お姉ちゃんですよ？」

「……えぇ？　あっ！　ほ、本当だ！」

　よく見れば、その「先輩」はエリ姉本人だった。

　見慣れないポニーテールスタイルと、眼鏡のせいで全く別人のように思っていたけど。

「いーちゃんが自然過ぎて気付かなかったという事は、まだまだ現役女子高生でもいけますね、私！　わーい！　校内でいーちゃんと制服デートだ！」

　エリ姉は勝手に機嫌を良くして、腕を組んで密着してくる。エリ姉の柔らかいダムの感触に立たち眩くらみしそうになるが、ここは耐えないと。

「それより、エリ姉。どうして学校に？　まさか忘れ物でも取りに来たのか？」

「忘れ物……そう、だね。この校舎には若さと夢と青春を忘れてきたね……今から取り返す事ってできるかな？　は、ははっ……あははっ！　十代に戻りたぁい……」

「自虐ネタに走るのは止やめてくれぇ！　実際、本当の目的は何ですかね！」

　俺が叫ぶと、エリ姉はわざとらしく小さく舌を出しておどけてみせた。手が出そう。

「てへっ！　忘れ物っていうより、返す物を持ってきた、かな？」

　エリ姉は肩にかけていたやや古めかしい通学鞄かばんから、可愛かわいい水玉模様の入ったビニール袋を取り出す。中に何かが入っているらしく、エリ姉は固く閉じていた結び目をほどく。

「これって……エリ姉の家で長年育てている花？」

　俺が呟つぶやくと、エリ姉は頷うなずき返す。そう。この花はエリ姉が一人暮らしをするようになる以前から、千ち草ぐさ家で育てられていた花だ。品種は、何だっけ……？

「そう。これはビオラの花だよ。園芸植物で、元々はこの学校にあった花なの。毎年種を採取して、何世代も愛めでている大切なお花」

　エリ姉は愛いとおしそうに小さなプランターを顔に近付け、花の香りを嗅ぐ。

「ちょっと遅くなったけど、お姉さんはこの子を母校に返しにきたの」

「分かった。先生を呼んで来るから、覚悟と準備をしておいてください」

「やめてぇええ！　窃盗容疑および花壇の器物損壊罪で三年以下の懲役あるいは三十万円以下の罰金を科せられてお姉さん前科ついちゃうぅ！」

　エリ姉はプランターを廊下に置いて、俺の腰に抱き着いてくる。

「そもそも今のエリ姉だって犯罪的な見た目じゃないか。どう見ても違法ＪＫだし」

「いやいや？　どこに出しても恥ずかしくない合法ＪＫですよ？」

「そうだね。年齢で換算すれば高校八年生くらいになるから実質合法だね！」

「植木『鉢』だけに？　あはは！　あ、嘘うそですごめんなさい。無言で職員室の方に顔を向けて深呼吸して大声を出す準備しないでください」

　今の動きでよく分かったね？　それより、このプランターと花は一体何なのだろう？

「窃盗じゃないなら突き出さないけど、『返す』ってどういうこと？」

「ええっと、それは……ひぃっ！」

　エリ姉が答えようとすると、急に短い悲鳴を上げて通学鞄かばんから靴を取り出した。

　そして目にも留まらぬ早さでその靴を履くと、昇降口を飛び出す。

「え、エリ姉？　一体どうしたの？　遠くの廊下を見ていたみたいだけど？」

　俺はプランターを手に取って上履きのまま追いかける。何があったんだろう。

「も、元担任がいたの！　流石さすがに顔を見られたら怒られちゃう！　これ以上罪を重ねる事はできないから逃げよう、いーちゃん！　私って罪な女だね！」

「その言葉、本当の罪人が使う言葉じゃないんだよなあ……」




　俺たちが逃げるようにして向かった先は、校庭の隅にある小さな花壇だった。

　横に立てられた小さな看板には「園芸部」と書かれているが、すっかりインクが掠かすれてしまっている。確か、俺が入学したと同時に廃部になったはずだ。

「この花はね、ここに咲いていたものなの」

　エリ姉はプランターを花壇の上に置く。そこには短い雑草が点々と生えているだけで、この美しい赤色の花を植えたところで、花壇と呼べるか怪しいほどに寂しい。

　それでもエリ姉は鞄からスコップを取り出し、丁寧に移植していく。

「このビオラは私が小さい頃に、燈とう子こさんから貰もらった花……あの人が高校に入学してすぐに、この花を持ってきてくれたの。園芸部に入部したから、瑛え理り子すちゃんにも、って」

「でも、何で今更それを返しに来たの？　高校に通っている間も返さなかったのに」

「返せなかったの。燈とう子こさんとの思い出だから。大事な繋つながりが……無くなっちゃう気がして。だけどね、最近改めて思ったの。私にはこの花以上に、大切な繋がりがある」

　そう言ってエリ姉は、土に汚れた手をスカートで拭ってから、俺の手を優しく握った。

「それはね、君だよ。いーちゃん。最近は色んな事があって、今まで以上にいーちゃんが愛いとおしく思えたの。だからもう、この花はあるべき場所に返そうって決めたんだ」

　エリ姉はどこか懐かしむように、だけど決して悲しくはない声音で続ける。

「この前私に甘えてくれた君を見て……誓ったの。私が燈子さんにしてもらったことを、この子にもしてあげよう。私が見守って、ずっと大事にしてあげよう、って」

「……エリ姉」

　俺たちは手を握り合ったまま、花壇の縁にゆっくりと腰を下ろした。

　人ひと気けのない校庭の隅はとても静かで、地球の中で二人きりになったような錯覚をしてしまう。でも、今だけはそうあって欲しいと願った。

「あのね。いーちゃん。一度だけ、私から甘えてもいいかな？」

　座ったままの状態で、エリ姉が俺の目を見つめて言う。

「何だ？　エリ姉がそんな事を言うとか、珍しいじゃないか。別にいいけど」

「うふふ。ありがとう。じゃあ……しゃぶらせて？」

　その瞬間、穏やかな春の風が凍いてつく寒さを纏まとったような気がした。

　しゃぶる？　しゃぶるって何？　違法な事？　それとも、背徳的な事？

　いや、ちょっと待って？　場所と時と年齢を考えたら全部アウトじゃない？

「……しゃぶしゃぶ？」

　俺が何とか合法的な事を捻ひねり出すと、気付いたらしいエリ姉が顔を真っ赤にする。

「ち、違うの！　ご、ご、ごめんなさい……！　思春期の男子高校生に手を出すつもりはなくて！　いや！　手を出して欲しいというか！　そっちの意味じゃなくて、手をね？」

「誰かぁ！　変態女子大生に襲われかけていますぅ！　助けてぇ！」

「い、命乞いしないで！　そうじゃなくて……こういうこと！」

　エリ姉は俺の手をポケットから引っ張り出して、そして……。

　俺の人差し指を、口に入れたのだった。しゃぶった、のだった。

「え、エリ姉！」

　驚く俺に申し訳なさそうに、エリ姉は指から口を離した。

「……ごめん。小さい頃ね、私はおしゃぶり癖があって。小学校に入っても直せなくて。だけど燈子さんはそんな私に、自分から指を出してくれたの」

「意外だな……エリ姉は小さい頃から聡そう明めいな子だと思っていたけど」

「そう？　甘えん坊なの、私。だけど燈とう子こさんがそうしてくれたおかげで、恥ずかしくなってその癖を直せたの。荒療治よね。あの人なりの。あはは」

　エリ姉は笑いながら、もう一度俺の人差し指を咥くわえる。これが同級生なら嫌だけど、何な故ぜだかエリ姉ならどれだけ手がベタベタになっても、構わないと思えた。

　そっか。これがママリティなのか。そして、母さんもそれを持っていた。

　って、これじゃあ俺がエリ姉のママみたいだけど。

「ん、ちゅ……っぷぁ。ふ、んん……美お味いしいなあ、男子高校生の指」

　淫いん靡びな声を出しながら、その言葉を口にしたエリ姉を見て俺は指を引っ込めた。

「これママリティも思い出も関係ないよ！　ただのフェチだよ、この人の！」

「えー？　もう終わり？　月額五百円で舐なめ放ほう題だいのサービスとかない？」

「うちはそういうプライムなサービスはやっていません！　全く……」

　エリ姉の口から引き抜いた指が、陽ひ射ざしを浴びてキラキラと光っているのに気付く。変な気持ちになりそう。惜しいけれどとりあえず、ハンカチで拭っておかないと。

　エリ姉は俺の指を見つめながら、物欲しそうな表情を浮かべている。怖い。

「ちょっとだけママを甘やかしてよー。私がママとしていーちゃんを甘やかすように！」

「……その事だけどさ、エリ姉」

　俺は気持ちを切り替えて、再びエリ姉と向き合う。

「親子関係は終わりにしよう。やっぱり俺とエリ姉の関係は、少し違うというか……義理の姉弟きようだいみたいなものだし」

「え？　わ、私じゃダメ？　私はあの日から、いーちゃんのママになろうってずっと思っていたのに！　私をママにして！　いーちゃんが！　私を！　ママに！」

「それだと意味が違いますねえ！　それこそが認識のズレっていうか……ああ、もう！」

　俺は目の前で残念そうにしているエリ姉に、本心をぶつける事にした。

　授乳プレイをさせられて、指をしゃぶられて、もう隠すものは何もない！

「俺にとってエリ姉は一人の女性であって、ママじゃないって事だよ！」

　俺の言葉を受けて、エリ姉は「へ？」と理解できないような顔をしたけど。

　それも一瞬の事で、すぐに赤面して恥ずかしそうに顔を両手で覆う。

「隠さないでよ、エリ姉。今どんな顔をしているのか見せて」

「あ、やっ……ちょ、ダメ……！」

　抵抗するエリ姉の手を無理やりどけて、俺は隠された彼女の表情を見てやった。

　ニヤけていた。それはもう、隠しようがないほどに。顔を紅潮させたままで。

「……え、えへへ。恥ずかしいね？　オムツをしている頃から知っている子に、そんな事を言われて、年とし甲が斐いもなく照れちゃいました……あうぅ」

　何この可愛かわいい生き物。違法ＪＫどころか、ウブな中学生にしか見えないぞ。

　俺たちは互いに黙って見つめ合っていたけど、どちらからともなく顔が近づいていく。

「あの……それをしたら、私たちの関係は、本当に変わっちゃうよ？　だめ、だよ？」

　エリ姉は弱弱しく抵抗するけど、俺を押しのける事はしない。

　俺は長年面倒を見てきてくれたお姉さんの、その唇に視線が釘くぎ付づけになる。

「エリ姉。俺は……」

　指をしゃぶられたから？　それとも、エリ姉の赤ら顔が可愛かわいかったから？

　それとも、エリ姉に強い『ママリティ』を感じたから？

　もう二度と、誰も好きにならないようにしていたはずなのに。でも、エリ姉なら──。

「ワンワン！　ワンワンワン！　ワオーン！　キャイン！　キャイン！」

　その続きを言おうとした、その時だった。

　俺たちの横から、甲高い遠とお吠ぼえが聞こえたのだった。

「な、何だ！」

　慌ててその音のする方向へ顔をやると、校内覗のぞき防止フェンスの隙間から顔が見えた。

　校庭の隅という事もあり、俺たちがいる場所はそのフェンスを隔てて、通学道路の真横にある。外からこちらを窺うかがうのは難しいが、それでも不可能ではない。

　そのフェンスに近付いて目を凝らすと、そこにいたのは我が愛まな娘むすめだった。

「お父様！　白昼堂々制服プレイはマズいですよ！　国家の犬が来ますよ！」

　燈とう華かは語気を強めつつも、潜めるような声量で俺を咎とがめた。

「……犬かと思ったら、ママリティの匂いを嗅ぎ取った可愛いハイエナが来ちゃったよ」

　俺はエリ姉に聞こえないように、こっそりと燈華と話を続ける。

「ていうか、決してそういうアレじゃない！　色々あったの！　色々！」

「エロエロ？　やっぱりそういうつもりじゃないですか！　この淫乱ダディ！」

「駅前の耳鼻科行くか？　それより燈華、どうしてここに？」

　俺の家から学校は遠くもないが、特に用事が無ければ来るような場所ではないはず。

「近くの図書館で小説を読んでいたのですよ。私の時代では絶版本で……それよりお父様！　前に言ったじゃないですか！　私のママとのファーストキスの場所について！」

　俺はそう言われて、燈華から数日前に言われた事を思い出す。

　確か燈華のママと俺は、ファーストキスを俺の部屋で済ませたはずだ。

　事実と異なる場所でキスをしたら、燈華が変質する可能性だってあったかもしれない。

　ていうか……俺はその場の雰囲気に流されてとんでもない事をしようとしていたのではないだろうか？　曖昧な気持ちのまま、エリ姉とキスを……！

「ぬぐぅ！　し、死にたい……！　雰囲気に流されただけじゃないか、俺は！」

　急激に恥ずかしくなって、俺は全身が溶けるような熱さになっていくのを感じた。

「いやいや、死なないでくださいよ。お父様が死んだら、私も死にますから。心中的な意味じゃなくて、存在的な意味で。愛まな娘むすめから普通の女の子に変質しちゃいます」

　燈とう華かは対照的に極めて冷静に、俺の自害を止めたのだった。できた娘です。

「き、気を付けます……。そうだ。良かったら一緒に帰るか？　エリ姉と三人でさ」

「嬉うれしいですねぇ！　じゃあ校門前で待っていますので！　お座りしています！」

　燈華はさっさとフェンスから離れ、軽い足取りで去っていった。

　俺はエリ姉に事情を説明しようとしたのだが、エリ姉は困ったように俯うつむいたままだ。そりゃあそうだ。年下の男に、あんな事をされかけたのだから。

「ねえ、いーちゃん」

　俺が声をかけるよりも先に、エリ姉はゆっくりと立ち上がった。

「さっきは流されちゃったけど、私は……ううん。私たちはお互いに時間が必要だと思うの。私もいーちゃんも、まだちょっとだけ変化に対して臆病だと思うから」

　エリ姉は俺の手を握って、いつも通りの優しい笑みを浮かべる。

　ママではない。俺にとっていつもの優しい近所のお姉さん。千ち草ぐさ瑛え理り子すとして。

「だから、ゆっくりでいいの。私たちはもっと仲良しになれるはずだからね！　ふふっ」

　そうだった。俺が「好き」を閉じ込める前から、ずっと見ていたこの笑顔が。

　安心するこの優しさが、俺にとってのエリ姉だ。

「そうだな。ありがとう、エリ姉。これからもよろしく」

　俺はエリ姉の手を強く握り返して、同じように笑ってみせた。

「はい。こちらこそ！　これからも可愛かわいがるからね！　いーちゃん！」







　それから俺とエリ姉は燈華と校門前で合流し、俺たちはまるで親子のように、三人で横並びになって歩き出す。

　まあ、傍はたから見たら兄妹きようだいたちが楽しそうに歩いているだけかもしれないけど。

　だけど「今」はまだ、それでいいと思う。

　これによく似た光景は、きっと未来にも存在しているはずだから。

　燈華のママが誰なのか、というのは置いておいて。




　こうして俺と燈華のママ探し、その一人目である千草瑛理子との日々が終わった。

　エリ姉との関係が進展したわけでも、抱く想おもいが明確に変わったわけでもないけど。

　小さい頃から一番近くにいた、一番親しい近所のお姉さん。エリ姉が相手なら。

　もしかしたら、少し先の未来は大きく変わるかもしれない。

　だけど……俺が誰かをもう一度「好き」になれる、その日が来るまでは。

　エリ姉とは変わらない関係を続けていきたいと、心からそう思う。







「さて、今日は俺が晩ご飯を作るか。男飯しか作れないけどな！」

　エリ姉との校内デートを終えた翌日の放課後。俺は燈とう華かの為ために晩ご飯の準備を始めた。

　あのビオラは今後俺が手入れをする事になった。学校で担任に相談したら、園芸部の活動再開は難しいが、個人ボランティアの一環であればと、特別に許可が下りたのだ。

　更に担任は厚意で「寂しげだから」と、正門前の花壇に植え替えまでしてくれた。

　あの花は俺が卒業しても、ずっと咲き続けるだろう。その日まで、俺が世話係だ。

「赤いビオラの花言葉は『思い出』だそうですよ、お父様」

　そんな嬉うれしい事を教えてくれた燈華は図書館に本を借りに行った。部屋には俺一人だ。

　冷蔵庫を漁あさって食材を並べていると、スマホが振動する。誰かからのメッセージだ。

「……そうか。何か一仕事終えた気分だったけど、まだ『ママ』候補が残っていたよな」

　スマホには写真付きのメッセージが来ていた。

　出来立てのクッキーを齧かじりながら、カメラ目線でウインクする同級生。




　女子力に満ちた俺の親友、二ふた重え莉り生おからだった。
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　夕暮れの空き教室で、俺は同級生と二人きりになっていた。

　窓からはオレンジの空が見え、何ど処こからか吹奏楽部の練習音や、体育会系の部活が張り上げる声が聞こえている。ありふれた、どこの学校にもある放課後の校舎内。

　俺に抱き着いてきた莉生は、目を潤ませていた。浮かんだ涙がキラキラと光を反射して、綺き麗れいな水晶玉のようだった。ああ、とても魅力的だ。

「郁いくちゃん。僕ね……郁ちゃんの娘になってあげる！」

　中学からの付き合いである、数少ない親友。二重莉生は宣言する。

　他のどんな女子高生よりも女子らしい、庇ひ護ご欲を掻かき立てる声の細さで。

　一体どこで道を踏み外して、俺たちはこんな場所に辿たどり着ついてしまったのだろうか？







　エリ姉との親子関係が終わった、その翌週。

　土日を挟んで月曜日になり、また長い一週間が始まった。休日は家に籠って燈華と二人でゲームばかりしていたせいで、今日は一日中身体からだがだるかった。

　そんなわけで放課後は誰とも遊ばずに、燈とう華かと一緒に中途半端なところで終わってしまったゲームを今日こそクリアするために、いつもより足早にアパートへと戻って来た。

「ただいま」

　部屋に入ると、燈華は居間で何かしているようで、俺の帰宅に気付いていないのか、返事をしてくれなかった。また寝ているのだろうか？　いや、物音はしているな。

「燈華？」

　俺が引き戸を開けると、そこには燈華が立っていた。

　ただし下着姿で。凜り々り花かに買わされたのであろう、レースが付いた黒色の下着姿で。

「おかえりなさい！　お父様！　さあさあ、今から燈華ちゃんのファッションショーが始まる頃合いですよ！　最前席で眺めてください！」

　しかし燈華は一切恥じらう事なく、俺を部屋の中へと誘った。ヤバいお店かな？

「その姿で始まるショーって、ストリップショーじゃん！　それより少しは恥じらえよ！　思春期だぞ、俺！　そしてお前も！」

　俺の叫びに、しかし燈華はきょとんとした様子で首を傾かしげる。

「えー？　お父様は小さい頃に私をお風呂に入れ、オムツを変えていたのですよ？　下着姿程度で大おお袈げ裟さですよ！　お尻もおっぱいも丸出しの時期からの付き合いでしょう！」

「それは未来の話ね！　燈華ちゃんにとっては過去でも、俺にとってはね！」

「何ですかその詩的な表現。ハッ！　私のお父様は、ポエムの才能もあるのですね！」

「ただ事実を並べただけだ！　い、いいから早く着替えなさい！」

　俺は引き戸を閉めて、キッチンへと避難してから深いため息を吐ついた。

　これ逆セクハラでは？　互いに性的興奮が無いって事は、まだまだ燈華の存在は変質していないという証あかしになるけど。

　しかし……ファッションショーだって？　この前買った服はもう見たはずだが。

「入っていいですよ、お父様。今の燈華ちゃんはとっても健全な女の子です！」

「普段はふしだらな女の子みたいに言うな。それじゃあ、は、入りますよー？」

　俺は燈華に促され、改めて居間へ続く引き戸を開けた。

「え！　その制服って……まさか！」

　居間に入ると、見慣れぬ燈華の姿に俺は大変驚かされた。それに、とても健全だ。

「ふふふ！　可愛かわいい娘の制服姿お披ひ露ろ目め会場はこちらですよ！　どうです？　お父様と同じ学校の制服ですよ！　可愛いですか？　可愛いですよねぇ！　知っていますとも！」

　妙に自己評価の高い娘はさておき、燈華が着ている制服は確かに俺の学校と同じ物だった。デザインは一切変わっていない。

　だけど……素直に感動した。俺は案外、将来ちゃんと子育てをできる人間になれるようだ。生きていて良かったとさえ思える。これからも長生きしよう。

「可愛かわいいぞ、燈とう華か。世界一可愛い。燈華ちゃん天使ちゃん！　燈華ちゃんは概念！」

　勢いに任せて燈華を褒めちぎると、我が娘は赤面しつつも誇らしげに笑う。

「えへへ！　もっと褒めてください！　この学校に入るのは結構苦労したので！　良かったら私と写真撮影しましょう！　お父様、スマホ出してくださいよ！」

　俺はブレザーの内ポケットからスマホを取り出して燈華に渡す。

　すると、燈華は慣れた手つきでカメラアプリを起動して、インカメラに切り替えた。

「自撮りですよ！　自撮り！　お父様との夢の制服コラボですね！　これは未来では絶対にできない、今だけの親子イベントですよ！」

　燈華は俺に密着し、モチのように柔らかいその頬ほおを、ぴったりと俺の頬にくっつけてからシャッターボタンを連打した。ちなみにこれが俺の人生初、ツーショット自撮りです。

　そんなやりとりの最中に、よく見るとスカートの一部分が補修されている事に気付いた。

「あれ？　燈華。スカートの裾、破けていたのか？　何か不自然な感じがするけど」

　俺が指摘すると、燈華は「そうですよ」と答えてから続ける。

「この時代に来た時、アパートの外階段の手すりに引っ掛けて破れてしまいました。なので、補修するまでお父様には隠しておこうと思ったのです。うーん、できた娘！」

「あー……外の手すり、劣化して割れている箇所があるからな。言ってくれればエリ姉に頼んで縫ってもらったのに」

「いえいえ。こう見えても私、手芸は得意なのです。お父様の心が破れたら、いつでも補修してあげますからね！　私たちは赤い糸で結ばれていますので！」

「逆にお前が来てからいくつかトラウマを縫い付けられているような……？」

　制服撮影会を適当な所で切り上げてから、俺は今後について燈華と話し合う事にした。

「なあ、燈華。お前が未来から持ってきたパパーツはまだあるのか？」

　エリ姉との関係は確かにパパーツで深める事はできたが、次はどうなる事やら。

「ええ！　三人分ありますから！　例えば莉り生おさん用のパパーツは……お？」

　燈華はトートバッグを漁あさって、俺に見えないように手にした物を見つめた。

　それから自分の制服とそれを見比べて、首を傾かしげつつ取り出すと、それを俺に見せる。

「えっと……メモによれば、間違いなくこれなのですが……？」

「待て。待ちなさい。これ、エリ姉に渡した物以上に大変な物じゃないか。だってこれ、どう見てもアレだし。女子用の！　制服！　だしぃ！」

　燈華が着ている物とお揃そろいの、女子用制服だった。

　俺と燈華は手に持った制服と互いの顔を交互に見る。多分、同じ顔をしているはずだ。

　そして俺は、この受け入れがたい現実を整理しようと試みる。

　二ふた重え莉生。俺の友達であり、可愛い男の子。『これ』をどう使えと？

「ええと、お父様。莉生さんって、この前下着屋でお会いした莉生さんですか？　実は女の子の莉り生おさんがいるというパターンは」

「無いよ。男の証あかしが下半身にあるし。まあ流石さすがに直接見た事は無いが……」

「ど、どういう事ですか！　ちん……股間にアレがあるということですか！」

「お前今凄すごい単語をほぼ言い切ったよね？　そうだよ。生物学的に俺と同性だよ！」

「私が知らないだけで、未来では同性間での生殖が可能に……？」

「何その未来。夢が広がるな！　技術の進歩って凄い！　あはは！」

「広がるのは穴ですけどね！　お父様！　なんて！　ふふふ！」

　俺たちは互いに混乱の極みにいた。いや、本当にどういう事なの、これ？

　使用方法を考えろ。男の莉生にこれを渡して、「好き」を感じる方法を！

「これを着させて、莉生を俺の彼女にすればいいのかな？　なあ、燈とう華か？」

「い、イク×リオ……！」

「おい！　お父様の前で変なカップリング名を唱えるな！　俺にとって死の呪文だぞ！」

「お父様、知っていますか？　肉とＢＬは、腐る直前が一番美う味まいのです。どやあ」

　決めた。俺は将来燈華の部屋に隠された本を見つけて、整理して並べて晒さらしてやるぞ。

「しかし、莉生の性別か……確かに俺は一度もあいつの裸を見ていないし、体育の時は殆ほとんど見学していたし、女子である証拠も無いし、男子である証明もできていない」

　でも莉生は俺にとって大切な友達だ。とても可愛かわいくて、男子からも人気があって、仕草も言動もどんな美少女よりも美少女らしい、唯一無二の友達。

「莉生は俺にとって男友達で、まず女として見るのさえ難しいっていうのに……」

「判別するだけなら簡単でしょう！　股間を握ってやれば一発ですよ！　ぐにゅ！」

「擬音で完全に男なのが確定したな？　間違いなくその手が掴つかんでいるのは絶望だよ」

　燈華の提案を突っぱねて、しばらく思案する。

　ダメだ。考えれば考えるほど、頭の中がグチャグチャになっていくのが分かる。

「……とりあえず、今日はゲームでもしようか。燈華！　負けないぞぉ！」

「お、お父様が現実逃避を始めてしまいました……！　だ、ダメです！　ダメですよ！　諦めたら試合終了です！　私がお父様の娘じゃなくなりますよ！　一線越えますよ！」

「それは絶対嫌だけど！　だってさぁ……いきなり莉生を女として見ろというのは中々厳しいぞ？　確かに凜り々り花かやエリ姉とは違った可愛さがあるけど。いい匂いで、肌は綺き麗れいだし、睫まつ毛げも長くて……あれ？　女の子かな？」

「はあ……分かりましたよ。お父様は今のやりとりで随分お疲れのようですから、今日はもう考えるのは止やめましょう。ムスメーターの増減も保留にしてあげます」

　燈華はテレビを点つけてゲームの起動準備を始めてしまった。

　情けない話だが、流石に今回はエリ姉の時とは事情が違う。エリ姉ならば少しだけ見方を変えれば良かったけど、莉生相手だと根本から関係そのものを壊さねばならない。

　そんな俺に燈とう華かはコントローラーを手渡しながら、何な故ぜか楽しそうに笑ってみせた。

「まあまあ、そんなに落ち込まないで下さいよ。こうなったらこの可愛かわいい娘、燈華ちゃんがお父様を助けてあげますから！　ふふふ……ふはは！」

　その笑いにはどこか悪巧みを感じさせる、意地悪なニュアンスが含まれていたけど。

　今の俺には言及する気力も無く、ただ漠然とコントローラーを握るしかなかった。







　翌日。

「おはよう、郁いくちゃん！」

　登校して学校に到着するや否や、莉り生おに挨拶されて心臓が跳ねた。

「お、おう。おはよう……」

　いつものように挨拶を返すが、自分でも少しぎこちないのが分かる。

　しかし女の子……女の子か。女の子っていうのは、例えばこう、ふわふわしていて。

「ふへぇー。今日は暑いね。僕、このままだと溶けちゃうよ。なんてね？　えへへ」

　趣味も男と違って、どこかきらきらしていて。

「あ！　昨日ね、マドレーヌを作ったの。ほら、郁ちゃんが前に美お味いしいって言ってくれたから。二人で食べようよー」

　身体からだだって線が細くて、いい匂いがする。

「あ、でも最近太ったからなぁ……二の腕がぷにぷにだよ。ほら、見て？　ぷにぷに！」

「女子か、お前は！　女子だな？　女子だ！　この乙女が！　ガールフレンド（仮）！」

　俺は考えている内容と、莉生の発言が全て一致している事に気付いて叫んだ。

　女子だよ、もう！　完全にガールだよ！　ママになれるわ！　ママになーれ！

「じょ、女子じゃないよ！　確かに僕はそういう誤解を受ける事もあるし、告白される事もあるけど……ちょっ！　い、郁ちゃん！」

　俺は莉生のズボンに手をかけて、素早い手つきでベルトを外そうとする。だが、異常なまでに固く閉められたベルトはびくともしなかった。なにこれ！　特注品？

「脱げ！　今この場で脱げ！　俺に恥ずかしいところを全部見せてみろ！」

「だ、だめだよ！　せめて二人きり！　二人きりにならないと……だ、誰か男の人呼んでください！　僕は今、郁ちゃんに襲われています！」

「お前が！　俺たちが！　男子だ！　いいから脱げ！　往生際がわる……うっ、うー！」

　一瞬、視界が真っ暗になる。同時に、後頭部に強い痛みを覚えて、俺の身体は自然と教室の床に四つん這ばいになってしまう。床とキスするところだった。

「朝から何をしているのよ。脱がすならせめて女子相手にしなさい」

　振り返ると、右手にスマホを握った凜り々り花かが立っていた。ふむ、どうやらあれで殴られたらしい。

「り、凜り々り花かのスマホが俺の鮮血で真っ赤に染まっている……死ぬのか、俺？」

「元から真っ赤よ！　幼おさな馴な染じみを相手に本気で殴るわけがないでしょうに。ところで何があったのよ、莉り生お。モテない郁いくの為ために、その身体からだを捧ささげたわけ？」

　呆あきれた口調で凜々花が言うと、莉生は顔を真っ赤にして首を横に振る。

「し、知らないよ。いきなり郁ちゃんが僕に欲情して襲い掛かってきただけだよ！」

「あら、そう。可哀かわい想そうな郁……ついに莉生で性欲を満たそうとしたのね。私という完璧なエロボディを持つ幼馴染に指一本触れる事ができなくて、その捌はけ口ぐちとして莉生を……」

　憐あわれみの目で凜々花が俺を見下してくるが、事実無根だ。全く違う……違うよ？

「悪いが、お前のボディに触れたいと思った事などない」

「え？　嘘うそ？　このお胸を見て、何とも思わないの？　本当に？　男の子センサーがバグっているのかしら？　アプデする？　そうしたら今からあなたの股間再起動しちゃう？」

「えげつない下ネタは止やめろ！　単純にお前の胸より、莉生の股間が見たいだけだ！」

「えぇ……私女なのに、莉生に負けるの？　突然死にたくなってきたわ。さようなら、私の幼馴染。ちょっと屋上行ってくる。女神様にハーレム悪役令嬢を希望します！」

「うわー！　待って、待ってください！　異世界転生しちゃだめぇ！」

　凜々花が鞄かばんを放り投げて廊下にダッシュしたので、俺はそれを慌てて追いかけ、無事に屋上手前で凜々花の転生を阻止した。

　正直、莉生が女の子でも男の子でもどっちでもいい。問題は、あの制服をどうやって莉生に渡して、何をすればいいのかという事だ。本当に、どうすればいいのやら……。

　頭の中の悩みは晴れないまま、俺は午前の授業を過ごした。







　昼休みになって、俺は弁当を持ってくるのを忘れていた事に気付いた。

　今朝はエリ姉が作ってくれたのだが、肝心の回収を忘れた。ゴミ出しなどでバタバタしていたせいで、すっかり頭から抜け落ちてしまっていたらしい。

「まあいいや。エリ姉には悪いけど、今日は購買でパンでも……ん？」

　教室を出ていく際、スマホが振動した事に気付く。エリ姉からの着信だ。これはお説教に違いない。俺は賢いから分かるのだ。そう思いながら、俺は画面をタップする。

「もしもし？」

『あ、いーちゃん？　私よ、私！　ヒントはお隣に住むとても魅力的なお姉さん。結婚適齢期！　彼氏募集中！　さて、だーれだ？　正解者にはエンゲージリングを』

「うわっ、迷惑電話だ。着信拒否しなきゃ……警察に相談して戸締りしとこう」

『ぎゃあ！　待って！　エリ姉ですよ、エリ姉！　いーちゃんの為にお弁当を作ってあげたのに、その扱いは酷ひどいと思います！　おこだよ！　おこ！』

　電話口のエリ姉は少し古いＪＫ用語を使ってくる。そういうとこだぞ、違法ＪＫ。

「冗談だって。作ってくれたのに忘れてごめん。お弁当はエリ姉が食べてよ」

『大丈夫！　可愛かわいいお弁当屋さんに配達をお願いしたから！　もうすぐ着くと思うから、ちゃんとお礼に抱きしめてあげるように！　それじゃあ、お姉さん講義に行くねー』

　エリ姉は言いたい事だけ言って、さっさと電話を切ってしまった。

　お弁当屋？　そんなサービスを請けてくれる店があっただろうか……？

　そう思っていると、背後から肩を叩たたかれた。

「お父様！　可愛い娘が配達に来ましたよ！」

　そこにいたのは、制服姿の愛まな娘むすめだった。燈とう華かは俺が以前使っていた通学鞄かばんから、お弁当を取り出して満面の笑みを浮かべる。

「と、燈華……！　お前」

「ふふふ！　愛娘がデリバリーなサービスを始めましたよ！　エリ姉さん、お父様が登校した後にお弁当を片手に急いで部屋に来てくれまして！　トウカーイーツですね！」

「そうか……とりあえず、ちょっとこっちに来なさい」

　俺は燈華の腕を引っ張って、上履きのままでグラウンドの方へ向かった。

「え？　お、お父様？　お代は頭ナデナデでいいですよ？」

　連行されている間も燈華は困惑しつつ、それでもまだ嬉うれしそうだった。

　俺はエリ姉と一緒に過ごした校庭の隅、園芸部の花壇の前まで行き、そこでやっと燈華の事を放してやった。ここなら人目にも付かないだろう。

「あのな、燈華。お弁当を持ってきてくれたのは嬉しいよ。だけど、この時代のお前は学校の生徒じゃないだろう？　もし仮に教師に見つかったらどうする気だ？」

　強く叱るでもなく、諭すように燈華に言うと、彼女は「うっ」と困ったような声を上げつつ、それでも俺に反論する。

「で、ですが！　エリ姉さんだって違法ＪＫとして潜入していたじゃないですか！」

「ぐ、ぐうの音も出ない！　でも……あの人はちゃんと大人だし、万が一の時の責任も取れる。お前は違う。未成年だ。仮に何かあったら、今の俺にはどうにもできない」

　そう言われて、燈華はやっと事の重大さに気付いたようで、黙り込んで俯うつむいた。

　その姿を見て胸が痛みつつも、俺は燈華が手に持ったお弁当を受け取る。

「だけど……凄すごく嬉しいよ。わざわざ来てくれてありがとう、燈華」

「う、う、ううっ……！　お、お父様ぁ！」

　怒られた燈華は俺の笑顔を見て安心したのか、全力で俺に抱き着いてきた。

　その目は涙で潤んでおり、先ほどの説教が本当に応えたのだと痛感する。

「お、おいおい。そんなに怖い説教だったか？　泣かないでくれよ」

「大好きなお父様に怒られて悲しくならない娘はいないですよぉ！　でも、怒られた事も嬉うれしいというか、色々複雑で……うわーん！　いっぱい頭ナデナデしてくださいねぇ！」

「全く……仕方ない奴やつだな。とりあえず、二人で弁当を食べようか」

　俺は燈とう華かの頭を優しく撫なでてやりながら、花壇の縁にゆっくり腰を下ろした。

　あんな顔をされたら、怒るに怒れないじゃないか。未来の俺はかなりの親バカになっているかもしれないな。

「ほら、燈華。いつまでも泣いていないで、エリ姉の弁当を見てみようぜ」

「い、いいのですか？　私の事が先生にバレたら、そのぅ……」

「大丈夫。四月の今頃は教師も新入生の顔なんて覚えていないさ。さっきはああ言ったけど、もしそうなったら俺が守ってやる。知っているか？　お前のお父様は無敵なのさ！」

「お父様ぁ……！　大好きぃ……！　私お父様と結婚します！　変質前の娘のままで！」

「嫁入り前の娘、みたいな言い方しないで？　いいから弁当食べるぞ。お茶もあるし」

　俺はブレザーのポケットから小さい紙パックのお茶を取り出し、燈華に手渡す。

　それから俺たちは二人でエリ姉のお弁当（今日はサンドウィッチだった）を味わってから、昼休みを共に過ごした。

　間もなく授業開始の予鈴が鳴る頃になって、俺は燈華を見送ろうと校門まで向かった。

「あのさ、燈華」
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　俺は通学鞄かばんからローファーを取り出す燈とう華かの背中に、声をかけた。

「何でしょうか？」

「学校内はダメだけど、たまにその制服を着て迎えに来てくれないか？　燈華さえ良ければ、その……あれだ。さ、散歩がてらに一緒に帰りたい、というか。どうかな？」

　何だか無性に気恥ずかしくなりつつも、俺は燈華に提案する。今絶対顔赤いよ、俺。

　すると、燈華はとても嬉うれしそうに、まるで幼い子供のように何度も首を縦に振る。

「はい……！　はい！　そうしましょう！　お昼ご飯、とても美お味いしかったですねぇ！　それじゃあお父様、お見送りのハグを」

「しないよ？　ここ教室から丸見えだしね？　それじゃあ、車に気を付けて帰れよ」

「今の私も無敵ですが、車には勝てませんからね！　あはは！　では、お家でお父様の帰りを待っています！　寄り道したら拗すねちゃいますからねっ！」

　燈華は校門で見送る俺に、何度も何度も振り返って手を振った。

　やがてその背中が見えなくなるのを待って、教室へと戻ろうとする。

　俺が下げ駄た箱ばこで上履きについた砂を落としていると、何な故ぜか莉り生おが立っていた。

「お、莉生。次の授業英語だよな？　今日は小テストだったか？」

　俺が尋ねても、しかし莉生はわざとらしく顔を逸そらして早足で去って行ってしまった。

「……あんなの、ずるいよ。郁いくちゃんのバカ」

　去り際に罵倒までされた。理由は分からないが機嫌が悪いらしい。いつも笑顔だからか、そのギャップもあってとても傷付く……。俺が一体何をしたというのか？

　俺は上履きの汚れを落として、小さくため息を吐ついてから教室へ戻った。




「久く遠どう、二ふた重え。悪いけど早退した掃除当番の代わりに、三階の空き教室の掃除を頼む」

　放課後。帰ろうとした矢先、別のクラスの担任教師が俺と莉生を引き留めた。

　ちなみに莉生の不機嫌は継続中だ。休み時間も全く会話してくれなかった。

　教師は席が近い俺たちに、何となく声をかけたのだろうが……しかし間が悪い。

「分かりました。えっと……行くか、莉生？」

　俺が声をかけると、莉生は頬ほおを膨らませたまま教室を出ていく。

　先に帰るのか思ったが、後を追うと素直に階段を上っていくのが見えた。どうやら掃除自体は別に構わないらしい。

　三階は一年生の教室が殆ほとんどで、今日は新入生向けの交通指導がある為ためか、人の姿はほぼなかった。怖いくらいに静かだ。

　空き教室へ入ると、先に入った莉生がロッカーから箒ほうきを取り出す。

「よし、じゃあ俺は拭き掃除をしよう……かなぁ？」

　声をかけてみるが、莉生は俺の顔を見ようともしない。

　一体何があったのか。焦じれた俺は莉り生おを問いただすことを決めた。

「なあ、莉生。昼休みからずっとそんな調子だけど、どうかしたのか？　あ！　男の子の日か？　俺にもあるぞ。トイレの後、お尻から血が出て大変だよな！」

　それは痔じだよ。という返しを待つも、莉生は箒ほうきを乱雑に動かしながら黙ったままだ。

「む、無視は止やめろぉ！　お前がその調子なら……俺たちの関係も終わりになるぞ」

　そう言うと、莉生は背中を向けたままだったが、箒を動かす手を止めた。

　それから、やっと向かい合って口を開いてくれたのだった。

「お昼休み……燈とう華かちゃんと一緒にいたよね」

　そう言われて、今度は俺が硬直する番だった。見ていたのか、燈華の事を……！

　いやいや、落ち着け。校門にいる俺と燈華を見ただけなら、言い訳は余裕だ。

「あ、ああ。お弁当を届けに来てくれたのさ。編入は来月だけど、ちょっとした学校見学も兼ねて、みたいな？」

「ふーん……で？　何で燈華ちゃんに『お父様』って呼ばせていたの？」

「ぶっふぁ！」

　噴き出した。見ていただけでなく、俺と燈華の会話を、ばっちり聞いていたのだ。

　だから拗すねていたのか！　これに関しては俺が悪い。何な故ぜなら、莉生は──。

「……僕の家の事、知っているのに。あの子の前ではお父さんを演じるのに、僕にはそういう気遣いをしてくれないの？　郁いくちゃんって本当に……バカ」

　莉生は責めるような口調で、俺に言う。

　窓から差し込む夕ゆう陽ひが、莉生の背中をオレンジ色に染めていく。

「い、いや。あれは燈華の遊びみたいなもので！　だから莉生。そんなに怒らなくても」

　待てよ。これはチャンスでは？　莉生が俺に父性を求めているのは知っている。

　それは、莉生の複雑な家庭事情が故だ。

　つまり未来の俺は、莉生に……あの「役割」を持たせようとしたわけか！

　そうか！　全てが繋つながったぞ。ならば莉生の性別など、もうどうでもいい！

「莉生。悪かった。お前の気持ちを無下にした俺を許してくれ。俺は今まで通りお前と友達でいたい……だから、仲直りの証あかしにこれを着てくれないか？」

　俺はリュックからパパーツその二、「女子用制服」を取り出して莉生に渡した。

　ていうか俺、なんかムチャクチャな要求してない？　寧むしろ脅迫みたいだね、これ！

　莉生は顔を真っ赤にしながら、俺と制服を何度も見る。そりゃあそうだろう。

「い、郁ちゃん？　あの？　これって？　僕に……？　僕に着て欲しいの？」

「ああ、女子用制服だ！　色々考えていたけど、俺はもう吹っ切れたぞ、莉生！　お前には俺の……俺の娘になって欲しい！　娘に！　息子ではなく！」

　そう。俺がこのパパーツから導き出した結論はこうだ。

　莉り生おを第二の娘にして、忘れていた愛を思い出す！

　きっと燈とう華かだけでは足りないから、未来の俺はこの制服を用意したに違いない！

　混乱？　してないよ！　可愛かわいければ何だっていい！　ナニだってイイ！

「え、えっと……ね？　郁いくちゃん」

　莉生は箒ほうきをその場に置いて、俺と距離を詰める。

　一歩、二歩、歩幅が大きくなって、やがて俺と莉生の距離はゼロになる。

「り、莉生？」

　俺に抱き着いてきた莉生の目は潤んでいた。浮かんだ涙がキラキラと光を反射して、綺き麗れいな水晶玉のようだった。まるで人形みたいで、とても美しい。

「郁ちゃん。僕ね……郁ちゃんの娘になってあげる！」

　中学からの付き合いである、数少ない親友。二ふた重え莉生は宣言する。

　他のどんな女子高生よりも女子らしい、庇ひ護ご欲を掻かき立てる声の細さで。

「本当か、莉生！　だけど、いいのか？　明日からお前は俺の中では女の子だぞ？」

「ダメなわけがないよ！　郁ちゃんが望むなら娘にも息子にもなるから！　僕は今日から郁ちゃんをパパとして見るね？　今更断ってもダメだから！　ねっ！」

　莉生は力強い意志を込めた言葉をぶつけて、俺に一層強く抱き着く。

「ああ……！　今日からお前は、俺の娘だ！　莉生！　ようこそ、久く遠どう家へ！」

　俺は莉生の思いを受け入れて、改めて宣言する。二人目の娘ができた瞬間だった。

「本当？　嬉うれしい！　大好きな郁ちゃんが僕のパパになってくれるなんて、夢みたい！　あはは！　じゃあ、まずは頭を撫なでてくれる？　ナデナデして？」

　数時間前、実の娘にせがまれた事を……今度は、義理の娘にせがまれるとは。

　俺は丁寧に莉生の頭を撫でてやった。その瞬間、燈華とよく似た、まるで女子のようないい匂いが鼻び腔こうに広がっていく。

「えへへ。郁ちゃん……ううん！　パパ、大好き！」

　母さん、そして燈華。報告があるよ。

　僕、二人目の娘ができました！

　あれ……？　これで本当に良かったのかな？




「死にますね」

　帰宅して燈華に報告すると、愛まな娘むすめは居間から出てキッチンへと向かった。そして戸棚から、ゆっくりと果物ナイフを取り出す。

「待って！　待ってください！　理由があるの！　これには！」

「言い訳は止やめてください。私は今から包丁を使って転生ガチャを始めるのです。来世はお父様の娘になれますように！」

「現世！　現世でも可愛かわいい娘だから！　血の繋つながった唯一無二の娘だからぁ！」

　俺が引きずられながらも燈とう華かの腰に抱き着いて、何とかその凶行を止めていると、「唯一無二の娘」というワードに反応した燈華が、態度を一変させた。

「でへへ！　仕方ないですねぇ！　お父様の為ために転生は止やめましょう！　私は既に現世でお父様の唯一無二の娘という、最強スキルを持っているので満足です！」

　全く……凜り々り花かといい燈華といい、流は行やっているのか？　転生ガチャ。

「しかしどうして、莉り生おさんはお父様の提案に乗って、娘になったのです？　まさか男の子が娘になるとは、思わぬダークフォースですね……」

「ダークホースな？　俺の性癖は暗黒面に落ちたかもしれないけど」

　俺はゆっくりと座り直してから、燈華に語った。

「家庭の事情みたいなものだ。あいつは色々あって、実の父親ともう何年も別居をしている。中学三年の時にそれを打ち明けられて、反応に困ったよ」

「……別居、ですか。それは嫌ですね」

　燈華は俺の娘として、何か思うところがあるのだろう。とても神妙な表情だ。

「その時に言われたよ。郁いくちゃんだけはずっと僕の傍そばにいてね、って。だけど今日、燈華とのやりとりを見た莉生があんなに嫉妬していたのは、流石さすがに驚きだったな」

「私とお父様のラブラブな姿を見て、独占欲が芽生えたのですかね？」

「可能性はあるな。まあ、そういうわけで娘ができたので、燈華には迷惑かけるけど、しばらく我慢してくれ。な？　燈華はお姉ちゃんだからな？」

　燈華の頭を軽く撫なでると、燈華は「ふむ」とワガママを言わずに受け入れてくれた。

　きっと親の教育がいいのだろう。と、自画自賛してみる。

「では、そんなお父様の為に可愛い長女が役立つアイテムをあげましょう！」

　燈華は立ち上がり、壁に掛けた自分の制服のポケットを漁あさる。

　そして、そこから何かのチケットを取り出した。

「じゃーん！　これ、何だか分かります？」

「え？　これって、来月隣の駅前にできるレジャー施設のチケットか？　確か大きい屋内プールと県内最大級のゲームセンターが併設された、複合施設だっけ」

　そのチケットには「プレオープン・招待限定」と書かれている。一体どこでこれを手に入れたのかと思っていると、燈華が説明してくれた。

「そうです！　エリ姉さんが新聞屋さんから貰もらったらしく、お弁当配達の報酬として譲り受けました！　エリ姉さんは課題が終わっていないから行けないそうなので！」

「三枚あるから、本当は俺たちと行きたかったのかもしれないな……泣けるぜ、エリ姉」

「エリ姉さんの犠牲を無駄にしない為にも、これに莉生さんを誘って、親子三人の関係を深めてみようではありませんか！　ね！　お父様！」

「エリ姉が死んだような言い方をするな。まあ、確かに悪くない考えだな」

　だが中学時代、莉り生おは水泳の授業を全て休んでいたので、水着姿を拝む機会が無かった。

　俺の娘になってくれたとはいえ、自分の裸体を隠していた莉生が、この誘いに乗るだろうか？

　何にせよ、まずは誘ってみない事には始まらないな。







「莉生。良かったら今度の日曜に、俺と一緒に出かけないか？」

　翌日。早速俺は放課後の教室で莉生に誘いをかけてみた。さて、莉生の反応は……？

「出かける。二人で遊ぶ。デートする。楽しみ」

「反射神経だけで答えやがった……！　それに男同士の遊びはデートではないよ？」

　ちなみに莉生は俺のあげたパパーツ、もとい女子用制服は着ていない。「いざという時の為ために取っておく」などと言っていたが、それはどんな時だろう？

「それに行き先も珍しい場所だぞ。気に入るかどうか分からんが。それでも行くか？」

　俺は燈とう華かから貰もらったチケットを莉生に見せてみた。

　喜色満面だった莉生だけど、そのチケットに書かれている場所を見たら、流石さすがに表情が曇るかと思っていたのだが。

「うん！　行くよ！　絶対に行くから！」

　だけど莉生は俺の言葉に食い気味に、返事をしてくれた。今日はグイグイ来るなあ。

「もしも明日世界が壊れても、僕は絶対パパと一緒に行きたい！」

「明日世界が壊れたら行くではなく、逝く事になるわけだが……ま、まあいいや。そこまで喜んでくれるとは思わなかったよ」

「だってだって、大好きなパパのお誘いだよ？　断るわけがないよ！　あのね……」

　莉生は俺の耳元で、誰にも聞こえないように囁ささやく。

「僕の水着姿、パパだけには見せてあげるね。とっても可愛かわいいよ？　絶対に！」

　そう言われた瞬間、俺は耳が熱くなったのを感じた。想像してしまったのだ。

　この顔でビキニとか着たら、もう完全に女子だよ！　そりゃ赤くなるよ！

「あはは。可愛いなあ、郁いくちゃんは。それじゃあ、楽しみにしているから！」

「お、おい。今日は一緒に帰らなくていいのか？　ハンバーガーは？」

「いいの！　日曜までは郁ちゃんと一緒にいる時間を減らすから！　そうした方が、お互いもっとデートを楽しめるでしょう？　ばいばい！」

　莉生はそのまま去っていった。またバーガーショップはお預けだな。

　俺も帰ろうかと鞄かばんを手に持つと、凜り々り花かが声をかけてくる。

「あら？　莉生と一緒にプールに行くの？　私も行く。郁と遊ぶ。デートする。楽しみ」

「お前まで反射神経で答えるな！　それに残念だが連れていけない」

「そうね。莉り生おは連れていけないわね。私から断っておくわ。これで二人きりね？」

「うーん、発想が邪悪。連れていけないのはお前だよ？　なにせチケットが無いからな。隣町に来月できるプールの事は知っているだろう？　招待限定のプレオープンだ」

「むむむ。まさかプールに私じゃなくて莉生を誘うわけ？　いいわよ。アンタがその気なら、私にも考えがあるわ！　イベントフラグ修復職人凜り々り花かちゃんを舐なめないことね！」

　凜々花は悔しそうに叫んで、足早に教室を出て行く。二人とも忙しいなあ。

「折ったイベントフラグが修復されたら単なるバグだと思いますけど……さて、とりあえずこれでミッションはクリアしたぞ」

　俺もプールに行くのは久々だから、少し楽しみだ。日曜まではまだ時間があるし、その前に燈とう華かと一緒に水着を買いに行こうかな。







　日曜日。俺たち親子と莉生は現地で待ち合わせをする事になっていた。

　今日は四月中旬にもかかわらずかなりの暑さで、天気予報のお姉さんの言う事を信じるのであれば、六月上旬並みの気温らしい。

「楽しみですねぇ。お父様とプールなんて！　これが本当の親子水入らず！　あ！　水には入りますね！　えへへ！　燈華ちゃん間違えちゃいました！」

　電車を降りてプールへ向かっている最中に、燈華は嬉うれしそうに言う。

「それより燈華、莉生と喧けん嘩かするなよ。あいつは俺の事をパパと呼ぶが、嫉妬は厳禁だ」

「分かっていますとも！　今日、私が参加する事を莉生さんはご存ぞん知じですよね？」

「ああ。昨日教えたら少し拗すねていたけど、従兄妹いとこの燈華ちゃんならいいってさ。だから大丈夫だと思うが……おっ」

　施設の入り口が見えたと思うと、そこには莉生が立っていた。

　胸元の大きく開いたシャツに、デニムのハーフパンツという夏日らしい今日の気温に最適な格かつ好こうをしている。スカスカなお胸に風が入り込みやすそうですね。

「郁いくちゃん、おはよう！　それと、燈華ちゃんも！　久しぶりだね？」

　莉生は俺と燈華を交互に見て、楽しそうに挨拶する。

「はい！　下着屋で会って以来ですね！　あの時はお世話になりました！　今日は私もお兄様の娘という設定で、存分に楽しませていただきますからね！」

「……むっ」

　燈華の言葉を聞いて、莉生は眉を顰ひそめる。それも一瞬の事で、すぐにいつもの笑顔を浮かべて……俺の腕にその細い腕を絡ませてきた！　あったけぇ……！

「じゃあ僕と一緒だね。今は郁ちゃんの娘だから！　ね？　パパ！　僕が長女だよね！」

　あ、こいつ嫉妬していやがる。燈とう華かに全力でマウントを取ろうとしていやがるな？

　それを見た燈華もまた、俺の空いている方の腕に飛びついてきた。やわらけぇ……！

「いえいえ！　私は日ごろからお兄様の事を家ではお父様と呼んでいますから！　まあ血が繋つながっているわけですしぃ、その辺は莉り生おさんよりムスメリティが高いわけですよ！」

　ムスメリティって何？　ママリティの亜種か何か？

　このままだと一生姉妹（仮）喧げん嘩かをしていそうだな。ここは父親が主導権を握るか。

「はーい、これ以上無駄話する悪い娘は置いて行きます。出発するぞー」

　俺は二人の腕を振り払って、先に施設の中へと入っていった。

「ああ、待ってよ！　パパ！」

「うう、待ってください！　お父様！」

　二人の娘（莉生は息子かもしれないが）は置いて行かれた雛ひな鳥どりのように、せわしなく足を動かして俺の後にくっついてくるのだった。

　施設に入ってプールのあるエリアに進み、更衣室前にある受付で入場証明のリストバンドを貰もらってから、俺たちはそれぞれ着替えを行う事にした。

「それじゃあお父様、莉生さん。また後ほど出口で！」

　燈華は女子更衣室へ行く。うん。どう見てもこれは正しい。

「それじゃあパパ、僕たちも行こうか」

　莉生は俺と並んで男子更衣室へ向かう。うん？　そう見えないけどこれは正しい？

　受付のお姉さんは莉生の事を見つめていたが、何かを察したらしく口元を緩ませて赤面しながら、俺に親指を立ててくる。止やめろ。頭の中で俺と莉生を汚すな！

　俺たちは受付を抜けて更衣室に到着し、互いに着替えを始める。

「さて、さっさと着替えて燈華と合流しようぜ」

　莉生はリュックを下ろして、その中から全身がすっぽり隠れる、所謂いわゆるラップタオルと呼ばれるタオルをおもむろに取り出す。おいおい、小学生か？

「待て。莉生……それを使ってパパの前で着替える気か？」

　俺が着替えを止めて尋ねると、莉生は首を傾かしげる。

「そうだけど？　だってほら、パパ相手でも裸を見られるって恥ずかしいじゃない？」

「そうかもしれないけど、俺たちもう高校生だぜ？　今更股間を見られたくらいで、別にどうとも思わないだろ？　ほら」

　俺はズボンとパンツを下げて、半裸の状態を莉生に見せつけてやった。

「ぎゃぁ！　い、郁いくちゃん！　み、み、見えちゃっているよ！　ていうか、上着を脱いでいないせいで露出魔みたいだよ！　は、早く隠してよぉ……えっち！」

　莉生はその場にしゃがみこみ、両手で顔を覆って俺のソレを見ないようにする。

「何を言っていやがる。お前にもついているだろうが。ペアルックだぞ？」

「言葉のチョイスがおかしいよ！　ペアルックじゃないもん！」

「仕方ないな……ほら、もう水着穿はいたから。こっち向けよ」

「本当？　あー、良か……ったぁ……ひぃあぁっ！　うそつきぃ！　ひわい！」

　嘘うそです。俺はまだ見せつけている状態だったので、莉り生おはしっかり視認していた。

　楽しいな、これ。まあ仮に莉生が女の子だったら、ガチ犯罪だけどね！

「もう知らない！　僕、トイレで着替えてくるから！」

　莉生はリュックを片手に更衣室奥にあるトイレに走って行ってしまった。

　ふむ。ムスメリティは燈とう華かの方が高いかもしれない。あいつも隠さないし。

　あれ？　もしかして燈華の露出癖って……俺の遺伝？　共通点見つけちゃったね！




　俺と莉生が着替えを終えて更衣室を抜けると、眼前にプールエリアが広がっていた。

「うわあ、すごいね！　パパ！」

「ああ。めちゃくちゃ広いじゃないか、ここ！」

　高いドーム型の屋根は半透明で、照明が点灯していなくても、日中なら外からの陽ひ射ざしを感じる事ができるようになっていて、屋外プールと変わらない開放感がある。

　エリアの奥には流れるプールや巨大スライダーもあり、飲食エリアもプレオープンにもかかわらず賑にぎわっており、一日中楽しめそうな場所だった。

「お待たせしました！」

　俺と莉生がプールの大きさに感動していると、燈華が更衣室から出てきた。

「燈華……お前、水着は買わないとか言っていたけど、その理由がそれか」

　燈華が着ていたのは、紺色のスクール水着だった。ただのスク水ではなく、胸元にはなんと、『三年一組　千ち草ぐさ瑛え理り子す』と書かれている。お下がりだ。エリ姉からの。

「えへへ！　可愛かわいいでしょう！　やっぱり娘と言ったらこれ！　学校でしか見られないレアな水着をお父様に見せてあげる良い娘！　実質授業参観！　それに比べて……ハァー」

　燈華は莉生の方へ視線を向ける。

　一方で莉生の水着は、完全防備だった。俺に水着を見せてあげると言いつつ、上にとても大きなパーカー型のラッシュガードを着ており、首から股間まですっかり隠れている。

「い、一応下はビキニを穿いているからね！　パパ！」

　莉生はパーカーの裾を掴つかんで、恥ずかしそうに主張するけど……。

「下が全裸でも分からないくらい、隠れているじゃないか」

「く、ううっ……！　僕に燈華ちゃんくらいの恥じらいの無さがあれば……！」

　莉生は恥ずかしそうに、かつ悔しそうに歯は噛がみする。

　燈華は「ふふん」と勝ち誇っている。お前には羞恥心とお姉ちゃん力が足りない。

「水着の事はさておき、二人に言っておくぞ。俺は今、かなりテンションが高い」

　それは二人も同じようで、莉り生おも燈とう華かも「うんうん！」と頷うなずいていた。

「抑えきれない衝動が今にも弾はじけそうだ。なあ、お前たち！　どこに行きたい！」

　俺に促されて、莉生と燈華は右手を挙げて交互に発言する。

「はい！　まずはスライダーに行きたいです、パパ！」

「はい！　私は流れるプールで浮輪を使ってぷかぷかしたいです！　お父様！」

「おう！　今日は遊び尽くすぞ！　行くぞ、娘たち！　俺の背中に続けぇ！」

　俺たちは全速力で走りだし、スライダーへと向かって行く。

　高校生ならはしゃいで当然だろ、こんな場所！

　もう二度とない青春の時間を、今は全力で楽しむだけだ！　止まるなよ、お前たち！

　いや、今の俺たちを止める存在などない。俺たちの青春は……無敵だ！

「そこの高校生三人組ぃー。プールサイドは走らないでねー」

　時に青春は……監視員のお姉さんの警笛で止まる事もあるみたいです。







　それから俺たちは、時間を忘れて昼過ぎまで遊び尽くした。

「いやー、遊んだなあ！　朝から来たっていうのに、もうお昼かぁ！」

　俺たちはプールから上がり、昼食を摂とる為ためにフードエリアへ向かっていた。

　その道中でも、燈華と莉生は相変わらず元気なままだった。

「お父様！　この後は波のプールに行きましょう！　私たちはクラゲになるのです！」

「パパ！　僕はボート型浮輪を借りて、流れるプールに行きたい！　藻になろうよ！」

　二人とも気分はすっかり水すい棲せい生物だ。うむ。永住したい気持ちはよく分かる。

「おいおい、二人とも。とりあえず腹ごしらえだろ？　それから行く場所を考えて」

「ねえ、そこのお兄さん。波もいいけど私たちのお誘いに乗らない？」

　娘二人を窘たしなめていると、突然背後から声をかけられた。

　俺は人生初の逆ナンパに驚きながらも振り返る。こんな高校生に話しかけてくる物好きな女子大生でもいるのだろうか！

「って、マジで女子大生だったし！　何をしているのさ……エリ姉。課題は？」

　そこには白いビキニを着て、髪を肩辺りでサイドテールにしているエリ姉がいた。

「あはは。この子からお誘いを受けたからね。課題を片付けて来たのです」

　エリ姉は横に連れている女を指差す。真っ黒いビキニを着て、サングラスをかけた女。

　顔が見えなくても身体からだで分かる。主にそのでかい胸で。先端以外布足りてなくない？

「はあい。元気そうね、郁いく。燈華ちゃんと莉生も。どう？　この私の魅惑の水着姿は！」

　凜り々り花かだ。サングラスを頭の上にずらして、わざとらしく鎖骨に手を置く。そうする事で自然と目が谷間に行くわけだ。計算されている、この行動。ビッチでエッチだ。

「ああ、エロいよ。最高にエロい。ありがとうございます。脳内に百万回保存した」

「ちょぉ！　す、素直に褒めないでくれる？　困惑しちゃうじゃない！　ウブだから！」

「ウブな女の子はそんな面積の少ない黒ビキニなど着ないだろ。この痴女」

「そんなに褒めないでくれる？　あなたの言葉に溺れちゃうじゃない。ん、ふふっ」

「ウォータースライダーで頭強打したのかな？　大丈夫？　医務室行く？」

　身体からだをくねらせて悶もだえる凜り々り花かを無視して、俺は改めてエリ姉に顔を向ける。

「ところでエリ姉。チケットを燈とう華かに譲ったはずじゃなかったっけ？」

「そうですよ！　私はエリ姉さんの遺志と水着を継いでここに来たのに！」

　燈華が俺と同じようにエリ姉に尋ねると、エリ姉は困ったように笑い返す。

「あはは。そうだけど、凜々花ちゃんから久しぶりに連絡が来たと思ったら、『プールに行きたい！』なんて言われたものだから。可愛かわいい妹分の頼みを快諾したわけですよー」

「凜々花、お前……」

　俺が呆あきれた目で凜々花を一いち瞥べつすると、凜々花は唇を尖とがらせて反論してくる。

「だってぇ！　私だって泳ぎたかったのよ！　で、ウチのパパに言ったらチケットを入手してきてくれたから、つい……ね？　郁いくだって私の水着姿を見られて嬉うれしいでしょう！」

　そう言われると何も言い返せない。脳内に百万回保存した後だし。脳がパンパンだぜ。

　そんな俺の腕を、背後から強めに引っ張ってくる奴やつがいた。

「むぅ……郁ちゃん。あんまり二人をイヤラシイ目で見たらダメだからね」

　莉り生おだ。そう言われても、こっちの二人とは余りにも戦力差が、な……。

　莉生は肌を隠しているし、燈華はまあ、一部のマニアックな層に受ける水着姿だが。

　エリ姉と凜々花が並んでいると、グラビアアイドルの撮影現場かと思うほどだ。

「あれー？　久しぶりに会ったのに、エリ姉さんに挨拶しないで嫉妬かなぁ？　そういうのはどうかと思うよ？　莉生くん。ほれほれ、挨拶しなさいな」

　エリ姉は悪い顔をして莉生の前に立つ。だけど、莉生は怯ひるまずにエリ姉と相対した。

「……久しぶり、エリ姉。半年ぶりくらいだね。今年も大学生なの？」

「い、言い方！　うわー、留年イジリは傷付くなあ。そういう悪い男の子には、お姉さんも意地悪で返しちゃうから、ねっ！」

　エリ姉は莉生のパーカーに手をかけたかと思うと、すぐさまジッパーを下ろした。

「ひ……ひゃあああっ！」

　すると、一瞬だけ莉生の胸が露あらわになる。だが。

　莉生の胸を覆う水着は無く、代わりに……普通なら有り得ない物が付着していた。

「ば、バカな！　乳首にハート形の絆ばん創そう膏こう、だと……！」

　俺の口から声が漏れる。莉生はまるでグラビアアイドルが前貼りをするかのように、その乳首に絆創膏を貼っていた。ハートって。ハートって！　すごく強い！

「ち、違うの！　郁いくちゃん！　これはそうじゃなくて、そのぉ……ううっ！」

　莉り生おはパーカーを慌てて閉め直し、その場に座り込む。

　エリ姉と燈とう華かはその仕草に顔を真っ赤にして、何な故ぜか顔を逸そらしてしまった。あなたたち、その子は男の子だからね？　別に見ちゃいけないものじゃないからね！

　そう。あれは「おっぱい」じゃなくて「雄っぱい」だから！

「恐れ入ったわ、莉生。まさか、そんな手法で郁を興奮させるとは。なるほどね。あなたの顔で胸の先端を隠したら、まるで貧乳女子が着エロしているみたいじゃない」

　一方、凜り々り花かは冷静に莉生の絆ばん創そう膏こうについてコメントしている。こいつだけは目の付け所が違う。発想がただのオッサンだ。

「あ、う……ぼ、僕は別にそういう理由で絆創膏を付けたわけじゃないよ！　り、凜々花ちゃんの変態！　スケベ！　痴女！」

　莉生は苦し紛れに凜々花を罵るが、しかし奴やつにとってそれは回復魔法に等しい。

「ありがとう、最高の褒め言葉だわ！　そうよ！　私は莉生やエリ姉と違って、この中で一番エロエロなの！　郁の視線を独り占めするくらいにはね！　悔しいでしょう！」

　そう言って凜々花は俺の方に、わざとらしく流し目をしてくる。うわ、エロい！

「はぁ？　セクシー具合で言ったら、年上の私が圧勝ですから。ね？　いーちゃん？」

　それに対抗するかのように、エリ姉も胸の下で腕を組んで、谷間を強調させる。
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　大きさは凜り々り花かの方が上だが、バランスで言えばエリ姉か……溢あふれ出る色香は、間違いなく十代には出せないものだしね！

「ちょっと、エリ姉！　いい年こいて何高校生を魅了しているのよ！　警察呼ぶわよ！　未成年淫行条例違反で一発退場させるわよ！」

「それで脅しているつもりかな？　留年を経験した私に怖い物なんて無いよ？　ん？」

　うわ。チーム巨乳が仲間割れを始めた。この隙に逃げ出したい。

　すると、その二人の争いにもう一人のアホな子が加わってしまった。そう、燈とう華かだ。

「お二人とも！　残念ですがお兄様の視線は私が独り占めしていますからね！　知っていますか？　お父様はスク水フェチなのです！」

　は？　まさか愛まな娘むすめに後ろから刺されるとは思わなかったわ……キレそう。

「そうなの？　郁いく？　わ、私だって家に帰ればスク水が……あっ！　もしかして郁は授業で私のスク水姿を見て、目覚めたのかしら？　スク水とは実質私の事では？」

「そうなの？　いーちゃん？　くっ……こんな事なら、燈華ちゃんにスク水を譲らなければ良かった！　あ、でも？　あれ私のスク水だから実質私に興奮しているのでは？」

　チーム巨乳の二人は支離滅裂な事を言い出しているし。実質地獄だろ、ここ。

「三人とも。そういう不毛な争いは止やめようよ！　郁ちゃんが困っているし！」

　見かねた莉り生おがチーム巨乳と燈華を宥なだめようとしてくれた、のだが。

「うるさいわね！　この争いは胸無き者はレギュレーション違反で参加できないわよ！」

　凜々花の言葉に、エリ姉と燈華も「そうだそうだ！」と同調する。イジメは止めて！

「……無くは、ないもん。無くはないもん！　うわあああん！」

　気け圧おされた莉生はそう叫んで、泣きそうな顔をしてその場から逃走してしまう。

　流石さすがにやり過ぎたと反省したのだろう。三人は誰一人俺と目を合わせようとしない。

「凜々花。エリ姉。燈華」

　名前を呼ばれて、目の前の美少女たちの肩が大きく跳ねた。

「あそこに女性専用エリアがありますね？　莉生を連れ戻して来るまで遊ばずに待っていなさい。反論があるなら聞くぞ。ただし胸の無い奴やつに限る。反論あって胸は無い人ー？」

　俺が怒っているのが口調で伝わったのか、三人は申し訳なさそうに無言で頷うなずいた。

　さて、一番慎つつましいお胸の方を迎えに行くとするか！




　俺は莉生が走って行った、スライダーの方へ向かって捜索を始めた。

　すると、莉生はすぐに見つけられたが……スライダーの入り口辺りでエリ姉と同じくらいの年齢の、女性二人に前後を挟まれている。え？　これって逆ナンですか？

　恐る恐る莉生の方へ近づくと、女性二人の声がよく聞こえた。

「ねえ、あなた。もしかしてお一人？　お姉さんたちが相手してあげようか？」

「女の子だけでも楽しいぞー？　寧むしろ男なんていらなくなっちゃうぜ！　ぐひひ！」

　うん。どう解釈してもナンパだ。しかも「莉り生おが女」だと思い込んだ上でのナンパ。

　混ざっていいの？　この百ゆ合りランドに俺が？　迷うけど、でも──。

「莉生、どうした？」

　気付けば俺は莉生の前に割って入っていた。百合ランドは閉園だ。

　当たり前だ。莉生の困った顔を見たら、そうせずにはいられない。

「あっ、郁いくちゃん……大丈夫。何でもないよ？　ただ声をかけられていただけ」

　莉生は困ったように笑う。それを聞いた相手の女性の一人である、金髪のショートカットヘアのサングラスをかけた格かつ好こいいお姉さんが、俺を一いち瞥べつして舌打ちする。

「うわー、男連れかよ……萎えるー。ねえ君、悪いけど彼女を貸してくれない？　ウチらが可愛かわいがって、しっかりと色を付けて返してあげるから。色気たっぷりで。ねー？」

　声音こそ優しいが、どう聞いても男への憎しみを痛いほど肌に感じる。屋根から差す紫外線よりも強力だ。相方の化粧が濃い赤毛のギャルもニヤニヤと笑っているし。

　大人の女性怖いよぉ……だけど、構うものか！

「返すも何も、こいつは俺の娘だ。お前ら二人に貸すわけがないだろうが！」

「郁ちゃん……！」

　ついその場の勢いで娘と言ってしまった。莉生は驚いた様子で俺の顔を見ている。

　この窮地を凌しのげるならどうでもいい。何とかしてこいつらを追い払わないと。

「娘？　えぇ……？　今の高校生の流は行やりなの？　タピオカの次は親子ごっこ、的な？」

「私たちもよく、姉妹ごっこでイチャイチャするし……そういうアレじゃない？」

　お姉さんたちは困ったように眉を顰ひそめる。誰だってそうなる。俺だってそうなる。

「まあ、いいか。だったらパパに改めてお願いするわ。娘さんをウチらにください！　これでいいかなぁ？　だからさ、クッサイ男はさっさと消えなー？　キャハハ！」

　しかしそれでも金髪お姉さんは仕切り直すように、俺を威嚇して莉生を見つめる。

　このプールはナンパ禁止だが、仕掛けてきた相手は女性だ。監視員は俺たちのやりとりに気付く気配すらないし。女性相手に怒るのは嫌だが、そろそろ俺も我慢の限界──。

「大丈夫だよ、郁ちゃん。僕に任せて」

　そんな俺の肩に手をかけて後ろに下がらせ、莉生はお姉さんたちに微笑ほほえんだ。

「ねえ、お姉さんたち。僕と一緒に遊んでくれるの？」

　莉生の言葉を都合よく解釈した金髪お姉さんが、その顔を途端に喜色に染めた。

「僕っ子とかウチの好物なんですけどー！　うんうん！　お姉さんが相手してあげる！」

「そう？　じゃあお姉さんに、たっぷりとイケナイ遊びを教えてもらおうかな」

　そう言って莉生はゆっくりとパーカーの裾を捲めくり、太ももを露出させる。

　最初は鼻息を荒くしていた二人組だったが、次第にその先、下半身が露あらわになるにつれて、顔がどんどん青くなっていくのが分かった。

　一体何を見せられているのか、背後からは全く確認できない。

「郁いくちゃんが嬉うれしい事を言ってくれたから、興奮しちゃった。ねえ、こんないやらしい僕で良かったら、お姉さんたちが相手してよ？　ふふふ……」

　それはきっと、彼女たちが最も聞きたかった台詞せりふのはずだろう。

　だけど二人はその誘いに乗る事なく、逃げるようにじりじりと後あと退ずさりしていく。

「え、えっと……こ、この顔で？　嘘うそでしょ？　偽物？　本物？　見た事無いから分からないよぉ……？　やっぱりその……す、すいませんでしたぁ！　間違えましたぁ！」

　二人は更衣室に向かって全力でダッシュし、その途中で何度も転びながらも、プールから完全に姿を消した。本当に熊にでも遭ったみたいだ。

「えっと、莉り生お……？」

「ねえ、パパ」

　莉生はパーカーを下ろしてから、俺の手を握って顔を赤らめる。

「僕、お昼はフランクフルトが食べたいな。少し休憩しようよ。えへへ」

　俺の言及を許さぬように、あるいは何事も無かったかのように振舞う莉生に、俺は何も言えずにただ頷うなずくしかなかった。




　それから俺と莉生は飲み物だけ買って、近くのベンチで休憩することにした。

　チーム痴女とはこの後ちゃんと食事を摂とる時に合流すればいい。女性専用エリアならナンパの被害も無いだろうし、年長のエリ姉もいる。少し頭を冷やしてもらおう。

「ありがとう、郁ちゃん」

　ベンチで横並びに座ってリンゴジュースを飲んでいると、莉生が突然お礼を口にした。

「さっきの事か？　何もできなかったけどな」

「ううん。そんな事ないよ。僕は……本当に嬉しかった。大好きな郁ちゃんがその場ば凌しのぎの嘘でも、僕を娘だって言ってくれて、泣きそうになったよ」

　莉生は頬ほおを赤らめ、恥ずかしそうに俯うつむく。俺はそんな莉生の頭を軽く撫なでてやった。

「嘘じゃないさ。俺はお前に言ったからな。娘になってくれって。だから当然だろう？」

「あはは。そうだね。でも実は……ううん。何でもない。パパ、パパかあ」

　俺の言葉を噛かみしめるように、莉生は何度も繰り返す。

「お父さんと一緒にプールに来ていたら、ああやって守ってくれたかな？　僕、あんまりお父さんと二人で出かけなかったから、分からないや」

「……守るよ、絶対に」

「え？」

「大好きな娘の為ためなら、命を懸けてでも守るはずだ。俺がさっき莉生を庇かばったように、お前の父さんだって、絶対にそうするさ！」

　それは、きっとかつての俺なら言えなかった言葉だ。確信と実体験が無かったから。

　だけど今は違う。燈とう華かという娘を持って、まだまだ父親歴は浅いけど、実の娘がどれだけ可愛かわいく、一緒にいて楽しいかが分かったから。

　莉り生おは小さく笑って、俺の手を握った。温かい。まるで女子のように細い指だ。

「ありがとう、郁いくちゃん。やっぱり昔から、僕にとって郁ちゃんは……かけがえのない人だよ。これまでも、これからもずっと！　ふふっ！」

　莉生の愛らしい笑顔を見て、俺の心臓は大きく跳ねた。

　ああ、そうか。未来の俺があのパパーツを託した理由が、分かったかもしれない。




　それから、俺と莉生はチーム痴女と合流して昼食を摂とり、夕方まで五人で遊び尽くした。

　その後着替えを終えると、エリ姉は課題の提出が、凜り々り花かは妹を迎えに行くらしくその場で別れた。二人とも、相当無理して時間を作って遊びに来たらしい。ガッツあるぜ。

　俺たち三人はせっかくなので、施設内の他エリアに向かった。

　プールだけはプレオープンだが、ショッピングエリアとゲームセンターは既に開業しており、ゲーム好きな莉生と燈華の提案で、ゲームセンターに向かう事にした。

「うわあ！　色々なゲームがありますね、莉生さん！」

　ゲームセンターに入ると、テンションの上がった燈華が莉生に言う。

　莉生もまた、同じように目を輝かせながら周囲を見回している。

「そうだね、燈華ちゃん！　うわー！　最新のＶＲゲームもある！」

「いいですね、ＶＲ！　ね、お父様！　今日はお小遣い下さいよ！　紙で一枚ほど！」

　燈華は俺の手を握って、ぐいぐいと奥へと引きずり込もうとする。硬貨じゃなくて紙幣指定なのはアレだが、確かにいつも洗濯と掃除を任せているし、少しくらいいいだろう。

「ちょっとだけな。ん？　莉生？」

　横に立っていた莉生もまた、俺の上着の裾を少しだけ引っ張ってくる。

「か、可愛い僕にもお小遣いをくれないかな……パパ？」

　上目遣いで見つめてくる莉生は自分で言っておきながら、慣れていないせいか顔を赤くしている。照れるくらいなら言うな！　可愛いけど！　よし、今日はパパ活するぞぉ！

「子供二人にせがまれる親の気持ちが分かったよ。少しだけだぞ、二人とも！」

　俺が財布を取り出すと、二人は楽しそうにハイタッチを交わす。あ、こいつら……。

「わーい！　やりましたね、莉生さん！」

「うん！　計画通りだね、燈華ちゃん！」

　やっぱり裏で手を組んでいやがったか！　随分とまあ、仲良しになったねぇ！

　でも、二人には色々と世話になっているからな。ゲーム代くらい安いものだ。

「仕方ないな。それで、最初はどれをプレイする？」

　俺が尋ねると、燈とう華かが「あー！」と叫んで一つの筐きよう体たいを指差す。

「あのペンギンストラップ、最高にクールじゃないですか？　気に入りました。今日あの子たちを全て持って帰りましょう。我が家を動物園にするのです！」

　燈華は一番に駆け出して、ストラップのある筐体にへばりついた。

　近寄って見てみると、小型のクレーンゲームだった。平台にたくさんストラップが山積みされており、バランスを崩せば滑り落ちてきそうだ。ここはプロに任せるとしよう。

「莉り生お、頼めるか？」

　俺が五百円玉を渡すと、莉生は自信満々に笑ってそれを受け取る。

「もちろん。僕の実力は、郁いくちゃんも知っているでしょう？」

　莉生はその五百円玉を投入し、六回分のプレイ権を獲得してボタンを操作し始める。

　言うだけあって、莉生はかなりクレーンゲームが上う手まい。一度目で攻略法を見み出いだしてからは、二度目、三度目のプレイで同じようにストラップを滑らせていく。

　そして四度目。着実に落とし口へ近づいたストラップが、やっとその穴へと落下した。

「わーい！　やりましたね、莉生さん！　お見事です！」

　莉生は取り出し口から景品を引き出し、それを燈華に手渡した。

「はい、どうぞ。大事にしてね、燈華ちゃん。僕と郁ちゃんの努力の結晶だよ」

「大事にしますとも！　可愛かわいいですねえ、ペンギンさん……えへへ、ありがとうございますね、莉生さん！」

　燈華は莉生に抱き着き、顔を莉生の胸元に埋うずめる。な？　平たいだろ？

「そこまで喜んでもらえると照れるなあ。ふふっ」

　莉生は燈華の頭を優しく撫なでてあげていた。親子というか、姉妹みたいだな。

　それから莉生は残るプレイでストラップを同時に二個取る神業を見せ、たった五百円で合計三つのストラップを手に入れてみせた。

「はい、郁ちゃんにもあげる。これで僕ら三人、お揃そろいのストラップだね。えへへ！」

「おお、ありがとう。しかし相変わらず見事な腕前だな、莉生！」

「そうでしょう！　もっと褒めてもいいよ！　それに……あれ？　どうしたの、君？」

　莉生は俺の背後に立っていた、小学校二年生くらいの少年に声をかけた。

　少年は目を真っ赤にしている。もしかして、親とはぐれたのか？

「お姉ちゃん……凄すごいね。僕、一個も取れなかった。お小遣い貯ためて来たのに、全部無くなっちゃって……お姉ちゃんにお願いすれば、良かったかなあ……ひ、ぐっ」

　なるほど。どうやら少年は先客としてこのゲームをプレイしたのか。

　その小さな手にはビニール製の小銭入れを持っているが、透明なので中身がとてもよく見える。うん。一円も入っていない。どうやらボロ負けしたと見える。

「君、ペンギンさんが好きなの？」

　莉り生おが尋ねると、目に涙を浮かべながらも少年は何度も頷うなずき返した。

「う、うん！　僕、ペンギンが好きで将来はペンギン屋さんになりたいの！」

　えらくニッチな職業だと思ったが、子供特有の現実感の無い夢だろう。

　いや、俺が知らないだけでペンギン専門店があるのかもしれないけど。

　そんな少年の頭を撫なでて、莉生はその小さな手を握った。

「そっか。ペンギンさん僕も好きだよ。じゃあ、お姉さんから君にプレゼントをあげる。君のペンギン屋さんにやってきた、最初のペンギンさんだね」

　莉生は少年に先ほど手に入れたストラップを握らせた。

　少年は目を丸くし、そのストラップと莉生の顔を交互に見ている。

「い、いいの？　あ！　お、お金！　お金払わないと！」

「いいよ、お金なんて。僕、ペンギンを育てるのが下手だから。君にその子を可愛かわいがってもらおうかな。ね？　売るわけじゃなくて、君に任せるの」

　莉生の言葉を聞いた少年は、弾はじけるような笑顔を見せてから深く頭を下げた。

「ありがとう、お姉ちゃん！　僕、立派なペンギン店長になるから！」

　礼儀正しいペンギン少年は走り出し、その途中で振り返って、腕が壊れんばかりに大きく手を振る。うん。あの子ならいい店長になれそうだ。

「良かったのか？　莉生。お前もペンギン好きだろうに」

　俺が聞くと、莉生は小さく笑って頷いた。

「いいの。僕にとってはただのゲームの景品でも、あの子にとっては宝物になるはずだから。でもまあ、僕をお姉さん扱いするのはどうかと思うな！」

「あはは。子供の純粋な目にはそう見えたわけだ。じゃあ、これは俺からのプレゼント」

　俺はわざとらしく頬ほおを膨らませている莉生の手に、ストラップを握らせた。

「くれるの？　郁いくちゃんにせっかく取ってあげたのに」

「いいよ、別に。優しいお姉さんへの、優しいお兄さんからの贈り物だ」

「もう！　またそうやって僕をからかう！　でも、ありがとう。大事にするね！」

　莉生はストラップを握りしめ、とても嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　元々はお前の物だろうに。全く、萌もえる仕草ばかりする娘だな、こいつは。

「お二人とも。私を忘れていませんか？　入る余地が無かったので黙っていましたが！」

　燈とう華かは俺と莉生の手を掴つかんで、怒ったようにぐいぐいと引っ張る。

　俺と莉生は互いに顔を見合わせてから、息を揃そろえて答えてやった。

「すまん、忘れていたわ」

「ごめん、忘れていたよ」

　俺たちのコンビプレイに、燈華は一瞬驚きつつもすぐにまた膨れっ面になる。

「何ですか、その合わせ技は！　いいから他のゲームをやりましょうよ！　そして最後に自販機でアイスを食べて帰りましょう！　そうしましょう！　うひょー！」

　燈とう華かは俺の財布を奪い取って、そのまま別のゲーム機に向かって走って行った。

「おい！　親の財布から金を盗むな！　親不孝娘！　行くぞ、莉り生お！」

「あはは。そうだね、パパ。僕は非行をしないから、安心していいよ！」

　俺たちは燈華の後を追って、二人並んで駆け出した。







　すっかり日が暮れる頃、俺たちは施設を出て自分たちの町へ帰った。

　駅からは俺の家の方が近いので、途中で莉生とは別れる事になるのだが。

「お父様。莉生さんを送ってあげましょうか！」

　アパートの前で燈華がそんな提案を、俺にしてきたのだった。

「え？　別に送らなくても……」

「お父様」

　思わず拒否しようとした俺を引っ張って、燈華は莉生から離れた場所で話し始める。

「可愛かわいい娘をこんな夜の街で一人歩かせるのは危険です。そういう気遣いをしてあげられないと、一生独身のままですよ？　私の義妹を送るべきです！」

「う、うむ。そうか……分かったよ。お父さんが間違っていました。独身は嫌です」

「よろしい！　それに莉生さんもママリティはかなりのものですよ？　あの子供への対応は正に聖母でした。ぶっちゃけ、私はあの方がママでも構いません！」

「……それこそ、俺は一生独身になってしまうかもしれないのですが」

　とはいえ、燈華の言葉には一理ある。莉生とは長い付き合いだけど、あいつがあんなに母性に満ちた振舞いをできるとは思わなかった。ちょっと見直したくらいだ。

　俺たちが話を続けていると、莉生がゆっくりと近寄って来た。

「郁いくちゃん？　もしかして、本当に送ってくれるの？　別に僕の家はここから遠くないし一人で帰っても……」

「いえいえ！　お姉ちゃんとお父様が一緒に送りますよ、マイシスター！」

　燈華は俺の背中を思いっきり突き飛ばし、無理やり莉生の横に並ばせた。

「お、おう。良かったら送るけど、どうする？」

　俺が莉生に言うと、莉生は「うん！」と嬉うれしそうに手を握ってきた。

「それじゃあ最後まで、可愛い僕をエスコートしてね！　パパ！　お姉ちゃん！」

　こいつ、何かちょっと燈華に悪影響を受けているような……こんなに自己評価高かったかな？　普段なら女の子扱いすると怒るし。今日だけで二度目だぞ。

「それじゃあ燈華、可愛い次女を送ってあげるか」

「了解しました！　アネリティの高さを見せてさしあげましょう！」

　そう言って燈とう華かは莉り生おの隣に並んで、まるで本当の姉妹のように談笑する。

　将来、俺が本当に頑張って二人目を育てたら……こんな光景が見られるかもな。




　莉生の家は十五階建てのマンションで、その二階に部屋がある。

　エントランスを抜けて莉生の部屋へ向かうまで、他た愛あいの無い雑談をしながら俺たちは同じ時間を過ごした。うん。色々あったが、これが一番しっくり来る。

　中学の時からお互い、くだらない話で盛り上がれる親友。それが俺と莉生だ。

「それじゃあ莉生。今日は楽しかったぞ」

「莉生さん！　今度またお姉ちゃんと一緒に遊びましょうね！」

　部屋の前までやってきて、莉生が玄関の扉を開けるのを見届けてから俺と燈華は別れようとした。だけど、莉生は一向に中へと入っていかない。

「莉生？」

「ねえ、郁いくちゃん、燈華ちゃん。良かったら少し上がっていかない？　まだ夕方だし」

　俺と燈華は顔を見合わせてから、互いに頷うなずいてお邪魔することにした。

　何だかんだ、燈華も莉生の事が気に入ったみたいだな。

「それじゃあちょっとお邪魔しようか。なあ、燈華？」

「はい！　莉生さんのお部屋、気になりますし！」

　俺たちの返事を聞いて、莉生はとても嬉うれしそうに微笑ほほえみ、玄関の扉を大きく開けた。

「それじゃあ二人とも、入って」

　莉生の部屋は玄関から入ってすぐの所にあり、六畳ほどの室内には机とベッドと、ゲーセンで集めた景品等を並べる大きなラック、それにテレビが置かれた丸テーブルがあるだけの、シンプルな部屋模様。

　男子高校生らしく、テレビには新型のゲーム機が繋つながれている。女の子らしい小物は一切無く、部屋の様相だけ見れば、ちゃんと男子高校生の部屋だ。

「それじゃあ、紅茶を淹いれてくるね。昨日焼いたお菓子も持ってくるから」

　莉生は俺と燈華に座布団代わりのクッションを渡して、部屋から出ていく。

「女子か、お前は」

「正解！　パパの娘です。なんてね？」

　そんな風に笑って莉生はキッチンへ向かい、俺と燈華が部屋に残される。

　ちなみに燈華は真顔で学習机を眺めている。この時代の教材が珍しいのだろうか。

「おい、燈華。あまり友達の部屋を物色するものじゃないぞ」

「あ、は、はい！　いやー、可愛かわいい義妹の部屋に来るのは初めてですから、ついつい気になっちゃいまして！　えへへ？」

　俺が声をかけると、燈とう華かは何な故ぜだか焦りながら振り向いた。

　何だろう？　少し不審に思ったが、間もなくして莉り生おが部屋に戻って来た事もあり、俺はそれ以上追及できなかった。

「お待たせ！　あのね、二人とも。僕、昨日新作ゲーム買ったの！　三人でプレイできるから、一緒にやろうよ！」

　莉生はゲーム機を起動して、俺と燈華にコントローラーを渡す。

　うん。いつもの莉生だ。この部屋に来ると、俺たちは決まってゲームをする。男同士の家遊びなんて、大概そんなものだと思うし。

　だけど、俺はこの時間が好きだ。エリ姉や凜り々り花かを相手にするのとは違う。何の気遣いもしなくていい、莉生との時間が。

「うひょー！　私、この時代の……じゃなかった。このゲームシリーズ大好きですよ！　よく小さい頃にママとお父様と三人でやっていましたから！」

　燈華は莉生の横に座って、懐かしむように最新ゲーム機のコントローラーを触る。

　ん？　今かなり自然に、大事な話をしなかったか？　俺の知り合いの中で、ゲームをやるのは莉生だけ……なのだが。凜々花は基本的にアプリゲームしかやらないはずだし。

「ほらほら、郁いくちゃんも！　可愛かわいい娘二人に、パパは勿もち論ろん接待プレイしてくれるよね？」

　俺は考えるのを止やめて、娘二人の間に割って入るようにして座ってやった。

「ふっ……甘いな、娘ども。全力で俺を倒しに来い！　そして俺の屍しかばねを越えていけ！」

　それから俺たちは対戦プレイを楽しみ、気付けば外はもう真っ暗になっていた。

　俺の家はここから近いとはいえ、そろそろ夕食の支度もしないといけない時間だ。

　そろそろ帰ろうかと燈華と顔を見合わせると、直後に莉生のスマホが振動する。

「あ……！　ごめん、二人とも。ちょっと待っていて」

　莉生は画面を見た途端、すぐにゲームを中断して部屋を出て行ってしまった。

　一体誰からだろう？　俺と燈華はコントローラーを放し、手を休める。

「いやあ、親子の団だん欒らんはいいものですね！　しかし私のお父様、ゲーム下手過ぎでは？　結局私と莉生さんに勝てずじまいでしたし？」

「なあ、娘二人でお父様一人をボコボコにして楽しかったか？」

「ええ。未来の家庭でもお父様は常に二対一を強いられていましたから！」

「何それ。聞きたくなかった……！　そのことだけど、燈華。お前のママって」

　生意気に笑う燈華に、俺は未来の事を尋ねようとする。

　もし燈華のママ、俺の結婚相手がゲーム好きなら……その相手は一人しかいない。

　あり得ない話かもしれないけど、もしかして俺にとって莉生は──。

「おや？　今、何か大きな音がしましたね？」

　思考している最中、部屋の外から大きな鈍い音がした。

　燈とう華かに言われて、俺は部屋を出て廊下の様子を窺うかがう。すると、そこには……。

「莉り生お！　どうした！」

　スマホを廊下に落とした莉生が、目に涙を浮かべて座り込んでいた。

　俺が駆け寄っても、莉生は動かない。茫ぼう然ぜん自失のままだ。

「莉生……？　何か、あったのか？」

　すると、ようやく莉生が口を開いて滔とう々とうと語り出す。本当の「父」の事を。

「母さんから電話があって……お父さん、来月になって正式に離婚届を提出するかもしれない、って……。この町を出て、僕と母さんから離れるつもりみたい……」

　そう言われて、俺は思わず絶句してしまう。親子の絆きずなが途切れかけている、その瞬間を目の当たりにして。だけど、莉生は弱弱しい口調で話を続けてくれた。

「郁いくちゃん……僕と父さんは、どういう関係だったのかな？　母さんと父さんは不仲だけど、父さんは僕をどう思っているのかな？」

　次第に、莉生の声がどんどん弱弱しくなっていく。

　莉生は俺のシャツを震える手で掴つかんでから、ゆっくりと顔を上げる。

　女の子のように綺き麗れいな莉生の顔は、流れる涙でぐちゃぐちゃになってしまっていた。

「教えてよ、パパ。僕は……父さんに嫌われちゃっていないかな……？」

　莉生の言葉に、俺は一瞬言葉に詰まってしまう。俺は莉生の父じゃない。実際血は繋つながっていないし、何より同級生だ。他人が見たら偽物の、おままごとにすぎない。

　だけど、「パパ」として言える事はある。燈華という娘を持つ、「親」としても。

「莉生、あのな」

「嫌うわけ、ないじゃないですか！」

　だけど、俺の言葉を制して叫んだのは……血の繋がった娘である、燈華だった。

　燈華は莉生の両肩を掴んで、真っすぐにその目を見つめて言葉をぶつけ始める。

「いいですか、莉生さん。親子の関係というのは、切っても切れないものです。血で繋がった二人は、この世界で唯一無二の関係で、誰にも否定できません」

　燈華の言葉はとても力強かった。もしも俺が道を誤れば、燈華の存在は変質してしまうというのに……そんなことは、全く関係無いとさえ断言するかのように。

「だ、だけど。それはあくまで事実であって好き嫌いは」

　莉生が反論するも、しかし燈華はそれ以上口を挟む事を許さなかった。

「いいえ、断言します！　お姉ちゃんが教えてあげます。娘というのは、世界で誰よりもパパに甘えていい存在です。そして……パパもまた、娘を甘やかしてくれる存在です！」

　言い終えて、燈華は俺を見て嬉うれしそうに笑った。

　莉生と同じく「子」として言えるのはここまで。後はお願いしますよ、お父様。

　そんな燈華の主張がハッキリと伝わってきて、俺は莉生の前に腰を下ろした。

　あのパパーツの使い道が、ようやく分かったよ。

　莉り生おを娘として見て……そして、莉生が望んでいる言葉をかける為ためだ。

「嫌うわけがないだろうが。自分の可愛かわいい娘……子供から連絡が来たら、俺なら嬉うれしくて周りに自慢するよ。大切な繋つながりのある我が子を、嫌う親はいない」

　例えば俺が将来、一生を過ごすつもりだった女性と喧けん嘩か別れをしたとしても。

　その間にできた大切な娘を……燈とう華かを、嫌悪する事なんてあり得ない。

　どんなに遠く離れても、妻に顔が似ても、俺は父であり、燈華は娘だから。

　だから、それはきっと莉生のお父さんも同じことだ。

「なあ、莉生。お前が俺の誘いを受けて娘になってくれたのは、逆に言えばお父さんへの愛情の裏返しだろう？　お父さんにもう一度愛されたくて、俺をパパにした」

「……そう、かな。うん、きっとそうだね。ごめんね、郁いくちゃん。まさかの誘いだったけど、僕は郁ちゃんの提案が嬉しくて、甘えちゃった」

　莉生は困ったように笑いながら、その目元に滲にじんだ涙を拭った。

　うん。やっぱり莉生には、無邪気な笑顔がよく似合う。

「謝らなくていい。だから、その想おもいをお父さんに伝えればいいじゃないか。余計な言葉なんていらない。どれだけ好きなのか、語ればいい。もしそれでお前が拒絶されたら……郁パパがお前の頭を撫なでてやる！」

　俺は莉生の髪を思いっきりぐしゃぐしゃにしてやった。今は優しく撫でるよりも、こうしてやる方が、いつもの俺たちらしいと思う。

「あはは！　くすぐったいよ、もう！　僕は幸せ者だな……こんなに優しいパパとお姉ちゃんに、素敵なアドバイスを貰もらえて。ねえ、パパ？　今日でこの関係を終わりにするから」

　莉生は俺に強く抱き着いてきて、耳元で囁ささやく。

「今だけは僕を甘やかしてくれますか？」

　甘えん坊な俺の娘によく似た、その行動にちょっとだけ驚いてしまう。

　莉生はもしかしたら本当に燈華の……いや、止やめよう。それは考えなくてもいい。

　俺と莉生は、今はこのままでいい。パパと娘……実の家族じゃないとしても、家族の絆きずなと同じくらい強い、信頼関係があるのだから。

「ちょっとぉ！　お二人で抱き合うのはいいですが、私も混ぜてくださいよ！　お姉ちゃんだからといって、これ以上は我慢したくないです！　ていっ！」

　そんな俺たちに混ざるように、燈華が飛び込んでくる。我慢のできない娘だな。

「むっ。郁ちゃんの隣は、燈華ちゃんに渡さないよ！　僕の特等席だから！」

　莉生は「ふへへ」と、既視感のある笑いを浮かべて、燈華とじゃれ合う。

　その笑い声もよく知る誰かに似ているけれど、それは置いとくとして、だ。

　こうして、俺と莉生の親子関係は幕を閉じたのだった。







　その後。莉り生おはお父さんと再び連絡を取り合うようになったらしい。

　莉生から手紙を貰もらった父親はかなり喜んで、すぐに莉生に電話をかけてきたそうだ。それから何時間も話した結果、しばらくの間、二ふた重え家の離婚は保留になったらしい。

　莉生の母もまた、父子の関係が壊れなかった事に安あん堵どしたみたいで、「自分たち」の子供が父母どちらも嫌わずに済んだ事が、何より嬉うれしかった……とのことだ。

「子供と父の絆きずなが家庭を繋つなぎとめたわけですね！　いやー、今回のお父様の頑張りは素晴らしかったですよ？　とても感動しました！」

　学校から帰宅して、燈とう華かに一部始終を話してやると、燈華はとても嬉しそうな反応を見せてくれた。父と娘の関係に、何か思うところがあったのだろう。

「お父様が離婚したら、燈華ちゃんは悲しくて死んでしまうかもしれませんけどね！」

「いや、離婚も何も結婚すらできてないけどね！　莉生との関係は終わったけど、お前にとっては可愛かわいい義妹がいなくなって、一安心か？」

「何を言うのです。私は仮に義妹ができても、血の繋がりがある以上お父様にとって唯一無二ですから。お姉ちゃんは嫉妬しないのです。いつだって一番なので！」

「あはは。よくできた子だな、お前は。燈華お姉ちゃん、ちょっとこっちに来なさい」

　俺はテーブルの向かい側に座る燈華を手招きする。

　燈華は「何です？」と首を傾かしげながらも俺の横に座ってくれる。

　まだ慣れない手つきかもしれないけど、俺は燈華の小さな頭を撫なでた。

「お、お父様？　どうしたのですか、急に！　デレ期ですか！」

「ああ、俺はお前にデレデレだ。だから一応、ちゃんと伝えておくぞ」

　今回の一件で、俺は燈華に伝えたい事があった。父と娘の関係。今はまだ、俺と燈華が一緒に過ごした時間は短い。だけど、それでも揺るぎない想おもいは確かにある。

「将来何があっても、俺はお前の傍そばにいる。ずっとその成長を見届けるからな」

　言っていて恥ずかしくなってしまい、言い終えた後で顔が真っ赤になるのが分かった。

　そんな俺に燈華は目を細めて、それから思いっきり抱き着いてきた。

「と、燈華？」

「ふふふ。知っていますとも。お父様が私を愛してくれている事は！　未来でもその言葉を言ってくれましたからね。不思議ですね……いつの時代も、お父様はお父様です！」

　燈華は俺の膝の上に飛び乗って、そのまま俺の腕を自分の腰辺りに巻き付けた。

「はい！　お父様シートの完成です！　この玉座には選ばれし娘しか座れないのです！　つまり私ですね！　私こそが！　お父様の！　オンリーワンです！」

「……あ。やっぱり莉生に嫉妬していたな、お前？　んー？」

　俺がそう言うと、燈とう華かの両肩が跳ねた。あ、図星ですね？

「ち、ち、ち……違いますけどぉ！　いい娘は！　嫉妬しないのですから！　それよりお父様！　さっきから私のお尻の下が振動していますよ！　実の娘に何を……？」

「スマホのバイブだろうが！　誤解を招く言い方は止やめろ！」

　俺は燈華を抱えたまま少し腰を浮かせて、制服のポケットからスマホを取り出した。

　莉り生おからメッセージが送られてきたみたいだ。写真が添付されている。

「燈華。可愛かわいい義妹から、とても可愛い写真が送られてきたぞ」

　俺はそのままスマホを燈華の目の前に持っていき、その写真を見せてやった。

　とても可愛らしい、女子のような男子が写ったその写真を。

「えーっと……『郁いくちゃん、僕が本気を出したら、こんなに可愛いって知っていた？　これからは燈華ちゃんに負けないくらい、パパに甘えるからね♡』ですか……」

　そこには、パパーツを……あの女子用制服を着用した莉生が写っていた。

　どう見ても女の子です、本当にありがとうございました。

「不覚にも萌もえた。なあ、燈華。もう一回妹が欲しくないか？　俺はアリだが？」

「だ、ダメです！　絶対にダメですよ！　もうあんなに可愛い妹は勘弁です！　今度は私とお父様の二人だけでプールに行くのですから！　あ……そういえば」

　燈華は俺の膝の上に座ったまま、顔だけこちらに向けて尋ねてくる。
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「何だ？　言ってみろ」

「莉り生おさんのお部屋で、実は書きかけの手紙を見つけてしまいまして。その文末には、こう書かれていたのです」

【あなたを愛する娘、莉生より】

　燈とう華かの言葉を聞いて、俺は思わず身体からだを震わせた。どういう事だ……？

　もしかして、莉生は本当に──？

「ねえ、お父様。莉生さんはプールで、ナンパしてきた女性たちにナニを見せたのでしょうね……？」

「……言っておくぞ、燈華。真相はパンツの中だ」




　大きすぎる謎を一つだけ残して、莉生との一件は終着を迎えた。

　だけどこの謎は、パンツの中に置いていこう。

　時間が経たてば、いつか分かるかもしれない。だから、それでいい。




　莉生は俺にとってエリ姉とも、凜り々り花かとも違う時間を共にした……大切な親友だから。







　こうして、俺と莉生の関係は再び健全なものへと戻っていった。

　今の俺たちは恋人でも親子でもなく、友達同士の道を選んだけれど。

　近い将来、またこの形は変わっていくのかもしれない。

　俺が莉生への「見方」を変えて、莉生が自分の「魅せ方」を変えたら、あるいは。




　残されたママ候補は、遂ついにあと一人となった。

　果たして俺の幼おさな馴な染じみは、俺たちのママになりえるだろうか？

　かつて俺の幼馴染は、幼稚園の頃に二人で遊んだおままごとの中で、こう言った。




『しょうがないから、私が郁いくの奥さんになってあげる！　ご飯も作ってあげるし、毎日チューしてあげるからね！　えへん！　あと一緒に寝て？　あげる！』




　思い返せば当時からママリティが高くて、痴女力も高い奴やつだったな。寝てあげる、という意味は分かってなかっただろうけど。




　鳴なる海み凜々花。あいつが燈華のママになったら、色々と悪影響を与えそうでちょっと不安だけども……俺は燈華を娘として迎える為ためなら、何だってやってやる！
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　燈とう華かとの生活もすっかり慣れた、四月の下旬。

　そろそろ大型連休が差し迫ってきた頃、俺はいつも通り買い物を済ませて帰宅する。

「ただいま。頼まれていた食材とお菓子、食器類を買ってきたぞー」

　部屋に入ると、香辛料とトマトの匂いが鼻をくすぐった。今日はカレーらしい。

　不思議な感覚だ。少し前まで、この部屋には俺以外誰も足を踏み入れなかったのに。

　だけど今では、俺の帰りを待ってくれる愛いとしい娘がいる。

「おかえりなさいませ！　ふへへ！　約束のチョコは買ってくれましたか？　あのキノコの形をした、世界で一番美お味いしいお菓子ですよ！」

　台所に立つ燈華は調理の手を止めて、俺の手からビニール袋を受け取る。

「残念だな。それは世界で二番目に美う味まいお菓子だ。世界で一番美味いお菓子はタケノコの形をしている。売り上げも勝っているし」

　俺がビニール袋を手渡しながらそう言うと、彼女は拗すねたように頬ほおを膨らませる。

「ぐぬぬ！　それを言ったらぐぅの音も出ませんね！　あ、私のお腹なかはぐぅぐぅですがね！　先にご飯にしますか？　夕食にしますか？　それとも、で・ぃ・なー？」

「全部メシじゃねぇか！　リクエスト聞く気ゼロかよ！」

「あ。それとも私を美味しく召し上がりますか！　えへっ！」

　燈華は口元を緩ませて俺に抱き着いてくる。うーん、この生き物、あざといなあ？

「そういうネタはお腹一杯です。全く、お前といると毎日が飽きないな」

　燈華はゆっくりと顔を上げ、嬉うれしそうに目を細める。

「ねえ、お父様。こうやって可愛かわいい娘に愛される生活、素敵じゃないですか？」

「そうだね、最高だね。コンロの上に魔界への扉が開かれてなければ、ね……何それ」

　俺が横目で鍋の中身を見ると、真っ赤……と言うより、血の色に似た何かが煮詰められていた。おかしいなあ？　部屋に入る前は、今日の夕食はカレーだと思ったのにね？

「何って？　燈華ちゃんお手製のカレーですよ？　待望の手料理ですよ、お父様！」

　しかし燈華は何の疑問も抱いていないようで、首を小さく傾かしげる。

「この、湯気が目に当たると痛い物が？　これ未来の料理？」

「え？　ただのカレーですよ？　店員さんにオススメの辛い調味料を教えてもらって、それを一瓶ぶち込んだだけです。お父様、辛党だと聞いたので！」

　燈華が手にしたのは、ドクロマークの書かれたソース瓶だった。輸入品らしく英語で色々注意書きが記載されているが、「フィール・アライブ」という一文が特に目を引く。

「さあ、お父様！　一口食べてみてくださいよ！　はい、あーん！」

　嫌だ。絶対食べたくない。本能が拒絶している。食べたら多分死ぬよ、これ。

　だけど世界一可愛かわいい娘に「あーん」を催促されて、断れる父親がいるだろうか？

　自分が苦しむ以上に、俺は娘の泣き顔を見たくないから。ねえ……今から、食べるよ！

「あ、あーん……ごげぇ！　ぐ、ぐふぉ……お、ああっ……！」

　一瞬、母さんの顔が浮かぶ味だった。おふくろの味じゃなくて、走馬灯的な意味で。

　シンクで口をゆすぎ、俺は額に滲にじんだ汗を拭って燈とう華かを問い詰める。

「味見した？　ねえ？　味見した？　燈華ちゃん？」

「味見ぃ？　何な故ぜです？　レシピ通り作ったカレーですよ？　そこに調味料を入れただけですし。そのソースと、お父様への愛情という隠し味をたっぷりと！　でへへ！」

　燈華は両手でハートを作り、可愛らしくウインクする。どうやら、躾しつけが必要らしい。

「分かった。じゃあ俺も愛を込めてやるから、お前も食べてみろ。はい、あーん」

「あ、あーん……ぐげぇ！　ご、ごふぁ……あ、おおっ……！」

　燈華は父親譲りのリアクションをしてから、シンクで口をゆすいで額に滲んだ汗を拭った。うん、それさっき見た。ていうか、俺がやった。

「殺す気ですか！　これを作ったシェフを呼んできてください！　ぶちのめします！」

「鏡ならそこにあるぞ。とにかく、食えないのは分かったな？　まあ、せっかく燈華が作ってくれたものだし、冷凍して保存しよう。少しずつ食べればいいだろう」

「お父様……！　可愛い娘を泣かせないために、この毒物を処理してくれるのですね！」

「こいつ自分が作った物を毒だと認識しやがったぞ……？　ほら、お昼とかに丁度いいかなって思ってさ。俺がいない間、燈華が昼飯に困る事もなさそうだし」

「死にますから！　私の胃とお尻が、死んでしまいますからぁ！」

　燈華は涙目で俺に縋すがってきて、ぷるぷると小刻みに首を横に振る。どうやらかなりトラウマになったらしい。その恐怖を生み出したのは己自身だぞ？　乗り越えていけ。

「まあ、それは半分冗談として、今日は弁当でも買いに行こうか」

「え？　半分は本気、なのですか……？　おかしいですねぇ……？」




　俺たちはアパートを出て、少し離れた商店街の中にあるお弁当屋へ向かった。

　夕方という事もあり、商店街はどこも活気づいている。近くに大型スーパーなどもあるのだが、この古き良き商店街を愛する住民は多い。

「あ、お父様。あそこに私のママがいますよ！」

　燈華がそんな事を言って弁当屋に向かって走り出したものだから、心臓が跳ねた。

　だけど、その先にいたのは黒髪に金のメッシュが入った、長い髪を揺らしているスズメバチヘアの幼おさな馴な染じみだった。

「凜り々り花かさん！　グッジャス！」

　燈とう華かが謎の挨拶をすると、それに気付いた凜り々り花かが振り返った。

「あら、燈華ちゃん。グッジャス！　お買い物かしら？　それに郁いくもいたのね」

「オマケ扱いかよ。それより何その挨拶……女子高生の間で流行しているのか？」

　俺が二人の間に割って入ると、凜々花は「ふっ」と鼻を鳴らした。煽あおってんのか？

「どちらかが地球外生命体に意識を乗っ取られていても分かるように、私たち二人で作った挨拶よ。そんな事も分からないのかしら。地球人って愚かね。キシャシャ！」

「乗っ取られている！　語尾まで完全に乗っ取られていますよ、凜々花さん！」

　俺の幼おさな馴な染じみがこんなに人外なわけがない。それはさておき。

「楽しい会話をありがとう。それじゃあ俺、からあげ弁当買って帰るわ」

「ちょっとぉ！　もっと構ってよ！　お互い鎖骨から下乳まで見せ合った仲でしょう！」

「範囲狭くない？　顔を見合わせるのは今日が初でしたっけ？」

　俺は凜々花の話を流して弁当の物色を再開すると、凜々花が大きくため息を吐つく。

「ねえ、郁。お弁当もいいけど、ちゃんと料理はしているの？　燈華ちゃんをその食生活に付き合わせていないわよね？　って、何で目を逸そらすのよ、あなたたち？」

　凜々花に追及され、俺は先ほどアパートで見た地獄のカレーを思い出す。

　俺たち親子の反応を見て、凜々花は何かを察したようで、燈華が手に持っていた幕の内弁当を優しく取り上げ、それを棚に戻してからある提案をしてくる。

「……よし、燈華ちゃん。今日、私の家で食べましょうか？　こう見えても料理は得意なのよ、私。うちの家族も喜ぶと思うわ。チョコプリンもあるわよ！」

「わーい！　行きます！　私は今日から凜々花さんの家の子になります！」

　うわ、餌付けされやがった！　お父様の事を世界一大好きとか言っておきながら、プリン一個で揺らいだよ、俺たちの血縁関係！　プリンだけに揺れやすいね！

「いいわよ。私も将来燈華ちゃんみたいな娘が欲しいし、未来から前借りね。どこかの幼馴染と違って素直だし、可愛かわいいし、育て甲が斐いがあるわー」

　凜々花は燈華の頭を撫なでながら、目を細めて俺の顔を見つめてくる。

　来たければ郁も来れば？　その顔に浮かんだ言葉を見て、俺は観念した。

「ぼ、僕もご一緒させていただいてもよろしいでしょうか……？」

　俺の丁寧な言葉を聞いて、凜々花は意地の悪い笑顔を浮かべる。あ、嫌な予感がする。

「うふふっ、ダメ。もっとママに甘えるように言いなさい」

「ま、ママに？　いや、ちょっとそれは……」

「そう？　ならばその冷たいから揚げ弁当を、独身男性よろしくアパートの部屋で、一人ぼっちで食べればいいわ。燈華ちゃんはママが温かいご飯を作ってあげますからねー？」

　言われた燈華は目を輝かせ、凜々花に抱き着く。お父さんのここも空いていますよ？

「えへへっ……燈華ちゃん、凜々花ママだいしゅきぃ……」

「完全に脳が溶けていやがる……わ、分かったよ！」

　でも甘え方が分からんな。よし、ここは燈とう華かちゃんスタイルでいくか！

　俺は覚悟を決めて、凜り々り花かの傍そばに近づいて、凜々花だけに聞こえるように囁ささやく事にした。

「凜々花ママ、だいしゅきぃ……」

　そう言った直後、買い物カゴで殴られた。全力で。理不尽である。

「そこまで言えとは言っていないわよ！　バ、バカ！　ドヘンタイ！」

　凜々花は顔を真っ赤にして、「惣そう菜ざい買ってくるから待ってなさい！」と怒りながら弁当屋の奥に行ってしまった。

「女心は分からないなあ？　なあ、燈華？」

　俺が殴られた頭を擦さすりながら燈華に尋ねると、我が娘は俺に白い目を向けてくる。

「いや、私はお父様の方が何考えているのか分かりませんけどね……ははは」

　何な故ぜか分からないが、ドン引きしていた。思春期の娘も難しいね！







　凜々花の家は商店街の近くにある、二階建ての大きな一軒家だ。

　今でこそ駅前の再開発により栄えているこの住宅街だが、昔は土地も家も安かったらしく、周囲の家も同様に大きい事もあり、特に目立ってはいない。

　凜々花の両親は久しぶりの来訪にもかかわらず、玄関先から温かく迎えてくれた。

「あら！　郁いくちゃん！　久しぶりねぇ。中学の卒業式以来？　顔は私好みの可愛かわいいままで嬉うれしいわー。良かったら今度お出かけしない？　二人きりで温泉とか、ね……？」

　うーん。相変わらずだなあ、この人は。凜々花に似た痩せ型の美人な女性で、体形と性格が親譲りなのがよく分かる。特に胸の辺りが。俺が小さい頃から全然老けない人だ。

　さらっと提案された不倫旅行は無視して、俺は小さく頭を下げてから挨拶をする。

「お久しぶりです、おばさん。元気そうですね。実は、今日はもう一人いまして……」

「初めまして、おばさま！　私はお兄様の従兄妹いとこの燈華といいます！」

　俺の背中から現れた燈華を見て、おばさんは嬉しそうに笑う。

「あなたが燈華ちゃんね！　話は凜々花から聞いているわよ。噂うわさ通りとっても可愛い子じゃない！　郁ちゃんに似て顔もとても綺き麗れい！　アイドルかと思ったわ！」

「ふへへ。ありがとうございます！　久く遠どう家のアイドルですよ！　おや？　そちらは？」

　燈華はおばさんの後ろに隠れている、小学校中学年くらいの女の子を見つけた。

「その子は凜々花の妹だよ。梨り華かちゃんだ。挨拶してあげな」

　俺に促された燈華は膝を折り曲げて、梨華と同じ目線になって笑顔を浮かべる。

「初めまして、ですね。私は燈華です。お兄様の従兄妹いとこですよ。おおっ……！　その手に持っているのはまさか、この前出た新型ゲーム機ですか！」

　梨り華かはその手に携帯型ゲーム機を持っていた。凜り々り花かはアプリゲームばかりだが、梨華はこういうクラシカルなスタイルのゲームが好きな子だったな。

「う、うん……お姉ちゃん、ゲーム好き？」

　梨華は燈とう華かにちょっと怯おびえつつも、同じ趣味の相手だと認識したみたいだ。

「好きですよー！　私、地元では大体敵無しですから。地元全一です」

「ええっ！　すごい……！　ししょーって呼んでもいいですか？」

　梨華よ、それは吹かしだぞ？　高校に行くと、自称地元最強の奴やつ多いよねー。

「ええ！　いいですよ！　私が梨華ちゃんに全ての技を伝授してさしあげます！」

　地元全一の燈華はそのまま、梨華と一緒に二階の部屋に消えていった。

　子供相手でも対応を一切変えないのが、燈華のいいところだと思う。親バカですが。

　直後に俺が靴を脱いで家に上がろうとすると、玄関の扉が勢いよく開いた。

　振り返ると、そこにはオールバックにひげを蓄えた、ダンディなおじさんが立っていた。

「ただいま！　ナイスミドルなパパが帰ってきたぞ！　お？　おお！　郁いくちゃん！　久しぶりじゃないか！　相変わらずイケメンだな！　ウチの子になるか？」

　凜々花の父だ。派手な見た目だけどよく笑ういい人なのです。父さんとは旧知の仲だ。

「お久しぶりです。おじさ……んっふぉ！」

　おじさんは挨拶しようとした俺の背中をバンバン叩たたきながら、でかい声で笑う。

「ぶはは！　郁ちゃんのお父さんとはたまに酒飲みに行くけど、郁ちゃんがわざわざウチに来てくれるのは嬉うれしいねえ！　いっそウチに婿入りしろ！　凜々花と結婚しろ！」

「郁。そのオッサンの相手はしなくていいからね」

　凜々花は吐き捨てるように言うと、そのままおばさんと一緒にキッチンの方へ向かっていってしまった。父が娘に白い目で見られるのは、どこも一緒ですね、おじさん？

「ああ言っているけどな、郁ちゃん。凜々花は家に帰ってくると郁ちゃんの話ばかりして困ったものだぞぉ？　それなのにまだ付き合っていないとか……ウケるぅ！　あがっ！」

　おじさんが豪快に笑おうとした瞬間、いつの間にか戻ってきていた凜々花がおじさんの頭を思いっきりチョップした。うわ、痛そう……。

　凜々花は無言で冷たい目のまま足早にキッチンへと去っていく。

　おじさんは涙目で後頭部を擦さすりながら、楽しそうに笑う。めげないね、この人。

「娘から愛情と殺意タップリのチョップを貰もらっちゃったよ！　だけど痛くないぞ！　娘が父親を本気で泣かせる事ができるのは、嫁入りの時くらいだからな！　ぶはは！」

　酔っているのかな、このオッサン……。

　割と真面目なうちの父は、どうやってこの人と酒を飲んでいるのか気になるところだ。







　それから俺はおじさんの相手を、燈とう華かは梨り華かの相手をして夕食までの時間を過ごした。

　気付けば大きな食卓にはたくさんの料理が並び、それを取り囲むように六人が着席してから、たくさんの「いただきます」と同時に食事が始まった。

　食器がぶつかる音や、せわしなく卓上で動く調味料や箸。取り皿は俺と燈華が普段使っている枚数の何倍もある。

　これが家族の食卓か。父さんや燈華と二人で食べていた時とは全く違う。流れる空気はよく似ているけど、交わされる言葉の数や、香ばしい匂いに何だか気け圧おされてしまった。

「もぐもぐ……んん！　凜り々り花かさんの料理は美お味いしいですねぇ！　え？　こちらはおばさまが作った漬物ですか？　パリパリ……おお！　いい具合の酸味ですね、この沢たく庵あん！」

　その中で、本当に遠慮せずたくさん食べている俺の娘が視界に映った。対面で見ているが、こいつマジで自宅気分じゃないか？

「あらあら！　たくさん食べてね、燈華ちゃん！　このチキンフライもどうぞ？」

「ぶはは！　凜々花と梨華も負けずに食えよ！　しかし燈華ちゃん、見ていて気持ちがいい子だなあ。どうだ？　いっそウチの娘になるか？　俺をパパって呼ぶといい！」

　おばさんとおじさんはそんな燈華に嫌な顔一つしない。本当にいい人たちだ。

「あはは。おじさま、嬉うれしい提案ですね！　だけど私にとって世界一素敵なお父様は、ちゃんといますから！　おじさまに負けないくらい、とても格かつ好こいいのです。ふふん」

　燈華は目だけを動かして、俺にその愛情を伝えてくる。嬉しいけど恥ずかしい。今の俺じゃ、親としておじさんに勝っているとは思えないけど。

「ぶはは！　そうか、そうか！　ちゃんと愛されているのか、燈華ちゃんは。なあ、母さん！　今日は二人に泊まっていってもらうか！　明日は休みだし！」

　突然、おじさんが変な事を言い出したので白米を噴き出しそうになった。

　おばさんと梨華は「おー！」と嬉しそうに反応しているが、凜々花だけは微妙そうな表情を浮かべている。それもそうだろう。流石さすがに迷惑が過ぎる。

「い、いや。それは悪いですよ。別に台風が来ているわけでもないですし！」

　俺が遠慮してみせると、おじさんは椅子から立ち上がって窓際に向かう。

　そして、カーテンを引いて庭へ続く大きな窓を開けてみせた。

「ところがどっこい。今夜は明朝まで台風みたいな大雨だそうだ！　ぐはは！」

　おじさんが窓を開けた瞬間、大粒の雨が庭の地面を打ち付ける激しい音が聞こえた。

　薄闇に眼めを凝らしてみると、かなりの雨量だ。傘が意味を成しそうにない。

　おじさんとおばさんは俺の顔を見て、目を合わせて笑う。鳴なる海み家からは逃げられない。

「いいじゃないですか、お兄様！　ご厚意に甘えましょう！　私はまだ梨華ちゃんに己のゲームテクニックを叩たたき込こんでいないのですよ！　この子はプロになれます！」

　悩んでいると、燈華がそんな事を言って隣に座る梨華の頭を撫なでた。

　梨り華かは梨華ですっかり懐いてしまったらしい。「プロになるー！」とか言っている始末だし。危険だぞ、梨華。そのお姉さんはお前を修羅の道に引き込もうとしている。

　しかし……どうしたものか。凜り々り花かを一いち瞥べつすると、意外な反応が返ってきた。

「別にいいと思うわよ？　アンタが私に、一宿一飯の恩として、宿題の答えを教えてくれれば許可するわ。宿だけに！　宿題を！　ね！」

　凜々花は凜々花で、ドヤ顔でしょうもない事を言う。うーん、この残念美人。

　まあ、ここまでされて断るのは逆に印象が悪い、か。

「……おじさん、おばさん。今晩は燈とう華か共々、お世話になります」

「なります！　迷惑はかけないので、お願いします！」

　俺たちが頭を下げると、鳴なる海み家の人たちはとても嬉うれしそうに笑ってくれた。

　それからすぐに、おばさんが「あらあら！」と叫んで嬉しそうに立ち上がる。

「すぐに準備するわね！　ほら、パパ！　布団と着替えを用意してあげないと！」

「任せておけ！　いやあ、今日は賑にぎやかで楽しくなるぞぉ！」

「梨華も！　梨華もお手伝いするね！　ししょーのために！」

　おばさんと凜々花、おじさんと梨華はそれぞれ俺たちを迎える準備をしてくれた。

　ここまで歓迎されると、何だか気恥ずかしいというか、こそばゆい。

「色々と悪いな、凜々花。今日はよろしく頼む」

「いいのよ、別に。何か皆リビングから出て行っちゃったけど、二人ともちゃんとご飯食べるのよ？　今日は二人の為ために、私が頑張ったのだから！　ふふっ」

　そんな事を言う凜々花は、まるで本当に俺たちの母親のようだった。

　いい家だな。何度来ても、家族の絆きずなを見せつけられる。温かい家庭だ。

　だからこそ……少し、昔を思い出す瞬間もあるけれど。







　それから俺と燈華はお風呂まで借りて、就寝までの時間を鳴海家の人たちと過ごした。

　酔ったおじさんの下ネタトークや、おばさんのセクハラは割とキツかったぜ！

　一方で燈華は本当に梨華にゲーム技術を叩たたき込こむつもりらしく、二人揃そろって部屋に籠ってしまった。俺は何とかおじさんたちから抜け出し、凜々花の部屋で宿題を始めた。

「しかし凜々花の部屋は昔から変わらないな」

　本棚に詰まった小説や漫画、化粧台に置かれた様々なメイク道具。壁にかけられたコルクボードには、小学校から高校までの思い出の写真がびっしりと貼られている。

　全て、凜々花の「好き」で溢あふれている。俺はこの部屋が嫌いじゃない。

「何よ。そんなに私の部屋を見回しても、下着の一枚も放置されていないわよ？　例えばこの中にも……無かったりして？」

　凜り々り花かはそんな俺を見て、わざとらしく薄ピンクのパジャマの胸元を引っ張る。

「昔一緒にお風呂に入った仲なのに、今更下着で興奮するのは無理があるぞ」

「懐かしいわー。私と郁いくは既にお風呂で身体からだの付き合いをした仲だったわね……」

「裸の付き合いをそんな爛ただれた関係に言い間違えないでね？　それより、凜々花」

　凜々花とバカな会話をしている最中、俺はある事に気付いた。

　二階には廊下を隔てておじさんの広い書斎と家族の物置部屋があり、凜々花の部屋は梨り華かの部屋と隣接している。

　それなのに人の気配が無いというか、隣の梨華の部屋が静かすぎる……。

「なあ。もしかして燈とう華かたち寝てないか……？」

　今日は俺と燈華、凜々花と梨華がそれぞれ同じ部屋で寝る予定だ。

　時刻は午後十一時前。子供は寝る時間だが、まさか……。

「見てくるわ。待っていて」

　凜々花が部屋を出て、隣の梨華の部屋の様子を確認しに行った。

　間もなくして戻ってくると、凜々花は苦笑いを浮かべている。ということは……？

「寝ているわ。燈華ちゃんも、梨華と同じ布団で。ゲームが点つけっぱなしだったから、一緒に遊んでいて、眠くなったのね。電気は消してきたけど」

「……え？　俺の布団って、確か梨華の部屋に……？」

「ええ。あなたの可愛かわいい従兄妹いとこが、その上でお腹なか丸出しにして寝ていたわよ」

「どうするか。流石さすがに叩たたき起おこすわけにはいかないよな……梨華も寝ているわけだし」

　どうしようもない。俺が取れる選択肢は二つだけだ。

　燈華と梨華と三人で寝るか、ここで凜々花と寝るか。それだけだ。

「あ！　り、リビングで寝ようか？　ソファあったよな？」

　俺の提案に、凜々花は少し不機嫌そうな口調で答える。

「お客様をそんな所で寝かせるわけにはいかないわよ。それに、リビングには酔ったパパとママがいるし。あなたが朝まで二人の質問攻めに付き合えるならいいけど？」

「さっき逃げて来たばっかりなのにぃ！　じゃあ……やっぱり燈華たちと一緒に」

「ねえ。そんなに私と一緒に寝るのが……嫌？」

　その瞬間、部屋から空気と音が消え去った錯覚を感じたが。それは一瞬のことで。

　すぐに凜々花に目をやると、凜々花は全身を真っ赤にしてベッドに腰かけていた。

「私の裸に欲情しないなら、同じベッドに寝ても問題ないと思うのだけれど！」

「いや、そんな顔を真っ赤にして言われても、お前が耐えられないだろう。ビッチのフリをしているだけの、経験値と防御力ゼロのレベル１ビッチじゃん、お前」

「だ、だ、誰が耳みみ年どし増まで下ネタが大好きな処女ですって！」

「いや、そこまで言ってないけど！　流石に悪いし、俺は床で寝るよ」

「……いいから。今日は冷えるし、郁いくに風邪を引かせたら私が辛つらいもの。だから、私を助けると思えばいいじゃない？　ほ、ほら、おいで……？」

　くそ。いつもはもっとふざけていて、幼おさな馴な染じみなのに悪友みたいな事ばかりしていて、女らしさの欠片かけらも無いくせに。

　パジャマに身を包んで恥じらうその姿、完全に乙女じゃないですか！　凜り々り花かさん！

「あー、もう！　分かった、分かったよ！」

　それでも相手は凜々花だ！　特に何も起きるわけがない！

　そう思って俺はセミダブルの大きなベッドに潜り込む。互いの身体からだは密着させず、少し隙間を開けて並ぶと同時に、凜々花は手元のリモコンで照明を落とした。

「それじゃあ、おやすみ」

　凜々花が声をかけて、完全な暗闇が部屋の中を支配する。

　外からは雨の降る音が聞こえるだけで、車の走る音も、人の話し声も聞こえない。

　凜々花の呼吸だけが、何な故ぜだか痛いくらいに耳に入ってくる。とても静かな夜だ。

「ねえ、郁。今日は楽しかった？」

　暗闇の中で、寝返りを打つ音と一緒に凜々花の声が聞こえた。

　そちらに目を向けると、凜々花がこっちを向いているのが分かったけど、少し恥ずかしくなって顔は背けたままにした。

「ああ。相変わらず、この家は賑にぎやかで楽しいぞ。いい家族だよな」

「本当に？　食事中の郁、ちょっとだけ寂しそうな顔をしていたから」

　ずっと一緒にいた幼馴染には、どうやらすっかり見透かされていたらしい。

「……よく気付いたな。少し、母さんの事を思い出しただけだよ。俺の『好き』を全部注いだ、母さんを。ふとした時に、その気持ちがどんなものだったか、考える事がある」

「郁は、『好き』っていう気持ちを忘れちゃったの？」

　何の後ろめたさも無さそうに聞く凜々花に、俺は小さく頷うなずく。

「忘れたわけじゃない。けど、ずっと心の奥にしまっていたから、もう一度取り出すのが難しくて……だから色々悩んでいる最中だ。そんな話だよ」

　燈とう華かと出会って、エリ姉や莉り生おと特別な時間を一緒に過ごしてから、その答えがほんの少しだけ見えるようになった気がするけど。だけど、まだ途中だ。

　俺はそう言って話を無理やり終わらせようとしたのだが、凜々花は話を止やめなかった。

「ねえ、郁。私はエリ姉や莉生よりも、あなたの傍そばにずっといたわ。エリ姉と比べたらあなたに出会ったのは少し遅いけど……それでも、たくさんの時間を重ねてきたわ」

　凜々花は俺の手を強く握って、紡ぎ続ける。普段は絶対に言わない、多くの言葉を。

「私とあなたは、唯一無二よ。他の誰とだって、これ以上濃密な時間は過ごせない。お互い色んな事を知っているし、弱さも理解できる。素敵な存在よね？」

「凜り々り花かさん……あの。何か近くないですか？」

　少し目が慣れてきた闇の中で、凜々花はいつの間にか俺と密着していた。

　とてもいい匂いだ。今にも鼻先が触れ合いそうな距離で、凜々花は続ける。

「前からずっと近くにいたわよ。鈍感ね。気付かなかったの？　これほどいい女を無視して、あなたは近所のお姉さんや男の子に熱を上げていて……おかしくなりそうだったわ」

　凜々花は握った俺の手を、その豊満な胸の間に無理やり押し付けてきた。

　指先から手のひら全てに、破裂しそうなほどに早い鼓動が伝わる。凜々花が普段使っている布団に包くるまれて、目の前には本人がいるなんて、頭がおかしくなりそうだ。

「ねえ、郁いく。あなたはさっき私じゃ興奮しないと言っていたけど、これでもダメ？　例えば今……本当にこのパジャマの下に、何も着けていないと言ったら？」

「ぶふっ！　え？　お前寝る時裸族なの？　じょ、女子ってナイトブラとか着けないと胸が垂れるって燈とう華かから聞いたけど」

「そうね。だから今日だけ。今日だけ……着けないでいる理由が欲しかったの。このままあなたの手をパジャマの中に入れたら、そこにはもう私の肌を遮る物は無いわ」

「……凜々花。忘れているようだから言っておくけど、俺は男だぞ？　しかも思春期の。だからどんな誘惑にも勝てるわけじゃないし、負ける事だって有り得るわけで……」

「ふふっ。いいじゃない。負けちゃえば？　ほんの少しでも郁がママに抱いた気持ちを思い出せるなら、私が一肌脱いで……ううん。人肌で受け入れてあげるわ。ねえ」
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　きて。

　闇の中で凜り々り花かが俺の耳に、その唇を微かすかに触れながら囁ささやいた。

　凜々花が優しく俺の身体からだを抱きしめる。今すぐにでもこの拘束を解いて、言われるがまま負けてしまいたかった。欲望に、ボコボコに打ちのめされてしまいたい。

　だけど、それはきっと……あの子が望んでいる未来じゃないと思う。だから。

「ごめん、凜々花。やっぱり俺はまだまだ負けられない男だ。己に勝ち続けていたい」

　俺は凜々花の身体をそっと離して、残り香に眩暈めまいを覚えながらも心を落ち着かせ、しっかりと目の前の幼おさな馴な染じみの顔を見つめた。

「ここじゃ、ダメだ。今の俺はまだ、誰かとキスするわけにはいかない」

　俺にたくさんの愛情と、笑顔と、優しさをくれた燈とう華かを思い出す。

　あの子が言う事が本当なら、初めてのキスと告白は自分の部屋でしなければならない。

　未来に至る過程が変わっても、燈華は変質しないかもしれないけど。

　ちゃんと「好き」を取り戻して、相手に想おもいを叫んでも恥ずかしくない男にならなきゃ。

　関係を進めるのは、それからだ。そんな自分勝手な俺の答えに、凜々花は──。

「あら、そう？　じゃあ期待しないで待つわ。お休みー」

　凜々花はそう言って布団を被かぶり直し、俺に背を向けて寝始めた。

「き、切り替えが早すぎる！　よくあんな事をしておいて寝られるな、お前は！」

　俺が思わずベッドから起き上がると、凜々花は小さく笑う。

「嘘うそよ。寝られるわけがないじゃない。あなたが隣にいるのだから。それに、待つのは別に辛つらくないもの。小さい頃から今日までずっと、郁いくと生きてきたから。今更よ」

　凜々花も同じように上体を起こして、壁にもたれながら俺に尋ねる。

　相変わらず、その身体は赤くなったままだったけど。

「郁。一つだけ聞いてもいい？」

「別にいいぞ？　今更隠すような事も無いし、何でも聞いてくれ」

　先ほどまでの緊張感が失うせた、とても和やかなムードに安心する。

　この空気の中なら、何も包み隠さずにどんな話もできそうだ。

「燈華ちゃんって」




　あなたの従兄妹いとこじゃないわよね？




　弛し緩かんした空気の中でぶつけられた言葉は、俺の背筋を凍らせるには十分なものだった。

　さっきのエロエロムードの方がまだマシだ。時間、巻き戻せないかな！

「何も言わないってことは、そういうことよね？」

　最も早はや隠し通すのは無理かもしれない。俺は事態を穏便に済ませようと思考する。

　しかし凜り々り花かは別に強ゆ請する気はないようで、拍子抜けする答えが返ってきた。

「別に私はあの子があなたにとって何であろうと、気にしないわ。さっきも言ったでしょう？　お互い唯一無二の存在だって。いい女は嫉妬しないのよ」

「え？　さっきエリ姉や莉り生おに対して嫉妬丸出しだったような……」

「……うるさいわね！　いい女は！　嫉妬！　しないのよ！」

　うわ、逆ギレで誤ご魔ま化かしてきた。どこかで聞いたことある気がするし……どこだっけ？

　だけどまあ、燈とう華かの正体を追及してこないのはありがたい話ではある。

　未来から来た俺の娘だと説明したところで、納得しないだろう。

「あ、でもね」

　しかし凜々花は安あん堵どした俺の胸の内を、もう一度強く叩たたくような事を口にした。

「燈華ちゃんの事を追及しない見返りを、郁いくに一つだけ要求するわ」

　そして凜々花は、俺と燈華にとってとんでもない事を言い出したのだった。

「私があの子のママになるわ！　一週間くらいお世話してあげたいのだけど、どう？」

「ま、ま……まま、マジ？」

「そこは『ママ？』でいいと思うのだけど！　燈華ちゃん、あなたと暮らしているからか分からないけど、髪もボサボサだし服にも皺しわが多いし、気になっていたのよ」

「だ、だからってママになるっていうのは、流石さすがに」

　俺が言葉に詰まっていると、凜々花は俺の唇に人差し指を押し付けて黙らせた。

「あら？　あなたはパパになるのが嫌？　ワガママを言うわよ、郁」

　──私がママに、あなたがパパになりなさい。

　それとよく似た言葉を、エリ姉から聞いたことはあるけど、今回は少し違う。

　愛する娘、燈華へ。

　お父さん、お前のママを見つけたぞ。







「やったー！　遂ついに私にママができましたね！　これにて燈華ちゃんの物語は完結です！　次回作となる『もう一人のママ？』編は鋭意製作中！　今冬上映開始！」

「終わってないよ？　始める事もできないし、その不穏な続編は何かな、燈華？」

　翌日。鳴なる海み家で朝食をいただいた後、俺と燈華は帰宅した。

　燈華に昨晩の出来事を語ると、燈華は無邪気にはしゃいでいた。

　それもそうだろう。記憶が無いから確定ではないとはいえ、ママができたのだから。

「ふむ。お父様にとってはまだ凜々花さんは恋人未満の幼おさな馴な染じみですからね！」

「そうだな。でも凜々花がお前にとってママなら、確かにしっくり来るところはある。おじさんとおばさんに気に入られて、梨り華かとも仲良しになったし」

　ちなみに梨華は帰り際、涙目で燈とう華かを引き留めていた。「私も地元全一になる！」なんて言っていた。洗脳が完了している……。

「あの家は優しさに満ちていますよね。どこか居心地が良くて、ずっとお邪魔していたい気持ちになります。まあ、私にとってお父様はお父様だけですから！」

　燈華は俺の膝の上にダイブしてきて、そのまま頭を擦こすり付つける。猫かな？

「エリ姉さんも莉り生おさんもママリティに満ちていて、ママ選び放ほう題だいですね？　ママホーダイ！　誰が私のママになっても嬉うれしいですし、お父様の家族にもなってほしいです！」

「一人、生物学的にママになるのは無理な奴やつが混じっているけどね？　だけど……」

　だけど、もしも本当に俺が「好き」を取り戻した時はどうなるだろう？

　燈華はきっと、いつまでもこの時代に留とどまる事はできないはずだ。

　いつか別れはやってくる。

　だからこそ……正直、俺は自分の欲望が変容している事を理解しつつある。

　自分を甘やかしてくれるママよりも、甘やかしてあげたい娘ができてしまったから。

「ところで燈華。今回はパパーツを渡してくれないのか？」

　俺が尋ねると、燈華は一瞬強こわ張ばった表情を見せたように見えた、けど。

「えっと……今回は不要でしょう！　パパーツに頼らずとも、凜り々り花かさんとお父様は幼い頃から強い絆きずなで結ばれているようですし！」

　すぐにいつもの柔らかな笑みを浮かべ、俺に答えてくれた。

「そうか？　いや、哺乳瓶や女子用制服みたいなのを渡されても困るから、無いなら無いで構わないけど……大丈夫なのか？」

「平気です！　寧むしろこの時代ではアレを渡さない方がいいかもしれません！　あの道具を使うのは恋人になって……お、お互い決意を固めた日に使う物ですから！」

　そこまで強く言われると気になるが……燈華の言う事を信じるのも父の務めだろう。

「よし、燈華。じゃあこれから二日間は二人で家に籠ってゲームでもしないか？」

　俺の提案に、燈華は膝の上で顔だけ上げ、「おお！」と喜んでみせた。

「珍しいですね！　お父様が私に付き合ってくださるとは！　いつもならもっと勉強しろとか、ゲームは一日十二時間までだとか注意してくるのに！」

「一日二時間、な？　プロゲーマーかな？」

　それから俺と燈華は本当に二日間、ゲームだけをして過ごした。

　どこにも行かなくていい。ただ二人でここにいること。それが楽しい。

　燈華と過ごす時間が、今の俺にとっては何よりの喜びだからな。







　月曜日。日付が変わる頃に体力が尽きたはずなのに、目覚まし無しで起きられた。

　普段なら起きるのも億おつ劫くうな週明けなのに。まして、昨晩は夜更かししたにもかかわらず。

　それはきっと、台所から漂う朝食の匂いのせいだろう。微睡まどろみの中、いい匂いがする。

「誰……だ？」

　まだはっきりとしない視界の中、台所に一人の女性が立っているのが見えた。

　母さん。そう思ったのは一瞬の事で、振り返った顔を見てすぐに間違いだと気付く。

「あら、おはよう。まだ寝ていてもいいのよ、郁いく」

　そこに立っていたのはエプロン姿の凜り々り花かだった。いや、これもおかしいよね！

「何で凜々花がここに！　こ、ここ俺の家だよな？　衣服の乱れは……無いか？」

　飛び起きた俺に、凜々花はお玉を手にしたまま振り返って笑った。

　鳴なる海み家で調理する姿を殆ほとんど見なかったから、なんだかとても珍しい光景に見える。

「失礼ね！　襲うなら正々堂々やるわよ！　私の可愛かわいい娘である燈とう華かちゃんの為ために、朝食を作りに来たの。まあ、そのついでというか？　郁にも食べさせてあげてもいいけど？」

「え、えー……？　と、とりあえずご馳ち走そうになるけど。疑ってごめんなさい」

「いい子ね。素直な子は嫌いじゃないわ。燈華ちゃんにはコンビニまで牛乳を買いに行ってもらっているから、その間に顔でも洗っちゃいなさい」

　まるで本当にママのようだった。というか、オカンというか。エリ姉とはタイプの違う母親という感じがする。甘やかす以上に、ちゃんと親らしく振舞っている辺りが。

　支度を終えると燈華が戻ってきていて、いつもより賑にぎやかな朝食が始まった。

　今朝のメニューは焼き鮭に厚焼き玉子、ミックス野菜のサラダに大根の味み噌そ汁しると、白米を主食とした立派なものだった。

「どうです、お兄様！　燈華ちゃんが買ってきたミルクは！　燈華ちゃんミルクは！」

　箸を持つ前に牛乳を飲むと、左から燈華が却かえって味の悪くなりそうな事を尋ねてくる。

　朝っぱらからアクセルベタ踏みだな、こいつは……。

「まだミルクが出ないだろう。少しは自重しろ、お前は」

「何を言うのです！　そのうち出るようになりますよ！　いただきます、凜々花さん！」

　燈華は俺よりも先に朝食を食べ始める。いつもはトーストと目玉焼きくらいしか作らないからだろう。一口ごとにとても美う味まそうな表情を浮かべる。

　俺もそれに続くように「いただきます」を言ってから、焼き鮭に箸を入れた。

　魚を食べるのはいつ以来だろう？　とても美味そうだ。さて、味は……。

「どうかしら、郁？　私の卵は美お味いしい？　凜々花ちゃんの！　卵は！」

　咀そ嚼しやくしている間に、右から凜々花が味の悪くなりそうな事を聞いてくる。娘と妻（仮）から似たような事を聞かれる。卵だけにこれが本当の親子丼……なんでもないです。

「親子揃そろって変な言い方しないでくれます？　でも、すごく美味いよ。ありがとう」

「そう、良かったわ！　はあ……私って罪な女よね。この魅力的なボディと家事を全てこなせるスキルの高さ。世界中の女子高生が束になっても敵かなわないくらい無敵ね！」

「その不敵な性格さえ何とかすれば同意できるのになあ……」

　そんな雑談を繰り返して、俺たちは朝食を終えた。

　それから家を出ようとした時、凜り々り花かが燈とう華かに向かって口を開く。

「そういえば燈華ちゃん。あの激辛カレーの再利用方法、ママが考えてあげたから今度試してみましょうか」

　こいつ正気か？　あるいは冗談かと思ったが、しかしそうではなかったらしい。

「ほ、本当ですか！　凜々花ママ！　アレ、この世の憎悪を煮込んだような味ですよ？」

　その言葉に飛びついた燈華に対して、凜々花は勝ち誇った笑みを浮かべてみせる。

「ええ。娘の頑張りをちゃんと認めてあげるのがママだものね。ふふっ」

「ま、ママぁ……！　大変ですよ、お兄様！　私もう完全にハマっています！　凜々花さんのママリティという名の、底なし沼に！　あー！　娘になるぅ！」

　燈華は凜々花に抱き着き、その豊満な胸に頬ほおずりしながら俺に言う。既にお父様の娘ですよ？　それより、早く学校に行かないと。

「それじゃあ燈華、留守番を頼んだぞ。転入前の予習もしっかりやるように」

「はい！　いってらっしゃい！　凜々花さんも、お兄様の事をよろしくお願いしますね！」

　凜々花は燈華に「行ってくるわねー」と軽く返事をしてから、アパートを出た。

　外階段を降りると、向かいのマンション入り口に人影が見えた。エリ姉だ。

「おはよう、エリ姉。今日は大学？」

　俺が凜々花に先んじてエリ姉に近寄ると、エリ姉は白い歯を見せて笑ってくれた。

「違うのですよ。お姉さん、今日は休講なのでー。だから早起きして君の為ためにいつもより豪華なお弁当を作りましたー！　何と今日はお姉さん自家製調味料入りのオニギリを」

「あら、エリ姉。今朝は早いのね」

　エリ姉と俺が話をしていると、突然俺の背後から凜々花が割って入ってきた。

「え？　り、凜々花ちゃん？　後ろ歩いているのは燈華ちゃんかと思った……あれ？　ということは、部屋から出てきたのは……ええ？」

「うん。今朝は郁いくを起こして、朝食とお弁当を作ってあげたの」

　え？　お弁当まで作ってくれたの？　聞いていないよ？

　俺が凜々花を見ると、彼女は自分のリュックを軽く叩たたいた。どうやらその中に入っているらしい。気付かなかった。

「う、うそぉ？　凜々花ちゃん、この前いーちゃんとは別に進展も何もしていない、って！」

　エリ姉が青ざめた顔で俺と凜々花を交互に見る。何も無いよ？　本当だよ？

「悪いわね、エリ姉。私は今日からママになったのよ」

　ママ。そのワードだけはエリ姉に対して出して欲しくなかったというのに。

　凜り々り花かはあっさりと暴露してしまった。具体的には、『燈とう華かの』ママだが。

「い、い、い……」

　エリ姉は俯うつむいて、何かを呟つぶやいている。聞き取ろうと耳を近付けてみると。

「いーちゃんの、ばかぁああ！　私だけじゃなかったなんてぇええ！　ママたらしぃ！」

　エリ姉は俺の耳元で涙目になって叫ぶと、弁当を片手に遠くへ走り去って行った……。

「……ねえ、郁いく」

　凜々花は俺の横に立ち、小さくなっていくエリ姉の背中を見つめて呟いた。

「まずはあなたのアナザー幼おさな馴な染じみに勝ったわよ、私。最高の気分だわ！」

「やっぱり、お前はその性格が可愛かわいくないなぁ」







　その後、俺と凜々花は普通に登校して、午前中の授業を終えた。

「で……？　どうしてお前は、そんな格かつ好こうをしている？　莉り生お？」

　朝からずっと突っ込もうかと思っていたのだが、敢あえて止やめておいた事がある。

　それは目の前で楽しそうに弁当箱を開けている莉生の、その服装だ。

「えへへ？　可愛い？　可愛いでしょう！　郁ちゃんが可愛いって言ってくれたから、僕はもう恥じらいを捨てる事にしたよ！　だからもっと褒めて？　頭撫なでて？」

　莉生は椅子から立ち上がり、その「制服姿」を改めて俺に見せつけてきた。

　先週までスラックスを穿はいていた莉生が、スカートを着用している。ストッキングを穿いているので生脚は見えないが、クラスの女子よりも細くて綺き麗れいなのがずるいわ、こいつ。

「いや、確かに制服をあげたのは俺だし、あの写真も褒めたけど！　だけど本当に着てくる奴やつがいるか？　いないよ！　お前くらいだよ！　この女装男子！」

　俺の目の前には、完全に女子生徒と化した莉生が座っていた。

　一応、校則上は問題が無く、男がスカートを穿いても、女子がスラックスを穿いてもいい。後者に関しては、冬になるとありふれた光景になる。

　時代が変われば校則も変わる。いいことだ……しかし誰も莉生がスカートを穿いている事に突っ込まないし、それどころか「やっぱり」みたいな目で見守られているな……。

「そんな事言ってぇ。僕がもしここでスカートを捲めくったら郁ちゃん興奮するでしょう？　まあ、流石さすがにパンツは見せないけどね！　は、恥ずかしいから！」

　莉生はわざとらしくスカートの裾を掴つかんで「えへっ」と笑う。頬ほおを赤く染めるな。

「自分で言っておきながら照れているよ、この子ぉ……もうやだぁ……」

　それでも莉生は勝手に照れているばかりで、「でへへ」と口元を緩めて笑う。

　とっても可愛いけど、僕たち股間ペアルックです。

「あら、楽しそうね。莉り生お、その姿とても似合っているわよ」

　そんな俺たちの前に、凜り々り花かがやってきた。手にはお弁当の包みを持っている。

「あ、凜々花ちゃん。ありがとう！　一緒にご飯食べる？」

　莉生が尋ねると、しかし凜々花は口元に笑みを浮かべて首を横に振る。

　その顔を見たら今朝の事を思い出して、俺は嫌な予感がした。

「いいのよ。私は友達と食べるから。はい、郁いく。あなたの為ために作った愛妻弁当よ。郁の好きな物を詰め込んで、私の愛という調味料を注いだから。全部食べて、ね？」

　まるで爆弾でも投下したかのように、その弁当を机の上に置いて、凜々花は立ち去る。

　その爆弾が燃やしたのは、俺ではない。当然、目の前の女装男子の猜さい疑ぎ心しんだ。

「い、郁ちゃん？　どういうことなの？　これって、なに……？　この四角いの、なに？　開けたら何が入っているのかな……？　あ、エッチな写真？　おかずだけに？」

　莉生の目は光を失って、俺の前に置かれた弁当を凝視している。うわ、こっわ……。

「あ、あー！　この前あいつに宿題教えてやったから、多分そのお礼じゃないかな？」

「嘘うそだッ！」

　莉生は急に叫び、俺の両肩を掴つかんで高速で前後に揺さぶってくる。吐きそう。

「どういうことなの、郁ちゃん！　この前はあれだけ僕に色んな事をしておいて、他の女とできていたの？　浮気だよ、これは！　僕に対する裏切りだよ、パパ！」

「ま、待て、待って！　何かお前の台詞せりふ、かなり矛盾しているから！　そもそも俺がお前のパパなら浮気じゃないし！　あ、ちょっ！　弁当を窓から捨てようとしないでぇえ！」

　地獄のような莉生との攻防は、結局昼休み終了直前まで続き。

　凜々花に作ってもらったお弁当は殆ほとんど早食いで食べたから味わう事はできなかった。

　だけど、それでも長い付き合いだけあって、凜々花の言う通り俺の大好きな食べ物ばかりが入っていて……長年の信頼関係を詰め込んだ、素敵なお弁当だった。







　放課後になって、俺は莉生から逃げるように校門へ向かった。

　今日は以前約束した通り、燈とう華かと一緒に下校する日だ。

　帰る時間は休み時間にメッセージで伝えておいたし、もう来ているだろうか。

「お父様！　迎えに来ましたよ！　可愛かわいい娘が！　学校に！　急ぎ足で！」

　校門を抜けてすぐの所に、燈華は立っていた。だから何で倒置法なのかな？

　燈華の制服姿は相変わらずよく似合っている。見た目だけは美少女だな、我が娘。

「待たせたな、燈華。それじゃあ一緒に帰るか」

「ですね！　ところでお父様、通学路の途中にアイスの自販機があるのですが？」

「ですが？　じゃない。アイスくらい買ってやるから、ちゃんとお願いしなさい」

「ひゅー！　私のお父様は最高ですね！　アイスのように娘に甘いです！　溶けそう！」

　俺がそう言うと、燈とう華かは嬉うれしそうに俺の腕に抱き着いてくる。

　歩きづらいけど、嫌じゃない。周りからはバカップルだと思われてそうだが、いいか。

　それから俺と燈華は一緒に近くの自販機でアイスを買い、それを食べながら下校した。

　他に寄りたい所が無いのか尋ねたのだが、燈華は。

「今日は一緒に制服で下校デートしたかったから、いいのです！」

　と、チョコアイスを齧かじりながら言うものだから、俺はそれに素直に従った。

「そういえばお父様、燈華ちゃんお手製お弁当はどうでしたか！」

　アパートの近くまで戻ってくると、燈華が思い出したように尋ねてくる。

「え？　あれお前が作ったのか？　凜り々り花かが作ったのかと思っていたけど」

「凜々花ママとの共同作業ですね！　燈華ちゃんは厚焼き玉子担当です！」

「マジか！　あれ美う味まかったなあ！　ママのお手伝いをして偉いじゃないか、燈華」

「でしょう？　可愛かわいい私をもっと褒めてください！　お小遣いください！　ゲーム買ってください！　新しい下着も欲しいです！　布面積少ないやつ！」

「徐々にご褒美のハードルを上げるな。誤ご魔ま化かされないぞ、俺は。特に下着はダメ！」

　俺たち親子はバカみたいな会話をしながら、下校デートを終えた。

　こんなに可愛い娘が毎日迎えに来てくれるなら、彼女なんていらない気がするな？




　それから二時間ほど経たって、凜々花がやってきた。

「やっほー。世界で三番目に可愛い、あなたのただの知り合い女子が来たわよ、郁いく」

　玄関越しに何な故ぜか謙虚な挨拶をする凜々花だった。何かおかしいな？

　俺はやや不審に思いながらも、ゆっくりとドアを開ける。すると、そこには──。

「そうだね、凜々花ちゃん。世界で一番可愛いのは、女子大生のお姉さんこと、このエリ姉さんだからね？　うふふ」

「そして僕は同率一位で可愛い郁ちゃんの親友、二ふた重え莉り生おです。えへへ」

　涙目になっている凜々花を背後から拘束する近所のお姉さんと、凜々花の頬ほおにボールペン（芯は出ていない）を押し付ける親友の男の娘こがいた。二人とも、目が虚うつろだ。

「うわぁっ！　お、お前ら、何をしていやがる！　このチームヤンデレども！」

　俺は凜々花をヤンデレペアから奪い返し、部屋の中に逃げ込ませた。

「こ、怖かったぁ……アパートの下で襲われたのよ、私。それで玄関越しに嘘うそに塗まみれた自己紹介をするように脅されたの！　ひぐっ……う、ううっ。ぐひっ、ずずず……」

　凜々花は部屋の奥で、燈華に抱き着いて泣き始める。うわ、ガチ泣きだよ。高校二年生の女子が、顔面液体塗れで嗚咽おえつを漏らしていやがる。本当に脅されただけなの？

「嫌だなあ、いーちゃん。私と莉生くんは、ただお願いしただけよ？　凜々花ちゃんだけ部屋に入り浸っていて、ずるいよね？　って」

「そうそう。だから僕たちもお邪魔しようと思って。いいよね？　郁いくちゃん？　ダメって言うなら郁ちゃんが僕に露出した事、ＳＮＳでバラすよ。リベンジポルノするよ？」

　何この二人、怖い。莉り生おの方は特にガチだし。

　いや、そんなに部屋に来たければ言ってくれれば良かったのに。エリ姉と莉生の部屋にはよく遊びに行くけど、俺の部屋は古いし狭いから招待しなかっただけだし。

「ふむ。事情は分かりましたよ、三人とも！」

　すると、燈とう華かが何やら訳知り顔で話を始めた。嫌な予感しかしないね？

「エリ姉さんと莉生さんは、凜り々り花かさんに嫉妬しているわけですね！　今までお兄様の餌付け役だった自分のポジションが奪われて、焦っているわけです！　そうでしょう！」

　確かに、エリ姉に関してはかなり昔からご飯やお弁当を食べさせてもらっていたし、莉生からも手作りお菓子を貰もらう事が多かった。

　そこに凜々花が参入し、その圧倒的なママリティによる「キャラ被かぶり」的な事態を恐れたのは間違いないだろう。

「そうです！　お姉さんは怒っていますよ！　ご飯を食べさせてもらえるだけで、ほいほい付いていってしまうなんて……将来が心配です！　だから私が全部管理します！」

「うーん。僕はどっちかっていうと、郁ちゃんが構ってくれる時間が減るから。今まで放課後は、基本的に僕が郁ちゃんを占有していたようなものだしね。だから……困る、の」

　エリ姉と莉生はそれぞれ、赤面しながら自分の願望を吐露する。

　そんな二人に対して、顔面を綺き麗れいにし終えた凜々花も対抗してみせた。

「うるさいわね、この脇役たち！　私は郁の幼おさな馴な染じみなのだから、こういう役割があって当然でしょうが！　年とし増まと男の娘こは黙っていなさいよ！　ばーか！　ばーか！」

　挑発合戦で喧けん嘩かが始まりそうになったその直前、俺の娘が三人を制した。

「はいはい。分かりました！　三人ともお兄様が大好きなのですね！　ではここに、第一回『ママごはん対決』を開始します！」

　燈華の宣言に、三人……じゃない。俺も含めてその場にいた四人が閉口する。

　説明を求める空気を察して、燈華は楽しそうに概要を語り始めた。

「ルールは簡単です。今から三人には、お兄様の胃袋を掴つかむ料理を用意してもらいます。それをお兄様と従兄妹いとこである私が味見し、将来のママ候補を決めさせていただきます！」

　ママ候補。その言葉を聞いた瞬間に、エリ姉と凜々花の目が光り、莉生は目を細め、そして俺の目から光が消え失うせた。えぇ、なにこれぇ……。

「へえ、面白そう。まあ、やらなくても結果は見えているけどね？　何せこの近所のお姉さん、エリ姉はいーちゃんに日々ご飯を振舞っているのですから！」

　自信に満ちたエリ姉に、凜々花は鼻で笑って対抗する。

「ええ、そうね。郁いくのリクエストも好みも聞かず、自分の作れる料理を与えるのは得意だものね、エリ姉？　単位も選えり好ごのみして留年したわけだし？　うふふ」

　二人の幼おさな馴な染じみ枠が睨にらみ合あう横で、莉り生おだけは微妙な反応を見せていた。

「僕はママより、郁ちゃんの娘がいいかな……なんて。でも、これに勝てば郁ちゃんに寄り付く虫けらがいなくなって、放課後過ごせる時間が増えるね！」

　莉生くん？　どうして最後にちょっとだけ煽あおりを入れたのかなぁ？

　ほら、君の後ろでお胸の大きな女子二人が睨んでいるよ。超怖い顔で。

　ご飯を食べる前から胃が痛い……そんなお父様を尻目に、愛まな娘むすめは勝負開始を宣言する。

「では、三人とも闘志に火が付いたところで……スタートです！　制限時間はありませんが、ウチは狭いので調理は各々自宅でお願いします！　よーい、どん！」

　それを聞いた三人は、全員部屋を飛び出してどこかに走り去って行った。

　一瞬で静かになった部屋で、俺は燈とう華かの頭に優しく手を置く。

「なあ、燈華……俺は、あの三人を争わせるお前の思考がとても怖いよ」

「え？　何です？　何でお父様は遠い目をして私の頭を撫なでるのです？　ママ探しも兼ねて、メチャクチャ素晴らしい提案だったのに？　何な故ぜなのです？」

　こいつの発想ってたまに小悪魔的というか、末恐ろしさを感じさせるなぁ……。

　将来、男を誑たぶらかす悪い女の子にならない事を祈るよ。




　その後、最初に戻って来たのは莉生だった。時間にして三十分くらいだ。かなり早い。

「ただいま、郁ちゃん。はい、これ。僕らにとってお馴な染じみの味だよ」

　莉生は茶色の紙袋から、何か小さな包みを取り出す。

　結構匂いが強く、その時点で俺は莉生の用意した料理が何か分かった。

「これは……駅前にあるバーガーショップの、無駄に高いチーズバーガーか！」

　莉生が俺に持ってきてくれたのは、二人の思い出が詰まったハンバーガーだった。

　そう、忘れもしない。あれは中学一年生の頃。あの日の事を、莉生は語りだす。

「郁ちゃんと二人でお小遣いを出し合ってさ、当時開店したばかりのこの店で、この高いハンバーガーを食べたよね。一個二千円の極上バーガーの味を確かめよう、って」

「莉生が半分にしたのはいいけど、千切るのが下手で……大きさがバラバラになったな」

「うん。だけど郁ちゃんは黙って小さい方を取って、僕に大きい方を食べさせてくれたよね。思えばあの瞬間に……きっと、僕は郁ちゃんを大好きになった」

　ああ。そうだった。俺と莉生はまだ出会って日も浅かったのに、こんなバカな事をしていたのだ。あの日をきっかけに、俺たちは二人で遊ぶことが増えたのだ。

　莉生の目の前で、俺は再びハンバーガーを半分にする。そしてもう一度、小さい方を取って、大きい方を燈華に差し出してから、ゆっくりと咀そ嚼しやくした。

「懐かしいな。この味……値段の割に肉も薄いし、野菜はベチャベチャ。ピクルスだけは無駄に多い。だけどあの時の俺たちにとっては、世界で一番美う味まい飯だった」

　俺は莉り生おと顔を見合わせて、どちらからともなく笑う。あの日の事は、一生忘れない。

「う、ううっ……い、いい話です、ねぇ！　ぐすっ！　もぐもぐ！」

　俺からバーガーを受け取った燈とう華かは、思い出話を聞いて涙ぐみながらバーガーを齧かじる。

　そんなに泣ける話でもないのだが、涙腺が脆もろい奴やつだな、こいつは。

「確かに味は酷ひどいですねぇ！　二千円でこれなら、別の店で五百円のバーガーを食べた方がいいです！　ですがこれは、莉生さんだけが提供できるママごはんなのですね……！」

　燈華はバーガーを食べ終えて、近くにあったノートにペンを走らせる。

「じゃーん！　思い出バーガー、九十点です！　味はアレですが、エピソードの破壊力抜群でした！　一発目から高得点ですよ！　これを超えるのは難しいのでは」

「決めつけるのはまだ早いと思うよ、燈華ちゃん！　私、参上！」

　燈華が言い切るよりも先に、玄関口から声がした。

　そこには玄関の壁にもたれながら、腕を組んでいるエリ姉がいた。格かつ好こいいな！

「確かにいい話だったけど、これはあくまで料理対決！　エピソードという調味料に頼るのは、二流のママがすることよ！　私が用意したのは……これ！」

　ウマい事を（ご飯だけに）言ったエリ姉が卓上に置いたのは……意外な物だった。

「え？　ただの塩おにぎり、ですか……？」

　燈華は目を丸くして、ラップに包まれた丸いライスボールを見つめる。

　いや、これには俺も予想外だった。エリ姉定番のカレーかパスタが来るかと。

「エリ姉、流石さすがにそれは僕や凜り々り花かちゃんを侮り過ぎだよ？　こんなおにぎり、誰にだって作れるよ？」

　莉生もやや呆あきれた口調だ。しかしエリ姉は全く怯ひるむ様子が無い。

「まあまあ、食べれば分かるって！　はい、いーちゃん。じっくり味わってね？」

「あ、ああ。いただきます」

　一口、二口と食べてみるも……普通の塩おにぎりだ。中に具は入っていない。絶妙な塩加減ではあるけど。燈華も首を傾かしげながら食べている。タネも仕掛けもないぞ？

「さて、そろそろお姉さんがタネ明かしをしようかな。ねえ、二人とも。そのおにぎり、塩が振ってあると思う？　実はね……それは私が愛情をこめて握っただけなのです！」

「なっ……！　つ、つまりこの味は」

「え、エリ姉さんそのもの……！　塩味ではなく、エリ味、ですね！」

　俺と燈華が驚嘆していると、理解が及んでいない莉生の顔に動揺が広がる。

「う、嘘うそだ！　そんなの、ただ手から滲にじんだ汗が染み込んだだけじゃないか！」

　そんな莉生に、エリ姉は勝ち誇った顔で余ったおにぎりを差し出す。

　確かめてみなさい。そんな挑発的行動に、莉り生おは慌てておにぎりを口にする。

「……っ！　な、ない……！　味がしないよ！　どういうことなの！」

　莉生の言葉に、俺はもう一口おにぎりを食べてみた。いや、しっかり塩味だが……？

「そうかもね。このおにぎりは……私の愛という調味料が振られているの。つまり、私を好きじゃない相手がこれを食べても、味がしない。それこそが、エリ味」

　ドヤ顔で勝ち誇るエリ姉には悪いけど、何その理論？　合法なおにぎりだよね、これ？

　食べても平気だろうか……横にいる燈とう華かは、かなり感動した様子で完食しているけど。

「素晴らしいですね！　エリ姉さん！　これは正にママの味！　お母さんがお弁当に入れてくれるおにぎりと同じ味がしました！　ほぼ満点に近いのでは！　九十五点です！」

　どうやら莉生の思い出バーガーより、エリ姉の非合法米が上回ったようだ。

　そんな事を考えていると、エリ姉はこっそり俺の耳元で囁ささやいた。

「実は莉生くんにあげたのは、手袋をはめて作ったオニギリなの。ちょっと悪戯いたずらしちゃった。お姉さん、策士でしょう？　こっちはちゃんとエリ味だから食べてね？　ふふっ」

　うわ、綺き麗れいだけどきたない。おとなはきたない。これが大学四年生（二留）かあ。

　あれ？　でもこの塩味は本当にエリ姉の味って事？　そう聞くと食欲がもりもり湧いてくるから、男の子って単純だよね！

「ふっ……ゆっくり帰って来てみたら、脇役たちが低レベルの争いをしているわね！」

　俺がおにぎりを食べ終えると、玄関口から声がした。

　そこには玄関の壁にもたれながら、腕を組んでいる凜り々り花かが……ん？　さっき見た？

「凜々花。お前が持っているのって……カレーか？」

　俺が見る限り、タッパーに入っているのはごく普通のカレーだった。

　それを見たチームヤンデレは、どうやら勝利を確信したらしく、小さく笑う。

「散々僕らを脇役扱いして、持ってくるのがカレー？　ちょっと甘くないかな？」

「あらあら、莉生くん。言葉が辛辣だね。カレーだけに。ぷぷっ！」

　こいつら仲いいな……しかしそんな莉生とエリ姉を尻目に、凜々花はお皿にライスを盛り、そこにまだ温かい出来たてのカレーを丁寧にかけた。

「さあ、郁いく。真の幼おさな馴な染じみが提供するカレーよ。燈華ちゃんも気に入るはず！」

　出されたカレーは本当に何の変哲もない、見慣れたカレーだ。

　俺はゆっくりとスプーンでカレーを掬すくい、その味を確かめてみる。

「あれ、これは……嘘うそだろ？」

「お兄様！　これって……この味はまさか！」

　俺と燈華は思わず顔を見合わせる。

　そうだ。この味は……俺と燈華なら分かるはず。いや、俺たち親子にしか分からない。

「そう。このカレーは久く遠どう家特製カレーよ。実は今日、このカレーを郁に振舞う為ために、お昼休みに郁いくのパパに連絡して、放課後すぐに久く遠どう家にお邪魔していたのよ！」

　だから今日、凜り々り花かはアパートに来るのが遅かったのか。

「主な調理は私で、最後の味付けだけは郁パパがしてくれたわ。レシピは燈とう子こさん……郁のママが作った物だから内緒だって、隠し味は教えてくれなかったけどね」

　それを聞いて、エリ姉と莉り生おは脱力し、乾いた笑いを漏らすだけだった。

　そんな物に勝てるわけが無いと言わんばかりの、一切の悔しさが無い笑いだ。

「まあ、レシピはいずれ解明してみせるとして……さあ、郁。燈とう華かちゃん。この中で最もママらしさに満ちた、『ママごはん』を作れたのは誰かしら？　うふふ」

　誇らしげに笑う俺の幼おさな馴な染じみに、燈華はカレーを食べ終えてから嬉うれしそうにノートを開く。

　そこにはエリ姉と莉生が到達できなかった、三桁の数字が刻まれていた。

「ま、満点……そんなぁ。私といーちゃんは、歳としの差以外は完璧なのにぃ……」

「ひゃ、百点……嘘うそだよぉ。僕と郁ちゃんの大事な思い出が、否定されるなんてぇ……」

　エリ姉と莉生はそれぞれ嘆きながら、その場にうずくまる。うーん、亀さんみたいだ。

　そんな二人の頭上には、自信と喜びに満ちた女の子の顔があった。

「ねえ、郁。改めて教えてあげるわね」

　凜々花はまるで刺激的なスパイスを口にしたかのように、真っ赤な顔で俺に告げた。

「あなたの事を知り尽くしているのは、私だけなんだから」




　それから数日間、勝利した凜々花は我が家にご飯を作りに来る日々が続いた。

　最初こそ燈華は軽いお手伝いをするだけだったが、次第に凜々花に料理を教わっていくうちに、何品か簡単な物を作れるようになった。燈華は実技が得意なのかもしれないな。

　そして四月が終わりに近付く。大型連休前の金曜日がやってきた。

　今日の晩ご飯は燈華と凜々花の共作で、燈華がハンバーグを作り、凜々花がシチューを作ってくれた。そのどちらも美お味いしくて、俺のお腹なかはとても満たされた。

「凜々花ママのおかげで、私も最高の女になれそうですね！」

　食後。燈華は食器をシンクに運びながら、軽い足取りと同じように声を弾ませる。

　ママという言葉に気を良くしたのか、凜々花は嬉しそうに燈華の頭を撫なでた。

「嬉しい事言ってくれるわね！　じゃあ今晩はママがあなたに色々してあげるわ！　まずはお風呂ね！　背中を流し合いながら、凜々花ママが何でも教えてあげる！」

「わーい！　じゃあバストアップ運動をお願いしますね！　Ｇカップになりたいです！」

「……ごめん。ママのこれ、遺伝かつ神から与えられたユニークスキルだから」

　凜々花は非情な現実を燈華に突き付けながら、二人で浴室へと向かって行った。

　遺伝、ね。燈華も小さいほうではないが、凜々花やエリ姉のように巨乳ではない。

　実は二人とも、燈華のママになり得ない女の子なのでは？

「あるいは、別の誰かが俺と結婚するのかな……」

　思わず呟つぶやいて、俺は自分の思い上がりを正すため、両りよう頬ほおを自分で強めに叩たたく。

　燈とう華かがいるから結婚できるとは限らないだろう。それは俺の努力次第だ。

　頑張らないと。燈華の為ために。そして、自分自身の為にも。

　もう一度芽生えかけているあの感情を、また大切な女性に与えられるように。




「寝ちゃったわ、燈華ちゃん」

　凜り々り花かと燈華がお風呂から上がってきて、その後に続くように俺が風呂に入って戻ってくると、燈華は寝息を立てて居間に敷いた布団に転がっていた。

「さっきまで元気だったのに、急にスイッチが切れたな。幼児か、こいつは」

　俺が燈華の頬を人差し指で突つつくと、燈華は「ふへへ」と、楽しそうな寝言を上げる。

　俺と凜々花は顔を見合わせて居間から出て、キッチンの方で話をする事にした。

「凜々花、今晩はどうする？　泊まっていくか？　もう夜も遅いし」

「あら、不意打ちでこういうお誘いを受けるなんて予想外だったわね……えっちなんだから。ちょっとお風呂に入り直してきてもいいかしら？」

「ば、バカ！　そうじゃなくて、単純に心配しているだけだ！」

「あはは！　分かっているわよ。あなたにそんな度胸があるなら、今頃私は本当にママになっていると思うし？　ねえ……郁いく」

　凜々花は少しだけ間を置き、ゆっくりと俺の目を見ながら話し始める。

「知っているかしら？　私はストーカーなのよ」

「は、はあ？　ストーカー？」

　突然の告白に、黙りこくっていた俺も思わず変な声を上げてしまう。

「ええ。小さい頃から、あなたのストーカー。幼おさな馴な染じみとして、ずっと陰で見守っていたから、あなたの些さ細さいな変化にも気付くわ。近頃の郁は、特に変わったように思う」

　多分、それは俺でさえ気付けなかった機微だと思う。

　いや、自分自身の事だからこそ分からなかった、というのが正しいか。

　それ故に、一番近くにいた凜々花は気付いたのだ。

「あなたは燈華ちゃんと暮らし始めてから、とても幸せそうだった。それ以前は何か不満げで、寂しそうで……心配になるくらいだったもの」

「そう見えたか？　俺は昔から変わらないと思っていたけど……」

「そうだったのよ。それからずっと考えていたわ。郁を変えた燈華ちゃんがどのような存在で、何をしたのか。私には、それが分かった」

　瞬間。互いの距離があっという間にゼロになる。

　俺が現実を理解したのは、凜々花に押し倒されてからだった。

「あなたにとって燈とう華かちゃんは従兄妹いとこじゃなく……いや、それは言わなくていいわね。今は、あなたにもっと大事な事を伝えたい」

　凜り々り花かは俺に馬乗りになって、両手首を押さえつけて逃げられないようにする。

　男の俺が抵抗できないほどの、凄すさまじい力だ。まるで動物が己の生存本能を懸けた戦いに挑んでいるかのような、驚異的な力を感じる……！

「あ、あの？　凜々花、さん？」

　そしてその野性を出した凜々花の目は、正気を失っていたように見えた。

「郁いく。私の家族になりなさい！」

「え……！　か、家族？　まだ交際すらしていないのに？」

　困惑する俺の言葉に聞く耳を持たず、凜々花は止まらない。

　それどころかシャツのボタンを外して、その綺き麗れいな谷間を露出させ始めた。

「ちょ、ちょっと！　見えていますけど、凜々花さぁん！」

「うるさいわね！　見せているのよ！　これが本当のセルフサービスね！」

「セルフサービスってそういう言葉じゃないよ！　い、いいから退どいてくれ！」

「絶対に嫌。今から既成事実を作って、私のことを無理やり『好き』にさせるから！」

　既成事実。なるほど。ここで凜々花にキスをされて、一線を越えれば燈華は生まれる。

　未来に繋つながる条件はほぼ満たしているけど、どう考えてもアウトだ！

「だ、ダメだって！　そういうのはお互いが本気で愛し合ってからじゃないと！」

「私の幼おさな馴な染じみピュアで超可愛かわいい！　そうよね。昔から私たちは、順序を大切にしてきた。未来の家庭の為ために、過程を大事にする。だからこれを用意してくれたのよね？」

　凜々花は変な事を言いながら、胸ポケットから一枚の紙を取り出してみせた。

　それには見覚えがある。随分と色いろ褪あせて、やや白さを失っているけれど。

「……それ、幼稚園の頃にお前から貰もらった婚姻届じゃないか！　一体どこで……？」

　二人でおままごとをしている時に、凜々花の母が悪乗りで俺たちにくれた婚姻届だ。ちなみに凜々花の名前は記入済みで、貰ってからは実家の本棚に封印していたのだが。

　そこまで言って、俺は燈華の言葉を思い出した。

　寧むしろこの時代ではアレを渡さない方がいい。

　俺は最後のパパーツを未来の技術が詰まった道具なのかと想像していたけれど。

「部屋に置いてあったトートバッグから飛び出ていたわよ。わざわざ実家から持ってきてくれたのでしょう？　約十年越しの約束を果たすために！」

　それ二十年先から燈華が持ってきた物だけどね！　物持ちいいな、俺！

　なんて言う事はできず、俺はその婚姻届の意味を考える。

　燈華はどうやってこれを見つけたのか。これが将来どう作用するのか。そもそも俺の名前が未記入なら、凜々花とは結婚しないのか──？

　頭の中を巡る考えは、俺に跨またがる幼おさな馴な染じみの言葉が掻かき消していく。

「郁いく。私はあなたと家族になる覚悟があるわ。これを見つけてから、胸いっぱいに愛が溢あふれて抑えきれないの……だからもう一度言うわよ、私」

　凜り々り花かは婚姻届を俺の胸の上に置いて、深呼吸をする。

　シャツの隙間から見える下着は、とても地味な白い下着で……凜々花の好きな黒や赤じゃなく、きっと、勝負下着でもない。それでも、凜々花は想おもいを抑えられなかった。

　そして真剣な眼まな差ざしで、俺を見下ろしながらゆっくりと、祈るように言葉を紡ぐ。

「私を『好き』になって。そして……わ、私と結婚してください！」

　その台詞せりふを凜々花に言われたのは、二度目だった。

　約十年前。おままごとをしていた最中に言われたのを、よく覚えている。

　だけど、あの時俺は何て返したのだろう？

　母さんがいなくなって、「好き」を封印した俺の答えは……そうだ、思い出した。

　少しだけ、あの頃とは違う答えかもしれないけど。

「凜々花、俺は──」




　俺は胸元の婚姻届を握りしめて、プロポーズの答えを出した。
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「お父様はバカですか！　どうして凜々花さんのプロポーズを断ったのですか！」

　翌日。俺は朝食を摂とっている間、昨晩の出来事を語った。

　しかし燈とう華かはその結果が気に入らなかったようで、かなり腹を立てていた。

　今までも冗談で怒る事はあったけど、本気で怒っているのは多分これが初めてだ。

　昨晩、凜々花は俺の答えを聞いて、特に食い下がる事も無く帰っていった。

　仕方なさそうに、あるいは諦めたような笑みを浮かべながら、帰り支度をする中で俺に言った。

「やっぱり、郁はまだ誰かを好きになれない。そういう事よね、それは」

　靴を履いて出ていこうとする凜々花に、俺は何か言葉を返そうと口を開く。

「凜々花、俺は……」

　だけど、どうしても反論できなかった。凜々花の言う通りだったから。

　それでも俺の幼馴染は、特に責める事も無く玄関の扉を開ける。

「いいのよ、別に。私はあなたがこの婚姻届をまだ持っていてくれた事が嬉うれしかったし？　だけど……三度目は無いわよ！　次は郁の口から、プロポーズさせてみせるから！」

　大胆な宣言を残して、凜り々り花かは帰っていった。

　この話を燈とう華かにしたら、こうして言い争いが始まってしまったわけだ。

「だけどな、燈華。俺は凜々花の想おもいを中途半端な形で受け止めたくなかった。それで」

　先の言葉を続けようとするも、しかし愛まな娘むすめはそれを許してくれなかった。

「そんなの、ただの言い訳じゃないですか！　あんな素敵なママリティに満ちた幼おさな馴な染じみがそこまで言ってくれたのに、どうして断ったのですか！　娘不孝ですよ！」

「だから！　それ以外にちゃんと理由がある！　聞いてくれ、燈華。俺は……」

　だけど燈華は俺の話を聞くつもりは無いらしく、押し入れから着替えを取り出してトートバッグに詰めた。

　それからお小遣いの入った財布を俺に突き返し、玄関で靴を履き始める。

「燈華！　お金も持たずにどこへ行く気だ！」

　俺が慌ててその背中を引き留めると、燈華は頬ほおを膨らませて俺を一いち瞥べつする。

　だけどそれも一瞬で、玄関のドアノブに手をかけながら叫んだ。

「家出します！　燈華ちゃんは只ただ今いまから反抗期開始です！　もうお父様なんて知りませんから！　ムスメーターも……こうです！」

　燈華はムスメーターをゼロ点にまで減点して、俺にそれを押し付けて家を飛び出す。

　家出を宣言した燈華は、本当に部屋から出て行ってしまった。

「あ！　ちょっ……燈華！　燈華ぁ！　燈華ちゃぁん！」

　しかし愛娘が再びドアを開ける事は無かった。俺は玄関に座り込んで、思考する。

　隠さずにちゃんと伝えれば良かった。俺が凜々花のプロポーズを断った理由を。

「本当はもう、分かっていたのに……燈華相手に、曖昧にしなくても良かったな」

　ムスメーターを手の中で弄いじり、誰に言うでもなく独り言を呟つぶやいた。

　燈華がいない部屋。久しぶりの孤独に違和感を覚える。

　ほんの少し前はこれが普通だったのに、寂しいな。

「で、でも！　家出なんて長続きしないだろう！　すぐ帰ってくるはずだ！」

　行く当ても無ければ、お金も無い。スマホだって持っていないのだから。

　子供の家出は、夕方くらいには戻って来るはずだ。俺もそうだった。

　あるいはすぐにお腹なかを空すかして、お昼過ぎには戻って来るかもしれない。

　はずだ。かもしれない。我ながら娘の行動を何も理解できていないな。希望的観測でそうなればいいと願っているだけなのが悲しい。




　それから二時間ほど経たっても、当然燈華は帰って来なかった。

　たった二時間。例えば買い物に出掛ければ当たり前のように流れていく時間だけど、それでも今の無一文の燈華には、余りにも長すぎる時間だ。

　そろそろ捜索願を出そうか悩んでいると、スマホが大きく振動した。

「と、燈とう華か！　じゃないか……スマホは持っていないし。エリ姉か。もしもし？」

　画面に指を滑らせてスピーカーモードで応答すると、複数の声が聞こえた。

『ふはは！　あなたの大切な燈華ちゃんは私たち「ママ会」が預かったわ！』

『燈華ちゃんを返して欲しければ、僕たちの要求を呑のむ事だね、郁いくちゃん！』

『私たち三人のママが、この可愛かわいい女の子をたっぷり甘やかしてあげるわ！　まずはお菓子とジュース漬けにして、不健康な肉体に調教するわ……どう？　怖いでしょう？』

　エリ姉、莉り生お、凜り々り花かが何やら意味不明な事を告げてきた。ままかい？

　ふむ。察するにどうやら燈華は、この三人を頼っているらしい。それなら安心、だが！

「色々聞きたい事はあるけど、エリ姉……どうしてママ会なのさ」

『いい質問だね、いーちゃん！　何な故ぜならこのママ会はこの前のママごはん大会の延長だから！　どれだけ燈華ちゃんを満足させられるかという、私たちの戦いね！』

　うーん。我が愛まな娘むすめは相変わらず甘え上手だなあ！　確かにこれなら最低でも三日間は家出できるし、悪い考えではない。発想は小悪魔的だが。

　すると電話先でごそごそと、スマホを動かす音が聞こえた。誰かと替わったらしい。

『こんにちは、郁。昨晩ぶりね』

　凜々花だ。俺が何を言おうか迷っていると、すぐさま凜々花が先制してきた。

『残念ね。あなたの可愛い燈華ちゃんは私のファミリーになったわ。返して欲しければ例の書類の左側を埋めて市役所に差し出す事ね！　クックック！』

「ねえねえ、脅し方がガチすぎない？　恥ずかしくないの？　凜々花さん？」

『う、うるさいわね！　今まで隠していた想おもいを吐露したのだから、これくらいやらないとネタにならないのよ！　察してよ！　バカ！　鈍感！　ヘタレ！　旦那様！』

「最後だけおかしいな？　い、色々とごめん。ちゃんと考えてはいるから……」

　俺たちの間に変な空気が流れて、互いに少しだけ沈黙してしまった。

『ふふっ。そんなに取り繕わなくても大丈夫よ。私はあなたを信じているからね。ねえ、郁。燈華ちゃんと何があったのかは知らないけど』

　凜々花は一笑してから、穏やかな声音になる。あの晩、俺に向けたのと同じ声だ。

『燈華ちゃんに伝えていないことがあるなら、ちゃんと言葉にしてあげてね。そうじゃないと、一生すれ違ったままよ？』

「……ああ。ありがとう、凜々花。やっぱりお前はいい女だよ。そうだな。具体的に言うと世界で二番目くらいに可愛いと思う」

　俺が突き放すと、凜々花は不満げに「むぅ」と唸うなる。あざとくて可愛くないぞ、それ。

『じゃあ！　あなたにとって一番可愛い子は誰なのよ！　超えてみせるわよ、私！』

「……内緒にしておく。それじゃあ、ママ会の皆さん。燈華の事をお願いしますねー」

『え、ちょっ。あの、僕も郁いくちゃんに挨拶を……ああっ！　切らないでよぉ！　あの』

　俺が通話を終わらせる前に、向こうが切ったようだ。何やら最後に莉り生おの悲鳴が聞こえたような気がする。莉生は不ふ憫びん！

　これから三日間、一人か。世界一可愛かわいい女の子がいなくなった部屋は、少し静かだ。

　帰ってきたら、ちゃんと教えてやろう。燈とう華かに、俺の想おもいを。







　三日間という時間はかなり長く、俺はひたすら時間を浪費するのに努めていた。

　今まで一人が当たり前だったのに、いざ自由な時間ができると何をしていいか分からない。好きなゲームをしても、泣ける映画を観みても、心が一切落ち着かなかった。

　それでも燈華がママ会に逃げ込んでから、ようやく三日が経たった。

　だが、燈華のお泊りローテーションの最後を担当する凜り々り花かに連絡すると、予想外の言葉が返って来たのだった。

「燈華ちゃんならもう帰ったわよ？　家に帰るって言っていたけど」

　朝の九時ごろ。俺は凜々花に燈華を迎えに行く連絡をしたのだが、返って来た言葉は予想外のものだった。

　その時はまた、燈華はエリ姉か莉生の家に行ったのだと思ったけど。

　しかし二人に連絡しても、どちらの家にも燈華は来ていなかったようだ。

『もし燈華を見かけたら連絡してくれ』

　俺は今回お世話になった三人にメッセージを入れて、思い当たる場所を虱しらみ潰つぶしに回って燈華の事を探した。

　一緒に行ったショッピングセンターや、いつも行くスーパーやコンビニ、挙句の果てには莉生と三人で行ったプール施設にまで足を運んで、休日の学校にも赴いたけど。

　燈華は、どこにもいなかった。店員さんにもスマホで撮った燈華の写真を見せて尋ねてみたけど、来店していたという情報は得られなかった。

「一体どこに行ったのか……俺の娘は」

　気付けば、時刻は正午を過ぎようとしていた。せっかく今日こそはと、燈華の好きなお菓子やジュースを買い込んで、昼食の用意もしていたのに。

　もしかしたらアパートに帰ってきている可能性も考えて、一度戻ってみたものの、やはり部屋の中は静かで、誰の存在も無いままで。

　俺は靴を脱いで部屋に上がり、そのまま座り込んだ。足が痛い。ずっと走りっぱなしだったせいか、嫌な疲労感が溜たまっている。

「もしかして……燈華は」

　家に帰る。凜々花に告げたあの言葉は、違う意味が込められていたのかもしれない。

　本来帰るべき場所、本当のホームがある未来へ戻ったのか──？

　俺と喧けん嘩かしたまま、お別れの一つも無く。さようなら、なんて。

「……う、ぐっ」

　急な頭痛で頭を押さえる。走りすぎたか？　少し休まないと。

　くそっ。燈とう華かを一刻も早く見つけないといけないのに。薬、あったっけ。

「燈華。早く帰ってきて……く、れ……」

　あれ？　呂ろ律れつが回らない。目の前の視界が霞かすんで、俺の身体からだは仰あお向むけに倒れた。

　何だよ、これ。こんな時に、何が起きたというのか。こんなの、初めてだ。

　ダメだ。まだ燈華を見つけていない。こんな所で倒れるわけにはいかないのに！

　あれ？　床に何かある……これは、燈華が身に付けていたリング……？　何でここに。

　燈華。俺は──。




「……え？」

　目が覚めると、俺は見知らぬ場所で立ち尽くしていた。それに、服装だっておかしい。

　さっきまでは部屋着のジャージだったのに、上下ともに制服を着込んでいる。

　だけど、この違和感は何だ？　目の前の並木道に、どこか懐かしさがあるような──。

「やっぱり。知らない場所じゃなかった……か」

　驚きよう愕がくと現状理解への拒絶が混じり、途切れながらも声を絞り出す。

　だって、俺が振り返った先には通い慣れた大きな建物があったから。

「ここは、俺が通っている高校じゃないか！」

　それだけなら、何も驚く事は無い。問題は、正門前に設置された立て看板だ。

　明日はここで入学式が行われるらしく、看板にはまだ見慣れてない新しくなったばかりの元号が記され、年度を示す数字は俺が高校二年生だったころから随分と増えている。

「燈華とは逆パターンで、俺が未来に飛んだのか……？」

　一体どうして？　理由は分からないが、とりあえずこの時代で頼れる人を探さないと。

「エリ姉や莉り生お、凜り々り花かなら気付いてくれるかもしれないけど……ううむ」

　過去から来ました！　とか言って、若い俺を見たら気絶するかもね！

　そこでこの時代の俺と対面したら、互いに影響を及ぼすだろう。それこそ、燈華がそうなりかけたように、俺自身の存在が変質し、運命が変わってしまう可能性もある。

　燈華はこんな不安と緊張を抱えながら、俺を探してくれたのだろうか。

　あのアパートに到着するまで、どんな気持ちで街を歩いていたのだろう？

「お、落ち着け。何か飲み物でも買って、まずは思考を整理しよう！」

　俺はバス停の近くにあった自販機に、硬貨を投入してコーヒーを買う。自販機には謎の機能が増えていたが、時代が変わっても完全キャッシュレスではないらしい。

　だが、俺が缶のタブを起こした、その瞬間だった。

「……嘘うそぉ？」

　停車したバスから、一人の少女が降りてきたのだった。

　俺と同じ校章の制服に身を包み、真新しい鞄かばんを肩にかけた、世界一可愛かわいい女の子。

　俺の娘。久く遠どう燈とう華かだった。

「……おや？」

　バスから降りて一息ついている燈華を見つめていると、目が合ってしまった。

　燈華は小さく疑念を呟つぶやいて、その場に立ち止まってしまう。

　俺は慌てて目を逸そらし、缶コーヒーを口に運んで顔を隠すように飲み干す。

　どうやら燈華はまだ入学前、つまり過去に飛んで俺と出会った後の燈華ではない。

　確か、燈華は入学式の後に俺の時代に飛ばされて来たのだから。

「うーん……気のせい、ですかね」

　燈華はしばらく俺の事を見ていたが、首を傾かしげてから学校の方へ歩き出す。

　背中を見送ると、燈華は書類を片手に事務室の方へ向かっていった。入学前だというのに、何か不備でもあったのだろうか。燈華なら有り得るね！

「できれば、声をかけたかったな……」

　入学おめでとうと、そう言って娘を抱きしめたかったけれど。

　今の俺にできるのは、燈華の心を乱さない事だけだ。ほぼ同い年のお父様と出会ってしまったら、何が起きるか分からないし。そもそも受け入れるわけが無い。

「さて、燈華が戻ってくる前に俺もどこかに」

「あの！」

　俺が呟いてから空き缶を捨てようとすると、背後から声をかけられた。

　振り向くな。その顔を見たら、俺はきっと決意が揺らいでしまう。

「今から私は、変な事を言いますよ？　ええ。とっても変な事をあなたに言います！」

　背後に立つ少女は、そう言ってから深呼吸をする。

　一体何を言うつもりだ？　あなたは私のお父様ですか？　とか？　そんな事を言われても、俺は振り向くつもりは微み塵じんも無いぞ。愛まな娘むすめを困らせたくないからな。

「あなたは！　えっと……大きい胸とお尻が好きなヘンタイさんですよね！」

「往来でお父様のフェチズムを暴露するな！」

　あ。

「あ！」

　やってしまった。俺が呆ぼう然ぜんとしていると、俺の顔を見た燈華が嬉うれしそうに笑う。

　その笑顔を見て、俺は鼻の奥が熱くなる。視界の端が滲にじんで、その先にいる少女の姿が曖昧なシルエットへと変わっていって、それから──。

「やっぱり、私の大好きなお父様ですね！　えへへ！　今日はやけに若いですねえ！」

　全身に柔らかくて熱い、大好きな娘の温ぬくもりを感じた。

　耳元で、鼻を啜すする音がする。泣いているのだ。俺だけじゃなくて、燈とう華かも。

「燈華……ごめん。お前に会いたくて、過去から来ちゃったよ」

　俺がそう言うと、燈華は抱きしめる力を強くして、俺の頭をゆっくりと撫なでてくれた。

「幸せ者ですね、私は！　よく来てくれました、お父様……っ！」

　静かに泣き始めた愛まな娘むすめの頭を、俺も同じように撫でてやる。

　言葉は不要だ。互いの顔を見ただけで、それが非現実な事であっても、理解し合える。

　そうか、これが俺と燈華の間に芽生えた「愛」なのか。




「しかし、よく気付いたな？　俺が高校生の頃のお父様だって」

　俺と燈華は裏門から学校に入って、校庭を散歩しながら話し始めた。

　燈華はそんな俺の問いかけに、白い歯を見せて笑ってくれる。

「気付きますとも！　バス停で一目見た時に『親？』って言ったじゃないですか！」

「え？　あの『おや？』ってそっちだったの？」

　勘が鋭いどころじゃない。特殊な力を持つ異端者かよ。それにしても、だ。

「過去からお父様が来てくれましたー！　って、そんな現実を即座に理解して受け入れられるか？　相当なお父様好きじゃないと無理が……あれ？」

　そこである疑問が浮かぶ。この燈華は「どっち」だろう？

　過去に戻って若かりし日の俺と出会い、未来に帰ってきた燈華か。

　あるいは、これから過去に戻って、親子の触れ合いを始める前の燈華か。

「ふふふ。考えているようですね、お父様！」

　そんな俺の考えを見透かしたように、燈華は悪戯いたずらっぽく笑みを浮かべる。

「今の私が過去に飛んだ経験を持つ燈華ちゃんなのか、どうか……でしょう？　残念ですが私は答えを言いませんよ！　美しい女には常に秘密があるものなのです」

「なるほど。今のお前は過去に飛んだ経験を持つ燈華ちゃんか」

「あれぇ？　どうして分かったのですか！　燈華ちゃんの抜き打ちテストなのに、まさかお父様も私と同じ特殊な『力』を持つ『異端者』だったのですか……？」

「うわ！　変な発想が遺伝しちゃった！　そもそもお父さんは一般人だよ！」

「いや、一般の親子は時間跳躍できないと思います」

「急に正論を述べてくるの、とても困惑するから極力控えて欲しいなあ」

　そうか。燈華は無事に未来に戻って来られるのか。それはとても喜ばしい話だ。

　親としては子が離れていくのは悲しいけど、ちゃんと「ここ」で出会えるのだから。

　そして……だからこそ、俺は帰らないといけない。未いまだ「過去」にいる娘の為ために。

「なあ、燈とう華か」

「ねえ、お父様」

　俺が帰らなければならない事を告げようとすると、燈華も同時に口を開く。

　お互い一瞬だけ黙った後で、小さく笑ってから言葉を続けたのは燈華だった。

「お父様がその指輪を付けているの、初めて見ました。私が物心つく頃には、既にそれを貰もらった後ですからね」

「指輪……？　あ、あれ？　いつの間に？」

　燈華に言われて気付く。俺の右手の小指に、母さんの形見の指輪が輝いていた。

　そういえば、意識を失う直前にこれを見つけた気がする。驚きよう愕がくしている俺を尻目に、燈華は無邪気に笑う。

「ちゃんと返さないとダメですよー？　『今』のお父様には、自分の指輪があるじゃないですか。だから、その指輪を落とした少女に、渡してあげてください」

「……そうだな。持ち主に心当たりがあるから、返してあげないといけないな」

　俺がすべき事。行くべき場所。そのどちらもが、ここでは果たせない事だ。

　そんな俺の目を見て、燈華は俺の手を握る。温かい、小さなその手で。

「ええ！　そうしてください！　でも……何だか不思議ですね。私にとって、高校生のお父様と触れ合ったのはつい最近なのに、こうして再会すると甘えたくなってしまいます」

「そ、そう？　じゃあ入学式を見て行ってもいいか？　明日だよな、確か」

　だけど燈華は俺の手を放す。躊ちゆう躇ちよなく、俺を引き留めないかのように。

「いいえ、ダメです！　私の入学式は明日じゃなくて、もっと未来で見てください。ね、お父様？　私はいつだって、あなたの生きている先にいます。少し先の未来で、いつも一緒に笑っているのですから！」

　親と子。それは一生切っても切れぬ絆きずなであり、同じ時間を共有する関係だ。

　ああ、そうだった。俺が頑張って生き続ければ、燈華とまた会える。

　入学式前日の「今日」もまた、歩き続けた先にもう一度やってくるのだ。

「……分かった！　ありがとう、燈華。お父さんはそろそろ行くよ！」

　一歩、二歩と、顔を見たまま俺は燈華との距離を開けていく。

　大丈夫。今は少しだけ後ろに戻るだけだ。この距離は一時的なものだから。

「ええ、お父様！　あなたの可愛かわいい娘は、いつだってここにいますから！　だから絶対に入学式の日には、校門まで素敵な車に乗って迎えに来てください！　ね！」

　燈華は満面の笑みで俺に手を振る。そんな約束、しなくたっていいのに。

「当たり前だ！　俺はお前の世界一素敵なお父様だからな！」

　俺たちはそれ以上言葉を交わす事は無かった。

　帰らなければならない。ここではない、あの場所へと。

　そこに取り残されたままの、ちょっとだけ成長した娘を迎えに行こう。

　そしてその後で、俺はまたここに戻って来る。どんな苦難も、挫折さえも蹴飛ばして。

　校庭を出て、裏門を抜けてから俺は一心不乱に走った。

　帰り方は知らないけど、大丈夫だ。そんな気がする。

　向かう場所も分からず、がむしゃらに走り続ける中で、俺は大切な娘の事を想おもう。

　どこにいたって、どんな姿だって。

　俺は燈とう華かに──、愛する娘に。ずっと救われ続けているのだな。







「……あれ？」

　走り続けていた。息が切れて、足が痛くて、頭がクラクラしても。

　だけど気付けば周囲の世界は一変し、見慣れたアパートが眼前に広がっていた。

　自分の服装を見る。部屋着のジャージだ。ということは……！

「戻って来たのか。いや、もしかしたら夢……？　まあ、それはどうでもいい！」

　答えは何だっていい。今は、迎えに行かなければならない相手がいる。

　入学式でもなければ、素敵な車も無いけれど！

「全速力で迎えに行くからな、燈華！」




　俺が向かったのは、アパートから少し離れた場所にある市民公園だった。

　この公園は狭く、ブランコと鉄棒、小さな滑り台とベンチがあるだけだ。

　周りは木々に囲まれ、住宅街から離れた場所にあるせいで、休日だというのに人の気配はない。だからこそ、この場所を見落としていたのかもしれない。

　ただ一人、ブランコに座っている燈華を除いては。

「燈華」

　俺が近寄って声をかけると、燈華は力なく笑う。

　悪戯いたずらをした子供が、親に叱られても泣くまいと笑顔を保っているような、そんな顔だ。

「お父様……勝手に家出して、ごめんなさい。私、私は……どんな顔をして帰ればいいのか、分からなくて……ううっ」

　なるほど。行く当てが無くなって帰ろうと思ったけれど、今更帰るわけにもいかなくなって、この公園で途方に暮れていたわけか。通知表を親に見せたくない小学生かな？

　バカバカしい。子供は家に帰ってきたら、笑顔で「ただいま」を言うだけでいいのに。

　俺は言葉に詰まる燈華の後ろに回って、そのブランコを軽く押す。

　燈華は突然の事に「うひゃあ！」と驚きながらも、前後に上う手まく揺れてみせる。

「昔さ、この公園で一緒に遊んだよなー！」

　俺は返って来た燈とう華かの背中を思いっきり押して、語りかけた。

　昔だけど、昔じゃない。未来だけど、未来じゃない。俺たちの思い出を。

「え？　そうでしたっけ？　別の女児と勘違いしていません？」

「お父様には女児を誑たらし込こむ趣味はありませんけど！」

　しかし燈華は忘れているらしい。子供にとっては些さ細さいな出来事かもしれないが。

「小学校入りたての頃かな？　自信満々に鉄棒で逆上がりをしようとして、失敗するやつ。俺がこの時代で燈華と会った時に、一瞬だけ見えた未来の光景なんだが、違ったか？」

「あ、ああー……思い出しました。苦い思い出ですね。だけどお父様！　今の私はあの頃とは違うのです！　見ていてくださいね！」

　燈華はブランコから飛び降りて、隣にある鉄棒に駆け寄っていく。

　そして逆手で棒を握って、小さく深呼吸してから距離を取った。

「行きますよ！　あなたの可愛かわいい娘の、素晴らしい逆上がりを見せてあげます！」

　一歩、二歩、三歩。タン、タン、タンッと短いリズムを鳴らして燈華は地面を蹴った。

　その小柄な体は、しっかりと宙で半回転をして、腰を重心にして華麗な一回転へと昇華する。鮮やかな逆上がりを見せて、燈華は鉄棒から手を放し、自信満々に笑う。

「どうです！　あなたの娘は日々成長しているのですよ！　昨日よりも、少しずつ！」

　そっか……親が見ていなくても、子供は勝手に成長していくのか。

　だけど、俺はこれからもずっと燈華の事を見ていたい。一番近くで、その成長を。

　先ほど見たあの日に辿たどり着つくまで、ずっと一緒に。

「帰ろうか、燈華。家出の感想を話しながら、二人で手を繋つないで帰ろう」

　俺がその手を握ると、燈華は嬉うれしそうに指を絡ませる。

「……はい！　いっぱい楽しいことがありましたよ！　あの……お父様。家出してごめんなさい。私はやっぱり、お父様と二人で過ごすあの家が一番大好きです！」

　俺たちは思い出の公園を後にして、家路につく。

　また一つ、この公園で思い出ができた瞬間だった。







「燈華。これから俺はお前に格かつ好こいいところを見せるぞ」

　自宅アパートに到着して、部屋の前で足を止めてから俺は燈華に告げた。

　燈華は一体何のことか理解していないようで、首を傾かしげる。当然だ。

「え？　お父様は今も昔も格好いいままですよ？　いつだって最高です！」

「そうかもしれないな！　だけどな、燈華。よく見ていてくれ。いつだって最新のお父様が、最強で最高のお父様だ！」

　言葉の勢いを削そがぬまま、俺は玄関のドアを思いっきり開け放った。

　その瞬間、耳をつんざく発砲音のような音が三つ、連続して部屋中に響く！

　扉を開けた燈とう華かは紙吹雪とテープまみれになって、目を丸くしている。

　そう、俺の娘は部屋にいた『三人』からクラッカー攻撃を受けたのだ。

「せーの」

　そして、中にいる三人が声を揃そろえて歓声を上げる。

「燈華ちゃん、高校入学おめでとう！」

　エリ姉、莉り生お、凜り々り花かがクラッカーを片手に、燈華の事を祝福してくれた。

　部屋はちょっとした飾りつけがされ、食卓には豪華な食事やお菓子が並んでいる。

「お、お父様……！　これ、あれですか！　わ、わ、私の！」

　燈華はいつもの笑みとは違う、とても期待に満ちた目で俺を見つめてくる。

「ああ。思えば一度もお祝いしていなかったからな！　お前を迎えに行く前に、皆にお願いして準備をしてもらっていたのさ！」

　そう。俺は公園に行く前に、三人にメッセージを入れていた。

　燈華が見つかったから、入学祝いのパーティの準備を手伝って欲しい、と。

　エリ姉にアパートの鍵を渡して、そこに莉生と凜々花がやって来て、その結果これほど華やかなパーティを開催する事ができたのだ。

「なるほど！　だからお父様、ちょっと遠回りをして帰ったのですね！」
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　燈とう華かの言う通り。俺は三人にお願いしたのがあまりに急だったので、時間稼ぎをしてから帰宅をしたのだ。

「その通りだ！　さあ、燈華。皆にお礼を言わないと！」

　俺たち親子は顔を見合わせてから、同じタイミングで三人にお礼を口にした。

「ありがとう！　燈華の為ために素敵なパーティを開いてくれて！」

「ありがとうございます！　エリ姉さん！　莉り生おさん！　凜り々り花かさん！」

　俺たちの言葉を聞いてから、三人は朗らかに笑う。

　きっとこの三人だからこそ、誰も不満を言わずに頼みを聞いてくれた。

　俺と燈華にとって、大切な人たち。だからこそ、俺は皆に言わなければならない。

「さあさあ！　二人とも中に入って！　お姉さんがジュースを注ついであげましょう。大人だからピザとハンバーガーも買ってきましたよ？　大人なので！」

　エリ姉は俺と燈華にコップを手渡す。それに続くように、莉生と凜々花も。

「じゃあ僕からはプレゼントを！　はいこれ！　この間お泊りした時にプレイしたゲームソフトだよ！　僕のお古でごめんね？」

　莉生は燈華に、ラッピングされたゲームソフトを渡す。買ったばかりの新作なのに、それを躊ちゆう躇ちよなく渡せるのがこいつのいいところだ。女の子みたいに可愛かわいいのに、男前だよな。

「私はお菓子を作ったから！　とはいえ、時間が無かったから簡単な物ばかりだけど。でも燈華ちゃんが昨日喜んでくれたクッキーも家から持ってきたわよ！」

　凜々花はそう言って、燈華の口に小さなチョコクッキーを放り入れた。

　その甘さに目を細めながら、燈華は嬉うれしそうに何度も頷うなずいて三人を見つめる。

「ありがとうございます、皆さん！　燈華ちゃんは幸せ者ですね！　入学祝いをいただけるとは思っていなかったので……最高に嬉しいです！　でへへ！」

　そう言う燈華は何だか泣きそうになっていて、心から幸せなのだと分かる。

　俺は一歩前に出て、主催者としての挨拶を始めようとした。

　だけど、今から行うのは祝辞じゃない。三人への、「感謝」だ。

「改めて、ありがとう。エリ姉、莉生、凜々花。こんな素敵なパーティを開いてくれて燈華だけじゃなく、俺も嬉しい。だから、改めて言わせて欲しい」

　俺は燈華を一いち瞥べつしてから、声に出さないで口を動かす。

　見ていてくれ。それを理解したのか、燈華は黙って頷いてくれた。

「この一か月、燈華が来てから皆と一緒にいる時間が増えた。今まで以上に濃い時間を過ごして、色々な事を気付かせてくれた皆に……俺の想おもいを聞いて欲しい」

　コップをテーブルに置いてから、俺は最初にエリ姉を見つめた。

　その視線に気付いたエリ姉は期待に満ちた目で俺を見つめ返してくれる。

「エリ姉！　俺が赤ん坊の頃から一緒にいてくれて、ありがとう。俺にとってエリ姉は大切な存在で……この前の事があってから、エリ姉は母親のように振舞って、俺を癒いやしてくれた。だけど俺はエリ姉を、本当の『姉』のように感じていたよ。大好きだ」

　それを聞いたエリ姉は、何か言うでもなく、頬ほおを赤らめて笑ってくれる。

　寛容と癒し。年上のお姉さんが持っている、俺への「好き」の形。

「莉り生お！　お前とは中学の頃から一緒で、他の同級生とは違う、『親友』だ。俺のバカなお願いを聞いて、燈とう華かと一緒に俺の娘になってくれた時は、また違うお前の魅力を知る事ができた。俺たちは他人同士じゃない。友情以上の絆きずながある。最強の二人だ」

　莉生は胸の辺りに手を置いて、目を閉じて俺の言葉を静かに聞いてくれた。

　最高の友であり、義理の娘。歪いびつだけど純白な、また一つの「好き」。

「凜り々り花か。俺たちは幼い頃から何もかも見せてきたよな。母さんのいない俺に、それによく似た優しさをくれた。最近になって魅力に気付けたよ。ドＭで、痴女で、ちょっと暴走気味なところも可愛かわいい、大事な幼おさな馴な染じみだ」

　凜々花は照れ隠しをするように、コップでその口元を覆ったけれど。

　その口角が上がっているのは、隠しきれてないぞ。その仕草は萌もえるだろうが！

　燈華のママになってくれて、俺に家庭を持つ良さ……家族の「好き」を与えてくれた。

　それぞれが異なる愛を、こんな俺に教えてくれた。

　だから俺は──。

「俺は、三人が『好き』だ。この気持ちを失なくしていた俺に、たくさんの好意を伝えてくれた皆が大好きだ。三人に対してこの気持ちがどういう風に変わっていくか、それはまだ分からないし、普通の『好き』とは違うかもしれない。けど、それでも良かったら……」

　これからも、大好きな皆と一緒にいさせて欲しい。

　心の中に閉じ込めていた、誰にも触れさせまいとしていた「好き」という気持ちを取り出して、俺は三人に深く頭を下げる。

　特別な気持ちじゃない。ありふれた感情だと、ようやく思い出すことができたのだ。

「お父様。とても素敵なスピーチでした」

　燈華は俺にだけ聞こえるように囁ささやく。俺が世界一「好き」な、可愛い愛まな娘むすめ。

「……全く、今更何を言っているのかしら」

　次に答えてくれたのは、世界で二番目に可愛い幼馴染だった。

「私はこれからも、郁いくが嫌でも一緒にいるわよ。私の『好き』なようにさせてもらうわ。なんて、ね。例えばそこの二人が裏切っても、私は永遠にあなたの隣にいるから！」

　凜々花の答えを聞いて、俺の心が満ちていくのが分かった。

　まだ異性の相手としての気持ちなのか分からないけど、やっぱり俺の幼馴染は最高にいい女だと思う。ド変態だし、頭おかしいし、痴女だけど……いい女かな？　これ？

　だけど、「そこの二人」は凜々花の発言が聞き捨てならなかったようですよ？

「ぼ、僕も郁いくちゃんの隣にいるから！　ていうか、中学時代から寧むしろ僕が一番近くにいた相棒だからね！　幼おさな馴な染じみ二人の出番はおしまい！　終了です！」

　莉り生おは俺の腕に抱き着いて、凜り々り花かとエリ姉を睨にらみつける。しかしエリ姉は大人の余裕を見せるかのように、手に持った缶チューハイをくるくると回しながら答えた。

「二人とも子供ですねぇ。私はアレだから。いーちゃんに授乳経験あるから。今更そんな事で喚わめかないのです。一番付き合いが長い大人なので。ね？　いーちゃん！」

　エリ姉は俺にウインクをして、缶チューハイを一気に飲み干した。お酒のせいなのか分からないけど、顔が真っ赤ですね。大人なのに。

　案の定。三人とも互いに自慢話やら、悪口だとかで、耳が痛くなるほど騒ぎ始めるし。

　だけどこのやりとりさえも、今の俺には愛いとしい時間のように思えた。

　まあ、これはこれでいいか。また叫び始めた三人と娘の姿を見ていると、何もかもどうでもよくなって……あー、もう。この時間が永遠に続けばいいのに！

「お、っと。燈とう華か、どうかしたのか？」

　喧けん騒そうの中で、こっそりと俺に抱き着いてきた燈華が呟つぶやく。

「お父様。私はやっぱりお父様が、世界一大好きです。他の誰よりも。えへへ」

　それは他のどんな「好き」よりも、お父さん冥利に尽きる最高の言葉だった。

「だから私も、隠し事は止やめます」

　そう言って燈華は、深呼吸をして三人と向き直る。

　そんな燈華の様子を見た三人は、言い争いを止めて視線を注いだ。

　燈華が何を言おうとしているのか、俺には分かる。本当は止めるべきなのだろう。

　だけど俺は父親として、燈華の決意を無下にしたくなかった。

「エリ姉さん、莉生さん、凜々花さん。今まで黙っていてごめんなさい。私、嘘うそを吐つきました。私はお兄様の従兄妹いとこではなく……お父様の、娘です。未来から来ました」

　その告白を、『ママ会』の三人はどう受け止めたのだろう。

　驚くのか。嘘だと笑うのか。あるいは、突拍子もない話に引いてしまうだろうか。

　だけど三人は──。

「「「そうだと思った」」」

　全員が口を揃そろえて、燈華の告白を受け止めたのだった。

「え？　え？　えー……？　し、信じてくれるのですか？　うそぉ？　夢かなぁ？」

　寧ろ、燈華自身がその反応に戸惑っている。うん。俺も大体同じ感想だよ！

　そんな「未来の娘」に対して、三人はゆっくり立ち上がる。

　まずは凜々花が燈華を抱きしめて、とても愛いとおしそうにその頭を撫なでたのだった。

「郁にこんな可愛かわいい従兄妹がいるって話、聞いたこと無かったもの。何より、顔が似すぎなのよね。仕草の一つを取っても、あなたと郁が親子だって分かるわ」

　そんな一人目の「ママ」に続いて、俺の親友が燈とう華かの手を包み込むようにして握る。

「うん。僕もそんな気がしていたかな。ゲームのプレイも郁いくちゃんそっくりだし、笑った時の目と、二人の匂いが一緒だったから。本当に血が繋つながっていると思っていたよ」

　二人とも、それぞれ観点は違っても燈華に俺の影を見ていたらしい。

　そして、一番俺と付き合いが長い幼おさな馴な染じみのお姉さんも、燈華に優しく微笑ほほえむ。

「若い頃の燈とう子こさんに似すぎだからね、燈華ちゃん。名前だけじゃなくて、顔と喋しやべり方かたなんて特に。隔世遺伝なのかな？　最初に見た時は驚いたし、泣きそうになっちゃった！　だから私は……ううん。私たちは、燈華ちゃんを信じられるの。そうよね？　二人とも」

　エリ姉の言葉に、莉り生おと凜り々り花かは力強く頷うなずいてくれた。

　──私たちの為ために、未来から会いに来てくれてありがとう。

　それは偶然か、あるいは必然か。『ママ候補』故の運命力なのか。

　三人は全く同じタイミングで、同じ言葉を燈華に捧ささげたのだった。

　これには俺も燈華も驚くばかりで、二人で顔を見合わせて笑ってしまった。

「なあ、燈華。俺たち親子は……幸せだな」

「はい！　こんなに素敵なママたちに囲まれて、今にも泣いてしまいそうです！」

　そう言う燈華の目は、既に潤んでいたし、頬ほおには涙が伝っていた。

　俺も感極まって泣きそうになってしまう。ああ、そうか。

　俺たちの周りにいてくれた三人はこんなにも優しくて、愛いとしかったのか。

「ねえ。ところで疑問があるのだけれど」

　そんな中、この弛し緩かんした空気を一変させたのは凜々花だった。

「燈華ちゃんが郁の娘なら、ママは誰なのよ？　あら？　燈華ちゃんのこの目を見てくれる？　私とそっくりじゃない？　綺き麗れいでまん丸で！　これは私がマ……ンマァッ！」

　凜々花が勝手な宣言をしようとした瞬間、エリ姉がその脇腹を強めに小突いた。

「嫌だなあ、凜々花ちゃん。燈華ちゃんの耳の形、私そっくりなのに。何より時折見せる笑顔は、私と瓜うり二ふたつだよ？　ねえ？　燈華ちゃん。私をママって呼んで……ひぎぃっ！」

　二人目のママの、そのお尻を抓つねったのは莉生だった。この中では間違いなく異端な存在だが、それでも莉生は余裕の笑みを崩さない。

「それを言ったら僕と燈華ちゃんの体形がそっくりだよね？　身長も体重も近いし、胸は少しだけ燈華ちゃんの方があるけどほぼ同じ。つまりこれは僕こそが！」

「あら？　冗談よね、莉生？　ガールズトークに水を差さないでくれる？　ぷぷっ」

　そんな莉生に「ガールズ」を強調しながら噛かみ付いたのは、凜々花だった。

　それを受けて莉生は拗すねたように頬を膨らませ、突然ズボンのベルトに手をかける。

「じゃあ僕の裸を見て、郁ちゃんが興奮すれば参加資格あるよね！　本当はまだ見せるつもりなかったけど……い、郁ちゃんと燈華ちゃんの為だから！」

「ほーん！　だったら私も脱ぐわ！　この中で一番胸が大きいのは誰か、言うまでもないわよね！　いいのね？　全裸の私は最強よ？　いいわね！　郁いく！」

　莉り生おの無謀な行動に、無む茶ちやな行動で乗っかる凜り々り花か。だが、負の連鎖は終わらない。

「はいはい。未成年の未成熟な身体からだなんて、いーちゃんには刺激が足りないよ？　というわけで、ここは年功序列で脱ぎましょう。というわけで、まずは私！」

　唯一の大人までもが、この空気に呑のまれてしまった。大人なのに……本来、こういう場所では乱れた風紀を正してくれるはずの、お姉さんなのにぃ……。

　全く。本音を言えば、全員の裸を見たい。見たいけど、子供の教育に悪いからな。

「ごめんな、三人とも。今の俺にとって一番大事なのは……娘だから！」

　俺は燈とう華かの肩を寄せて、小さな頭に優しく手を置いてみせた。

　燈華は嬉うれしそうに目を細め、両手でピースサインを作る。勝利のダブルピースだ。

「ふへへ！　燈華ちゃん大勝利ですね！」

　燈華の純じゆん真しん無む垢くな笑顔にやられたのか、ママたちは申し訳なさそうに脱ぎかけたシャツやスカートをそっと着直す。

　どんな女性の裸よりも、娘の笑顔の方が嬉しいなんて……思いもしなかったよ、燈華。







　楽しい時間はあっという間に過ぎ去っていくもので。

　誰が言うでもなく、日が暮れた頃には各々帰宅の準備を始める。

「今日はありがとう。皆、気を付けて帰ってくれ」

　俺と燈華はアパートの下で三人を見送った。やがて、全員の背中が見えなくなる。

　部屋には騒がしさが消えて、寂しさだけが残るかと思ったけど。

　一緒に部屋の中に戻った燈華がいたから、そんな気持ちは一切湧かなくて。

　二人で洗い物を終えると、少し小腹が空すいた事に気付く。昼からずっとお菓子と軽食ばかりで、しっかりご飯を食べていなかったからだろう。

　すると、燈華も同じ考えだったのか、冷凍庫から激辛カレーを取り出した。

「お父様、お腹なか空きませんか？　今日は私がこの失敗カレーをアレンジ調理しますよ！」

　そう言って燈華はカレーを鍋に入れて、凜々花のレシピを参考にスープカレーを作ろうとしたのだが、俺はその手を止めさせた。

「なあ、燈華。俺はお前が作ったご飯を食べたい。他の誰かが手を加えたものじゃなくて、燈華が一人で作ったご飯を」

「……いいのですか？　これ、死ぬほど辛いですよ？　何か作りますよ？」

「いいよ。その方が忘れなくて済むから。なんてな？　あはは」

　燈華は俺の笑顔を見て、困ったように笑いながらも牛乳を冷蔵庫に戻した。

　二人で食べるカレーはやっぱり辛かったけど、それでも前のように食べられない味じゃなかった。

　多分、二人で向き合って同じ時間を共有しているからかもしれない。

「ここに来てくれてありがとう、燈とう華か」

　燈華はカレーを頬ほお張ばりながら、「ふへ？」と首を傾かしげる。分からなかったのか。

　伝える事にしよう。実の娘にとても恥ずかしい、お父様の本当の気持ちを。

「この一か月、俺はずっと燈華と一緒に『好き』を探していたよな？　エリ姉、莉り生お、そして凜り々り花か……三人に色んな形で甘えて、その気持ちを取り戻そうとしていた」

　全員が違う形で俺に好意をぶつけてくれた日々。おかげで、俺も気付く事ができた。

　俺が燈華に抱いていた気持ちの、その正体に。

「誰かと恋人同士にはなれなかったけど、もう一度母さんに抱いていたような、人を想おもう気持ちを思い出せた。なあ、燈華」

　気付けば、燈華はスプーンを置いて真剣に俺の話を聞いていてくれた。

　そんな燈華の瞳の奥には、僅かな期待が秘められているように見えたけど……俺は親として、燈華が望むような答えを持っているだろうか？

　そうだ。俺は──。俺の気持ちは。

「燈華、大好きだ。母さんと同じ、血の繋つながった親子だからこそ……俺は、燈華の胸いっぱいの『好き』のおかげで、変わる事ができた。子から愛される側になって、ようやく気付けたよ。ありがとう、燈華」

　もう一度失う事を恐れて、胸の奥底に沈めていた気持ち。

　それを最初に掘り起こしてくれたのは、他ならぬ愛まな娘むすめだ。

　燈華が来てくれたから、俺は変わってみようと……変わりたいと思えた。

「俺を変えてくれたのは三人のママたちだけじゃない。親子二人で過ごした日々があったから、俺は皆の好意を受け止める事ができた。世界一好きな、娘のおかげで」

　その言葉に、気付けば燈華は俯うつむいてしまって表情を窺うかがえない。

　だけど、ゆっくりと上げたその顔は……目元に涙を浮かべ、どうしようもないくらい幸せそうに笑みを浮かべていてくれたのだった。

「お父様……大好きです。お父様が将来私のママをたくさん愛するように、私も同じくらい、語り尽くせないほどお父様を……愛していますから！」

「燈華」

　俺は燈華を抱きしめて、同じ「好き」を共有していた喜びを全身で感じ取った。

　燈華と一緒に過ごした時間は、どんな瞬間を切り取っても楽しい時間で。

　未来はずっと、このままでいい。そんな事さえ考えてしまっていた。

　だけど、燈華に好かれれば好かれるほど、胸が苦しくなるのも事実だった。

　前に進まなければならない。心に描く未来は、このままでは叶かなわなくなる。

　それは俺も燈とう華かも、口にしないだけで分かっていた。

「なあ、燈華。明日は一緒にいよう。一日中、どこにいてもお父さんと一緒だ」

「……はい！　お買い物やゲーム、お食事や睡眠、そしてお風呂にもトイレにも、ご一緒しますとも！　脱がし合いましょう！」

「あのね？　親子間でも最低限のプライバシーは必要だからね？」







　宣言通り、それから俺は一日中燈華と一緒に過ごした。

　これまでも休日は家でだらだらしている事があったけど、今日はその日々とは違った輝きと楽しさがあって、燈華の行動や言葉一つが、大切に感じられる。

　何もかも忘れ、お互いの事だけを考えて過ごす一日は、これが初めてだ。

　燈華の言う通り、俺たちは買い物もゲームも、晩ご飯もひと時も離れずに過ごす。

　例えば、近所のコンビニで買い物をする時でも。

「お父様！　今日はこのタケノコの形をしたお菓子を買いますか！」

　燈華はそう言って、買い物かごに普段買わないお菓子を何個も放り込む。

　自分は好きじゃないけど、俺が好きなお菓子だから。燈華なりの優しさだ。

　だから俺も、晩ご飯の時には燈華の為ために久しぶりに手料理を振舞う。

「うーん！　お父様のお手製のチャーハンは最高ですね！　未来でも過去でも、この味は絶対変わらない安心感があって、大好きです！」

　燈華は俺の作ったチャーハンを、まるで高級な料理を堪たん能のうするように頬ほお張ばる。

　未来ではもっとたくさんの、母の味ならぬ……父の味を振舞ってあげよう！

　更には俺が入浴中に、燈華はエリ姉から貰もらった例のスク水を着てお風呂場に乱入してきて、嫌がる俺を強引に説き伏せて背中を流してくれたりもした。

「未来のお父様とは、流石さすがにもう一緒にお風呂に入っていませんからねぇ。小学校六年生の頃に私の方からお父様にお風呂ＮＧを出したので、四年ぶりということになりますね！」

「それはそれで傷付く自分が想像できて嫌だなあ……」

「でも私はギリギリまでお父様と一緒に入りたかった事だけは教えておきますね！」

　寝る時には離していた布団をくっつけて、手を握って眠った。

「えへへ。本当は最初からこうしたかったのですが、恥ずかしくて言い出せなかったのです。二人で並んで寝るのは、久しぶりだったので」

　燈華は薄闇の中、そんな思いを告白してくれる。

「そっか。それは俺も同じだよ。可愛かわいい娘を抱きしめて寝たいくらいだ」

「ほお！　いいですよ！　喜んでお父様の抱き枕になりましょう！」

　燈とう華かは俺の布団に潜り込み、そのまま俺の胸に顔を押し付けてくる。甘えん坊だな。

「ねえ、お父様。今度、私と一緒に色んな場所に行きましょうね？　莉り生おさんと三人で行ったプールもそうですし、遊園地や水族館にも行きたいです！　ヴェヌスにも！」

「ああ、いいぞ！　え？　待ってくれ。ヴェヌスって何……？　とても気になるよ？」

「おっと、つい未来ワードが出てしまいました。これは反省しないといけませんね。ちょっと利き手の指全部折ります。代々続く、久く遠どう家の掟おきてですからね……」

「先代の俺が知らない掟に従わなくていいからぁ！　い、いいから止やめなさい！」

　俺が燈華の手を窘たしなめるようにして握ると、燈華は楽しそうに指を絡め、目を細める。

「えへへ、冗談です。お父様は未来でもとっても優しいですよ？　例えば、ですね」

　燈華は懐かしむように思い出を……これから先の未来の話を俺に語ってくれた。

「私が高熱を出した時、大雪の日にもかかわらず私をおぶって、開いている病院を頑張って探し回ってくれて……あの広くて温かい背中は、今でも覚えています」

　燈華は顔を上げる。少し潤んだ赤い目が、薄闇の中でもしっかりと見えた。

「弱っている私を抱きしめてくれて、熱が引くまでどんなワガママも聞いてくれて、アイスを食べさせてくれて……甘えさせてくれました。とても大切で、愛いとしい思い出です」

「そうか。じゃあ、今度はもっとワガママを聞いてやる。どんな無む茶ちや振りでも、可愛かわいい娘の為ためなら何だってするからな！」

「ふふっ。私がお父様にして欲しい事は、たくさんありますけど、お金では叶かないません。そのどれもがありきたりの事です。ねえ、お父様。約束……してくれますか？」




　私が生まれたら、すぐにおでこにキスをして、いっぱい抱きしめてください。

　私が三歳になったら、とても長くて美お味いしい千歳ちとせ飴あめを買ってください。

　私が幼稚園に入ったら、晴れの日も雨の日も、毎日送り迎えをしてください。

　私が小学生になったら、ぴかぴかのランドセル姿を褒めてください。

　私が中学生になったら、制服姿を写真に撮って、少しの間だけ反抗期に耐えてください。

　私が高校生になったら、入学祝いにお肉が美味しいお店に連れて行ってください。

　私が大人になったら、一緒にお酒を飲んで、酔ったら介抱してください。

　私がお嫁さんになったら、どうか笑って送り出してください。




　だからお父様、お願いです。




「どんな時も私を想おもってください。将来あなたが心の底から愛する事のできる人を見つけて、その人に注ぐ愛と同じものを、私にもください。それが私のワガママです」

　弱弱しい声で懇願する燈華を、今までで一番強く抱きしめた。

　そしてその小さなおでこにキスをする。

　本当は未来でするはずの、父親からの少し早いプレゼントだ。

「約束するよ、燈とう華か。俺はお前と一緒に、未来を生きる。お前との約束は全部叶かなえてやるから、だから今は……少しだけお別れだ」

　燈華は目を潤ませて、ぽろぽろと大粒の涙を布団に零こぼした。

　泣かないでくれ。そんな顔をしたら、いつまでもこの手を放せなくなるのに。

「おと、う……さま。お父様、お父様ぁ……！　大好きです。う、ううっ。泣かないって決めていたのに、そんな事を言われたら、燈華ちゃんは……うわぁん！」

　親バカだけど、泣いている顔も可愛かわいいよ、燈華。

　未来では、絶対にそんな顔をさせないように頑張るからな。

　そしてこれが最後の一日になると、そう理解していたからこそ。

　俺と燈華は互いに甘え、笑い合ってこの日を終える事ができたのだろう。







　そして、この生活にも終わりがやってくる。

　やるべき事を終えた燈華は、もうこれ以上この時代に留とどまる理由は無い。

　今朝は清すが々すがしいほどに晴れた青空で、雲一つない素晴らしい天気だった。

[image: ]

　燈とう華かと最後の朝食を摂とり終えて、俺たちは後片付けを始める。

　未練が残らないように、俺が燈華の為ために買ってあげた私物を全てゴミに出して、それから軽く部屋掃除をしてから、二人でお茶を飲み、ゆっくりと流れる時間を堪たん能のうする。

　永遠は存在しない。特にこの時間においては、必ず終わりが来る。

　それを決められることだけが、俺たち親子に与えられた最後の幸福だ。

「よし……それでは、ぼちぼち行きますかね！」

　お茶を飲み干して、紙コップをゴミ箱に捨ててから燈華が立ち上がる。

　俺が引き留める事もなければ、燈華が躊ちゆう躇ちよする事もない。

　俺は玄関まで燈華を見送って、その制服姿を目に焼き付けた。

「ところで燈華。お前俺と出会った時ははぐらかしていたけどさ、帰る方法を知っていただろう？　だから昨日を、口にするまでもなく最後の日だと決めていた……違うか？」

　俺が尋ねると、燈華はわざとらしく舌先を出して笑ってみせる。

「ええ。実はですね、いつでも帰れた気がします。ここに来た時と一緒です。具体的な方法は教えませんよ？　美しい女は秘密を持っているものですから！　えへん！」

「それ前に聞いたよ。ということは……最初からママが誰なのかも知っていたのか？」

「ふふふ。それを教えたらつまらないじゃないですか。でも、お父様がちゃんと未来に向かって行ける確信はできましたとも！　いいものですね、若い両親を見るのは！」

　未来に戻る手段を知りながらも、現代に留とどまる。それは想像以上に辛つらい事だ。

　普通の人間なら、すぐにでも慣れた世界に戻りたくなるだろう。

　だけど燈華は、俺の為に一緒にい続けてくれた。やっぱり、最高の娘だと思う。

「それではお父様。エリ姉さん、莉り生おさん、凜り々り花かさんによろしくお伝えくださいね」

「ああ。それじゃあ燈華、未来でも……ん？」

　俺が別れの言葉を言いかけた、その時だった。

　部屋の外から大きな足音がいくつも聞こえてきて、俺の部屋の前で止まる。

　そして、施錠されていない玄関のドアが乱暴に開かれた。

　そうか、来てくれたのか。燈華の「ママ」たちが。

「燈華ちゃん！　良かった……間に合った、わね」

　玄関の前には、息を切らした凜々花と、その後ろにエリ姉と莉生が立っていた。

　全員、全力疾走をしてきたようで額に汗を滲にじませ、呼吸が荒々しい。

「皆……どうして分かった？　今日の事は伝えていないのに」

　俺と燈華は三人の息が整い、彼女たちの言葉が続くのを待った。

　やがて、最初に口を開いたのは莉生だった。

「分からない。分からないけど……ここに来なくちゃ、ダメな気がして。朝起きたら燈華ちゃんと郁いくちゃんの顔が浮かんで、気付いたらここに」

　莉り生おの言葉に、エリ姉も頷うなずいてから話を継いだ。

「私も同じ！　夢の中で燈とう華かちゃんと会ったの！　ねえ、燈華ちゃん。もしかして」

　言葉に詰まるエリ姉の意図を汲くんで、凜り々り花かが燈華に尋ねる。

「あなた、未来に帰るの？　せっかく、こうして出会えたのに……！　私たち、まだまだあなたにしてあげたいことが、山ほどあるのよ！」

　なるほど。これがママリティか。本能で娘の異変を察知して、他の何もかも忘れて会いに来てくれる。母の愛を、最愛の娘に与える為ために。

「……はい！　いつまでもこの時代にいると、未来でお父様とママが心配しますからね。そろそろ帰らないと、私も皆さんも、お父様も……未来に進めませんから！」

　燈華の答えを聞いて、三人は「娘」を引き留める事は無かった。

　ただ静かに涙を流して、その決意を受け入れる。一人の「ママ」として。

「泣かないでくださいよ。皆さんとは近い未来で再会できるはずですから！　私のお父様を見てください！　晴れやかな顔で、燈華ちゃんを見送るつもりですよ？」

　ああ、そうだ。俺は燈華を引き留めないし、この時間を無下にしたくない。

　未練が無いわけじゃない。絶対に寂しくなる。だけど、俺の未来は決まっている。

　燈華とはもう一度会える。だから俺は、この小さな背中を笑って見送ろう。

「あー！　忘れていましたよ、お父様！」

　燈華は何かを思い出したかのように鞄かばんからある物を取り出す。

　ムスメーターだ。俺が燈華の父親でいられる可能性を示した、未来の玩具。

「ゼロ点のままじゃ、ダメですね。お父様は私にとって……やっぱり百点満点です！」

　燈華はムスメーターの値をリセットし、百点になった液晶画面を見せつけて笑う。

　そんな物が無くても、しっかり伝わっているっていうのに。

「燈華。手を出してくれるか？　俺も渡すのを忘れるところだった」

「ん？　何でしょう？　あ！　お小遣いを握らせてくれるのですね！　万札！」

「生々しいわ！　燈華の指輪と……それから、少し早い贈り物だ」

　俺は燈華の手に、指輪と一枚の写真を握らせた。かつて、ここで撮った二人だけの写真。

　年齢も制服もほとんど同じ親子が、並んで笑っている自撮り写真だ。

「すぐに会いに行くから、待っていてくれ。それは俺とお前を繋つなぐ、大事な宝物だ」

　俺の言葉に、燈華は小さい子供のように、綺き麗れいな白い歯を見せて笑ってくれた。

「最高のプレゼントじゃないですか……全く。全くもう！　ふへへ！　世界一可愛かわいいあなたの娘が待っていてあげるのだから、すぐに来てください！　来なかったら泣きますよ！」

「泣かせない。世界全てが敵になっても、俺はお前のお父さんだからな。それじゃあ燈華」

「はい！　愛していますよ、お父様！　そして……私のママたち！」

　燈華は三人の横をすり抜けてから、「ママ」に向けて大きく叫んだ。

「いつも優しくて、私とお父様を大好きでいてくれて、ありがとうございます！　これからもずっと、お父様と仲良しでいてくださいね！　それでは！」

　──またね！

　その言葉を本当の最後にして、燈とう華かは玄関から出ていき、ドアを閉めた。

　外階段を下りる音はしなかった。きっと、そのまま未来に戻ったのかもしれない。

　しばらくしてからドアを開けると、雨上がりでもないのに、空には虹がかかっていた。

　燈華も未来で、同じ虹を見ているかもしれない。いや、きっとそうだ。

「燈華。愛しているぞ」

　五月晴れの空に俺の言葉は吸い込まれ、やがて余韻を残しながら消えていく。

「いーちゃん」

「郁いくちゃん」

「郁」

　すると、俺の背中に三人分の声と物理的な重みがのしかかってきた。

　エリ姉、莉り生お、凜り々り花かが俺に抱き着いてきて、そのまま動けなくなる。

　娘を見送った三人のママはもう、泣くのを止やめていた。

「……すぐに会えるよ。俺たちの、未来で」




　そうだ。未来は、終わらない──。







　こうして、一か月にわたった燈華との奇妙な生活は幕を閉じた。




　燈華がいなければ、パパでもない。いつもの日々に戻ったけれど。

　だけど、三人の『ママ候補』たちと少しだけ違う関係を築いていくだろう。

　エリ姉。莉生。凜々花。

　俺の胸の中には、彼女たちに対して今までとは違う感情が芽吹いている。

　愛まな娘むすめがくれた大切な「好き」の形は、いつか大きな想おもいに変わるはずだろう。

　たとえどんな苦しい事があったとしても、俺は絶対に再会の約束を果たすつもりだ。




　未来は、続いていく。燈華と出会う、その日まで──。





あとがき

　僕はライトノベルが好きです。

　かつて僕が一人の読者として好んでいた作品はシンプルなものが多く、主人公と可愛かわいいキャラたちが面白い会話劇を繰り広げ、ドキドキする恋愛に発展し、本を閉じた時に胸が温かくなるような、そんなライトノベルが大好きでした。

　しかし創作を始めてみると、「やっぱり凝った作品を書くべきだろうか？」と、悩む瞬間も少なくありませんでした。何度も考え、迷い、僕は決意します。過去に自分が熱中した、ひたすら幸せで、ハッピーエンドの物語を書こう、と。だから僕はこれからも書き続けます。かつて色々な作品から貰もらった「愛」を詰め込んだ、楽しいライトノベルを。

　前置きが長くなってしまいましたが、改めて自己紹介をさせてください。

　初めまして、月つき見み秋しゆう水すいと申します。本作発売に先駆け、前日譚たんかつ後日談にもなるＳＳをカクヨムで連載していたので、ご存ぞん知じの方も居るかもしれませんね。未読の方はぜひ！

　実は、僕が長年ＭＦ文庫Ｊの新人賞に応募する中で、評価シートで毎回指摘されている点がありました。「キャラが全く可愛くない」という、ラブコメには致命的なことです。

　可愛いキャラを描くにはどうすればいいのか？　様々な作品を読み、研究し、しかし苦悩の果てに答えはありませんでした。それでも諦めずに執筆を続けていく中で、あるキャラクターが生まれます。久く遠どう燈とう華かの前身となる女の子です。この子は選考でも評価され、遂ついに「キャラが可愛い」というコメントを戴きました。続けなければ見えない物もある。まさに『世界一可愛い娘』と出で逢あえた瞬間でした。

　担当編集様。投稿時代からたくさん面倒を見ていただき、ありがとうございます！　これからもお付き合いお願い致します。また、過去に僕を担当してくださったＳ氏、Ｋ氏のお二人にも感謝します。当時のアドバイスは今も、執筆に悩んだ時の道標になっています。

　イラスト担当のなつめえり先生。イラストレーターを決める中で、実は一番強く希望したなつめえり先生に担当していただけて、とても幸せです。稚拙な設定からキャラを可愛く描き下ろしてくれて、イラストを見る度に心が喜びで満たされました。生配信での作業とリスナーさんの温かさに、ひたすら感動しっぱなしでした！　ありがとうございます！　装丁担当の葉は山やまみどちゃんとの配信も楽しく見ていましたよ！　そして新人賞審査にて本作を評価してくれた、全ての編集者さんと審査員の方々に心からの感謝を。

　最後に、この本を手に取ってくださった読者の皆さんへ。

　これから時代が変わるにつれ、今以上に様々なラブコメが生み出されていくはずです。そんな中、月見秋水の書く物語に今後も興味を継いでくれる事を心から願っています。

　何より、僕自身があなたの「特別」になれるように尽力させてください。

　自分自身の命を燃やし、誰かの心に火を灯し、灰になって終わってしまうのは──。

　まだ、嫌なんですよ。だからこれからもどうか、末永くお付き合いさせてください。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『凜々花ちゃんは褒められたい』





「うーん。やっぱり黒かしらね、黒……でも、白もいい。清楚っぽく見えるし」

　郁と莉生がプールデートをすると聞いた、その日の放課後。

　私はパパにお願いしてチケットを手配してもらうことを約束し、課題で死にそうになっているエリ姉を連れて一緒に水着を買いに来ていた。

　ちなみにエリ姉は既に水着を買い終えて、試着室の外で私を待っている。

「まあ色は黒として、形状はどうしようかしら。バンドゥやタンキニは露出が少ないから論外ね。他の男に見られるのは嫌だけど、郁に見せるつもりで買わないと」

　私がナンパとかされたら、郁は守ってくれるかしら？　例えば。

「『あ、それ俺のオンナなんで』うーん、言わないわね。『ごめん、うちの妹だから』これはこれで、争いを避けそうな郁が言いそうだわ！」

　でもどんな事があっても、郁なら守ってくれるわよね。あー、もう！　どうして一緒に行く相手が私じゃないのかしら！　嫉妬で死にそう……！

「莉生の身体なんて見ても楽しくないじゃない！　胸は無いけど股間には『ある』子よ？　あれ……？　でも、思えば私、莉生の水着姿って見た事ないわね」

　中学のプール授業は完全に男女別だし、当たり前だけど。もしかして……莉生って。

　なんてね。嫉妬に燃えすぎでしょう、私。今は郁の為に水着を選ばないと。

「でも郁はあんまり人の服装を褒めないし、何着てもノーリアクションな感じがするわよね。『そのビキニ、可愛いぞ』とか『俺の為にそんなに可愛くなってくれたの？』とか、そういう事言ってくれてもいいのに」

　当日、無反応な郁が想像出来て悲しいわ。いっそ王道から外れて、スク水でも着てみようかしら？　それに対して興奮されたら何か引くけど。

　それからしばらくして、結局黒ビキニとアクセントのサングラスでコーディネートを決めた私は、鏡で自分のスタイルをチェックする。うわ、エッチすぎない？　私！　私に惚れてしまいそう！　自惚れそう！　自意識の波に溺れそう！　私が私を見つめているわ！

「はぁー……いっそ、二人で海にでも行きたいわね。夕陽をバックに告白してきた郁に、こう、唇を重ねて……『大好きだよ、凜々花』からの『うん、私も……チュッ』」

「あのー、凜々花ちゃん。もう終わった？」

「んぬぁあああ！　え、エリ姉ぇ！　急に開けないでよ！」

　私がキスをせがむ顔を鏡に向けた瞬間、エリ姉が試着室のカーテンを開けてきた。

　着替え中だったらどうするのよ！　お胸が零れていた可能性もあるのに！

「終わったら会計してきてねー。お姉さん、店の前のベンチで休んでいるから」

　エリ姉はカーテンを閉めなおして、その場から去って行った。

　はあ……妄想はほどほどにしないと、ね。でも、プールは楽しみだわ。ふふっ。
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